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「あなたは自分のことを特別だとお思いのようですが、あいにく微み塵じんも才能がおありになりません。これからはその思い上がった根性を叩たたき直し、せめて社会の歯車となれるよう努力されてはいかがでしょうか」

　ここは世界最大の企業──天て子し峰みねコーポレーション東京支社。受付横にある待合スペースで周囲の調度品を眺ながめていた俺おれは、植木の奥から聞こえた声に腰を上げた。

「あんなこと誰だれができるかってんだよ！　からかいやがって……おいっ！　聞いてんのか！」

「たいした変わりようですね。先ほどまで情けなくすがりついてこられていたというのに」

「ば、ば、馬ば鹿かにしやがって！　ぜってー訴えてやるからな！」

　エレベーターの前で言い争っているのは二十代の後半らしき男女。女性のほうは客室乗務員風の制服を着ているところを見ると、天子峰の社員だろう。

「どうぞご勝手に。ただなさるときにはそれ相応のお覚悟を」

　女性は冷たく突っぱね、立ち去ろうとした。

「待てよ！　まだ話は終わっちゃ──」

「あら」

　エレベーターから降りてきたのは、天子峰の制服を着た二十歳はたち頃ごろの若い女性だった。

「あ、係長……」

　先にいた女性のほうが十近くは年上だろうに、どうも若いほうが上司らしい。

「何をしているの！　私がいつも言っていることを忘れたの！」

「は、はい！　すみません！」

「はははっ！　ほらみろ！　だからおれは言った──」

　男が喜びの声を上げた瞬しゆん間かんだった。係長と呼ばれた女性社員は突とつ如じよ男の頭をわしづかみにし、壁かべに思い切り叩きつけた。

　──ガンッ！

　鈍い衝しよう撃げき音おんがホールに反はん響きようし、壁に血の跡がこびりついた。

「あ……うぁっ……」

　男はすでに虫の息だ。にもかかわらずトドメとばかりに顎あごをハイヒールで蹴けり上げる。

　歯がぶつかった影響だろう。男は口から血を垂れ流し、床に横たわった。

「いつも言っているでしょう。こういう輩やからは迅じん速そくに黙らせなさい、と」

「は、はぁ……しかし……」

「もう一度同じことを言わせたらあなたはクビよ。返事は？」

「は、はい！　すみませんでした！」

　係長と呼ばれた女性社員の目がこちらに向く。すると優ゆう雅がな足取りで歩み寄ってきた。

「加か納のう弥や助すけさんですね？」

「はい」

「お待たせいたしました。ご案内いたします。どうぞこちらへ」

　彼女は完かん璧ぺきなスマイルを見せ、先を歩き始めた。

「先ほどはお騒がせいたしました。本日は学校帰りでしたか？」

「いえ、それより頰ほおに血が……」

「あら、お恥ずかしい」

　彼女はハンカチを取り出すと、まるで食べかすを取るように血を拭ぬぐった。その横で血だらけになった男が救急隊に搬はん送そうされていく。

　そう、ここは世界最大の企業と言われる天て子し峰みねコーポレーション。

　何もかもが違うのだ、ここは。




　たどり着いたのは二十七階──屋上だった。ホームページの情報によれば地上百メートル。周囲を見る限り、ヘリポートとして使用しているようである。

　広々としたコンクリートの地面の先には、絶景と言うべき夜景が広がっていた。東京のビル群がライトアップされた様は人工的でありながら神こう々ごうしく、切なさをこみ上げさせる。

　案内人は笑顔のまま歩いていく。足を止めたのは、縁ふちと言える場所だった。

　突風が吹いた。普通なら何でもないが、この場所では冷やりとする。

　このビルには柵さくがない。そのため足を踏み外せば地上へまっさかさま。見るも無残な死体がこの世に一つできあがるというわけである。

「いかがでしょう？」

　そう笑顔で聞いてきた。

「柵、ないんですね」

「ええ。飛び降りられるように設計されたビルですから」

　物ぶつ騒そうなことをさわやかに言ってくれる。

「へー、それは恐ろしいですね」

「……あなたの口ぶりは全然恐ろしそうに思えないのですが」

「恐ろしいと思っていますよ。でも俺おれ、あまり人に共感しませんし、共感もされませんから」

「きっとそうでしょうね」

「あなたもじゃないんですか？」

「そうですね……ふふ、それは秘密にさせていただきます」

　無む邪じや気きな笑顔だった。元々スーツに着られているような幼さはあったが、今の彼女は就職活動中の大学生にしか見えなかった。

　案内人は一つ咳せき払ばらいをした。表情から甘さが消え、仕事人としての顔が現れる。

「制限時間は三分。持参物ならびに設置物等、道具の使用は全面的に禁止。また今後、質問等には一切返答いたしません」

「わかりました」

「時間は試験内容を通知後、三秒経たった時点からカウントいたします。よろしいですか？」

「はい」

「ではこれより試験内容を発表します」

　彼女は首を横に向け、地上を見下ろした。

「ここから飛び降りてください。以上が試験内容です」
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　きっかけはクラスメートとの会話だった。ある日、下校しようとしていたところ、

「なぁ、加か納のう。知ってるか？　天て子し峰みねコーポレーションの幹部試験では、毎年何人もの死者が出ているらしいぜ」

　と話しかけられたのだ。

　死者が出れば企業にとって一大スキャンダルだ。そんな話は聞いたことがないため、普通ならゴシップと考えるところだ。しかし天子峰ならあるいは……と思わせるものがあった。

「へぇ、どこからの情報だ？」

　そう聞くと、高たか野のはガッツポーズをした。

「よっしゃー、食券ゲットだぜ！」

「……どういうことだ？」

「お前、話題振っても基本的に『ああ』とか『そうなんだ』しか言わないだろ？　だから誰だれがお前の興味を引けるか賭かけをしてたんだよ」

　……まあ、俺おれにそういうところがあるのは確かだ。意識はしてなかったけれども。

　学校で俺は、植物を目指していた。植物は話さないが、教室にあっても誰も不自然に思わず、誰も馬ば鹿かにせず、誰もちょっかいをかけない。クラスメートを馬鹿にするつもりはないが、話していても面白いと思えない俺にとって、学校では植物となるのが理想だった。

「俺を賭けの材料にするなよ」

「わわっ、怒んなって！　マジすまん！　食券の半分はお前にやるからさ！」

　予想以上に恐れられてしまった。昔、『加納は怒らせるとヤバイらしい』なんて噂うわさが流れたことがあったが、現状もそれに近い状態なのかもしれない。

　まあいい。食券は正直ありがたい。馬鹿にしているようではなさそうだし、許すとしよう。

「わかった。それで手を打とう。それより情報の出所はどうなんだ？」

「ああ、それならネットだ」

「おかしいな」

　天て子し峰みねなら自社の悪評をもみ消すくらい造ぞう作さもないはずだ。なら知られて良いということか。

「そもそも幹部試験って何だ？」

「天子峰で幹部になるには、平社員から出世してなるんじゃなくて、初めから幹部候補生として入社しなければならないらしいぜ。しかも試験を受ける条件は『なし』だとよ」

「じゃあ年齢とか学歴とかも関係なしか？」

「ああ、国こく籍せきも性別もすべて『なし』らしい」

「ありえない」

「と思うだろ？　俺おれもそう思って調べてみたら、事実なんだよな、これが。ネットではこの幹部制度が天子峰の繁栄の理由って書いてあるのもあったぜ」

　そりゃ優秀な人間に学歴や人種なんて関係ないだろうから、見分ける方法さえあれば『条件なし』のほうが人材は集まり、結果繁栄するだろう。しかし優秀か否いなか簡単にわからないから世界中の企業が苦労しているのである。

「だからこそやべぇんだよ。きっとあれだぜ。無人島に連れてかれて外人傭よう兵へい部隊より厳しい訓練とかするんだよ。ヘイ、ジャップ！　キルユー！　とか」

「凄すごい偏見だな」

「あー、でもいいよなー、天子峰の幹部。平社員でも平均年収一千万円超えてるんだぜ？　噂うわさじゃ幹部は年収百億とかざらだって言うし。王様や大統領にもペコペコされるし。それならハーレムだって作れるよなー」

「ならお前、受けてみればいいじゃないか」

「ば、馬ば鹿か言ってんじゃねぇよ！　東大卒でも平になるの大変らしいんだぞ。その上って言ったらどんなことをさせられるか……くわばらくわばら」

　話はそこで終わったが、俺は魅ひかれるものを感じていた。

　何の目的も見み出いだすこともできず、ただただつまらない授業と勉強で過ぎていく日常。おそらく未来もたいして変わらない。大学生になっても、社会人になっても、結婚しても、きっとゲームのような刺激的な出来事はなく、ただただ現実に埋まい没ぼつし、そのまま死んでいくのだ。

　変化を求めていた。しかし自分が何かを成し遂とげられる人間だとも思えなかった。

　だからこそだろうか。見たいと思った。命を賭かけて、金と栄光を摑つかんでいく人間を。

　人生がゲームならば、天子峰にいる人間ほど劇的なゲームをしている人間はいないだろう。

　世界中から選えりすぐられた人間が日夜しのぎを削けずり、世界を牛ぎゆう耳じるとも言われる権力を摑もうとしているという事実だけでも興味がかきたてられるところだ。しかもそれが異常な採用システムを用いている天子峰なら、想像を超えるイベントが繰り広げられているに違いない。そこで紡つむがれている物語はきっとこの不毛な日常と対極で、興味深いもので溢あふれているだろう。

　幸い一次試験の内容は推測できる点がいくつかある。

　天て子し峰みねコーポレーションは幹部に学歴を必要としないような才能を求めている。そしてその才能を持つ者は、極度に少ない。またその審査方法は、シンプルで時間がかからない。少なくとも一次審査をそうしなければ受け入れきれない。となれば、内容はかなり限定される。

　そんなことを考えながら応募してみた。すると案内状が来た。指定された場所へ行ってみた。その結果が──これである。
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「ここから飛び降りてください。以上が試験内容です」

　そう告げると、案内役から試験官に昇格した彼女は腕時計に視線を落とした。

　そう、こうなると思ったから俺おれはここへやってきたのだ。答えはすでに決まっていた。

「わかりました──」

　かぶせるように言い、足を進めた。

「……えっ？」

　動揺が背中越しに感じられる。だが待ちはしない。その必要がない。

　俺は思い切り足に力を込めた。そして走り幅はば跳とびの要領で、ビルの縁ふちを蹴けった。

　その瞬しゆん間かん、予想以上の無重力感が全身を包んだ。地上であれば返ってくる地面の反動はいつまで待ってもやってこない。足元から強きよう烈れつな風を受け、ただ落ちていく。

　墜つい落らくを全身で感じながら、俺はこの試験の意味を悟った。

　試験の意味。それはおそらく洞察力と実行力の確認だ。

　試験官は最初に宣言していた。『持参物、設置物等、道具の使用は全面的に禁止』と。逆に言えば、道具を使用すれば試験にならない可能性があるということだ。

　例えばロープ。ヘリポートだけに探せば見つかるかもしれない。見つかれば後は簡単だ。結べるところを見つけて、飛び降りることはできる。長ければ地面に下りられるし、短ければ飛び降りた後に再びロープを上るなり、窓からビル内に飛び移るなりすればよい。

　まあどれも荒こう唐とう無む稽けいな方法だが、理論上は可能だ。こういったことを防ぐべく、最初の確認があるのだろう。

　そして試験である以上、死を望んでいるわけではない。死人は採用できない。

　となれば答えは一つ。飛び降りた先に命を助ける何かが施ほどこしてあるということだ。

　もし違う答えがあるとすれば、ガラスで作った透明な道があるなどの類たぐいだと思っていた。だがこれもまた、道具の使用禁止で選択肢から消えた。

　考えればおそらく誰だれでもわかる。だがわかっても飛べなければ意味がない。

「──面白い」

　ようやく見つけた。ここが俺おれの存在すべき場所だ。俺が見たかったものはここにある。
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　天て子し峰みねには二つの側面がある。企業と国家、である。

　天子峰コーポレーションは明めい治じ時代に日本で創業され、鉄鋼業や造船業で財を成した企業だった。その後、国の行く末を見通したかのように、莫ばく大だいな財産と有能な研究者を伴って社長以下重役すべてがアメリカへ亡命。天子峰創業者、天子峰均ひとしはアメリカで再び会社を興おこし、軍ぐん需じゆ関連で莫大な利益を上げた。

　そして終戦後、天子峰は太平洋の真ん中に浮かぶ小さな島国──セトラに本社を移転した。しかし現在そんな名の国などない。天子峰が国を乗っ取ったのだ。

　あっという間にセトラの経済を支配した天子峰均はセトラの大統領選挙に立候補し、当選。その後、国の名をテシミネに変更した。天子峰が『企業国家』と言われるのはこのためだった。

　天子峰の経営を実質的に担になっているのは、七人の社長である。

　社員数二千万。子会社等グループ関連企業を含めれば六千万人以上、売上高千兆。二〇二〇年現在、世界上位企業百社の合計売上高二千五百兆円のうち、一企業で四割を占める超大国を超えた企業国家。

　それを統とう括かつし、絶大なる権力を持つ七人の社長は、畏い敬けいの念を込められこう呼ばれている。

　七賢人──と。




　蘇そ原はら真ま帆ほは天子峰コーポレーション東京支社の通信室にいた。

　部屋の四方は染しみ一つない純白。一日もいれば頭がおかしくなりそうだ、と真帆は思った。

「向こうから了解がきました。繫つなぎます」

　オペレーターの声で部屋が一変する。視界に広がったのは、高級感漂ただよう社長室だった。

　東京支社の社長室に似ているが、微妙に調度品が違う。これはアフリカ支社のものだ。

　前方に出現したデスクに、脚を組んで腰をかけている人物がいる。椅い子すに座ればいいのに、そうしないところが年齢相応と言うべきか、異常と言うべきか、判別がつかない。

　天子峰の開発した立体型通信システムは本来姿がそのまま映し出されるはずなのだが、今は顔も髪もよくわからないようぼかされていた。それは相手が特別な人物であるがゆえの配はい慮りよだった。

　十三歳で幹部となり、二年間で七つの紛争を終わらせ、史上最年少の十五歳で『七賢人』となったアフリカ支社長──通称『砂漠の聖人』石いわ刀と昴すばる。『神の右腕』を持つと言われる、天才中の天才である。

　元々、日本の幹部候補試験の通過には東南・東アジア・オセアニア支社長である三み里さと信しん一いち郎ろうの承認が必要だった。しかし今は月に長期出張しているため、その役目は一時的に社長代理──石いわ刀と昴すばるに引き継がれていた。

　普通の人間であれば、代理には部下を指名するだろう。託せるだけの人材がいないのであれば別だが、三み里さと信しん一いち郎ろうの部下は七賢人の中でも最高と言われる陣容である。にもかかわらず指名したのは、ライバルと言える人物だった。

　その神経は図太いのを超えて、異常だ。そしてそれをふたつ返事で受けた石刀昴もまた異常。

「社長、人事課係長の蘇そ原はらです」

「聞こえているよ。ぼくの姿は見えていないだろうが、理解して欲しい」

「無論です」

　天て子し峰みねは地区ごとに経営を行っているため地区同士の争いが戦争並みに激しい。もちろん本当の戦争が起こったことはないが、かつてアメリカとソ連が代理戦争を繰り返したように、あちこちで火花は散っている。そのため息のかかった部下ならともかく、他地区の人間には姿を見せないのが常識だ。石刀昴に関しても、名前や主だった経歴以外はすべて不明だった。

「本日はお忙しい中、お時間をいただきありがとうございます」

「無む駄だな挨あい拶さつはいい。用件は聞いている。本題に入ろう」

「それではお送りしました資料の一ページ目をご高こう覧らんいただけますで──」

　その瞬しゆん間かん、昴がため息をついている姿が見えた。

「ぼくが資料を読んでいないとでも思っているのかい？　それとも君の説明は、ぼくの解釈を超えるほど優すぐれたものなのかい？」

「あっ……し、失礼いたしました！」

　昴の口元が歪ゆがむ。それだけで真ま帆ほの耳には『二度目はない』とはっきり聞こえた。

「ならぼくから聞こうか。君は彼と直接会って、どう思った？」

　真帆は懸命に彼のデータと印象を思い出す。

　加か納のう弥や助すけ。年は十七。開かい聖せい高校二年生。日本の最高学府──東とう和わ大学への進学率が全国で一番高い学校であるということは、頭自体は悪くないだろう。

　顔の作りは平凡レベル。髪や体格も普通で、個性を強調するものではない。あえて特徴的な点を探せば、いつも寝ぼけているような眼めをしているところか。公的資料では素行も悪くない。欠席は無く、成績も並。しかし公的資料の先にある、天子峰独自の調査書。ここには彼の異常性がありありと映し出されていた。

「彼は……異常です」

「抽象的すぎるな。具体的に」

「はい。具体例として、彼は今回の試験において二つの新記録を出しました。飛び降りるまでのタイムと、ビルからの飛距離です」

「数字を」

「飛び降りるまでのタイムはなしです。カウントを始める前に飛び降りました。陸上競技ならばフライングです」

「飛距離は？」

「十九メートル七十三センチです。風の影えい響きようもあるでしょうが、これほどの距離を出すには全力で跳とぶ必要があるでしょう」

　昴すばるは冷笑を浮かべた。

「彼には自殺願望でもあるのかい？」

「断言はできませんが、ないと思います。口ぶりからして、彼の勘定には彼自身が入っていませんでした。その辺りに要因があるのではないかと」

「死は生があるからこそ。しかし彼はすでに無であるがゆえに、死さえ無意味と、そう言いたいのかい？」

「はい」

「異常だね」

「異常です。だからこそ、幹部向きの人材であるかと」

「……いいだろう」

　昴は傍かたわらに置かれたＰＣを操作した。

「今、電子決裁を通しておいた。手続きを整えてくれ」

「了解しました」

「そうだ。資料にはちょっと手を加えておいたから、教練課に渡す前にチェックをしておいて」

「わかりました」

　真ま帆ほが一息ついたときのことだった。昴が再び口を開いたのは。

「一つ聞くのを忘れていた。新入生に裏道を通った者がいただろう？　君はどう思う？」

　これが最後のチャンスだ。二度目はない。

　真帆は懸命に震ふるえを抑えつつ、口を開いた。

「人事課でも賛否両論がありましたが、私は一種の才能だと思っています。毒であれ薬であれ、極端な才能ものには使いようがあるので」

「同感だ。君に関してはもう少し様子を見ることとしよう」

「ありがとうございます！」

　真帆は深々と頭を下げた。

「死さえ無意味な人間、か……」

　そのつぶやきに真帆が恐る恐る頭を上げると、昴の視線は手元のＰＣに注がれていた。

「……いいね、気に入ったよ」

　言葉自体は賞賛していると言っていい。しかしなぜか真帆は悪お寒かんが止まらなかった。










　その一　人外魔境




　四月一日。名な古ご屋や駅のバスターミナルには集合十分前の段階で四十人程度が集まっていた。まだ集合がかかっていないようなので、俺おれは周囲を観察することにした。

　ここにいる人間がすべて天て子し峰みねの幹部候補生だとすれば、かなり多種多様だ。

　年齢は二十代が中心。ただ中には四十代と思われる人もいれば、小学生ぐらいにしか見えない女の子もいる。年齢だけでも一般的な同期入社のメンバーからはかけ離れているだろうが、雰囲気も多た岐きにわたっている。

　例えば漆しつ黒こくの特攻服を着ている人。いかにもな暴走族ルックで、スーツ姿も多いこのメンバーでひどく浮いている。その近くにはリュックサックの中からフィギュアの足が出ているオタクっぽい男性。この二人が同じ立場というのは、異様と言うほかない。

　候補試験の舞台は通称日に本ほん天て子し峰みね市へ移る。ここは国家テシミネが日本から買い取り、直ちよつ轄かつ地ちとしている地区である。研究・開発・製造等の拠点となっており、世界で同様の都市が七つあるという。日本天子峰市は東南・東アジア・オセアニア地区の拠点とのことである。

　都市の正式名はソロンだが、天子峰の名前があまりに大きいため、一般的に通称で呼ばれている。他の六都市も通称のほうが一般的だが、正式名はプラトンが『プロタゴラス』で名前を挙げた七賢人の名前らしい。

　日本天子峰市は愛あい知ち県にある知ち多た半島の先端に位置している。

　広さは約五十平方キロメートル。東京で言えば足あ立だち区や練ねり馬ま区と同程度である。

　人口は約五十万。かつて天子峰に吸収されたトヨダは、お膝ひざ元もとである豊とよ多だ市において四十万もの人口を抱かかえていた。そのため数字だけ見れば法外なものとは言えないだろう。

　だが影えい響きよう力りよくとなると桁けたが違う。先端技術は完全に秘ひ匿とくされているが、周辺地域に軒のきを並べる部品工場などのおかげで、愛知県の予算は東京都を超えてしまっている。

「あの……」

　声をかけられ、俺は振り返った。意外な顔がそこにあった。

　確か名前は光こう明みよう寺じ綾あや芽め。開かい聖せい高校では知らぬ者がいない、才色兼備で謳うたわれた少女である。

　そんな彼女と俺に接点があるはずもなく、学年が一つ下なこともあって、話したことなどなかった。なのに向こうは知っている雰囲気である。これはどういうことだろうか？

「えっと……加か納のう弥や助すけ先せん輩ぱいですよね？　あの、私、同じ開聖高校なんですけど、知っているはず……ないですよね？」

　遠くからしか見たことはなかったが、近くで見れば見るほど圧倒される可か憐れんさだった。

　清せい楚そな雰囲気を漂ただよわせた長く艶つややかなストレートの黒髪。つぶらな瞳ひとみに形の良い眉まゆ。鼻はすらりと伸び、小さめの唇くちびるは可愛かわいらしさを強調している。濃のう紺こんのデニムのロングスカートと白いタイトシャツは清せい楚そな雰囲気とぴったり合っていた。胸は小さいものの、その他はテレビに出ているアイドルよりよっぽど美人でスタイルがいいだろう。

　だがまあ容姿などはどうでもいい、と俺おれは思う。容姿なんて人間の一要素にしかすぎないのだ。問題は彼女ほどもてはやされていた人物がなぜ天て子し峰みねの幹部候補試験を受けたのか、である。

　とはいえ、いきなり聞くのもぶしつけだ。ここは自然の流れに任せよう。

「……知っているよ。光こう明みよう寺じ綾あや芽めさんだね」

　彼女はぱぁっと顔をほころばせた。

「はい、そうです。よかった。知らないと言われたらどうしようかと思ってたんです」

「君は有名だから」

「えっ、有名……だったんですか？」

「君は美人だから男たちがよく噂うわさしてたよ。運動も勉強もトップなんだって？」

「そんな……恥ずかしいです」

　女性はまず褒ほめておくのがいい、と俺は思っているが、その考えは正しかったようだ。

「それにしてもよく俺のことを知っていたね。話すのはこれが初めてだろう？」

「体育祭のとき、大体の人の顔と名前を覚えまして」

　体育祭のプログラムには競技ごとに参加者すべての名前が書かれている。それと見比べればわかるだろうが、たったそれだけで覚えているとは恐ろしいほどの記憶力である。
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「凄すごいな」

「いえいえ、そんなことはありませんよ」

　普通これほど才能に恵まれていればうぬぼれが自然と出るものだが、彼女からは一切感じない。先天的に謙けん虚きよなのか、隠れた弱点があるのか、興味深いところだ。

「でも君がどうしてここに？　ここに来たということは、あの試験を越えてきたのだろう？」

「ええ。ちゃんと私も飛び降りました」

「そこまでして、どうして天て子し峰みねの幹部を目指すんだ？」

　ちょっと早い気がしたが、今ならば聞いても不自然ではないだろう。

「先せん輩ぱい、この世に不条理なことってたくさんあるとは思いませんか？」

「……そうだな。たくさんあると思う」

　彼女が言うようにこの世は不条理だらけだ。しかし深窓の令嬢のような彼女が言うのは違和感があった。だが目は真剣で、噓うそをついているようには見えない。

「私はそれを何とかしたいんです。誰だれもやらないなら、私がやらなければと思うんです」

　苦労知らずゆえの理想論者──さしずめ正義感に駆られた思い込みの強いお嬢様といったところだろうか。ただ目を引くのは覇は気きに満ちた瞳ひとみで、アイドルと言うよりヒーローに見える。

「とはいえ、できるかどうかはわからないんですけどね」

　小さく出された舌には愛あい嬌きようがあり、今度は一転して愛らしさに溢あふれている。

　アイドルとヒーロー、双方の資質を持つ少女。学校で人気となるはずである。

　しかし同時に胡う散さん臭くさいと思うのは、自分がひねくれているためだろうか。元々『誰かのため』なんて言葉を吐く人間ほど信用ならないと思えるのだ。

　とは言っても彼女への疑惑は妄もう想そうにすぎない。十分に本音を語っているように見えるし、万が一噓だとしたらそれはそれで凄いタマだ。どちらにせよ興味深い人材ではある。

「そうか、立派だな。俺おれで協力できることならするよ」

　こう言っておけば彼女のことをより知れるし、好感も持ってもらえるだろう。

「本当ですか！」

　綾あや芽めは全身で喜びを示し、手を握ってきた。

「私、本当は不安だったんです。でも同じ学校の先輩がいるってわかって、それだけで勇気が出てきて。もしよければお言葉に甘えて、時折頼ってもいいですか？」

「ああ、もちろん。それより光こう明みよう寺じさん、手……」

「あっ！」

　綾芽は真まっ赤かになって手を離した。そのまま背を向け、ちらちらとこっちをうかがう。

　大たい抵ていの男はこの仕草でイチコロだろう。まあ俺は恋愛に疎うといので例外だが。

「幹部候補生のみなさーん！　こちらにお集まりくださーい！」

　どうやらお迎えが来たみたいだ。綾芽がほんのり顔を赤らめたまま微笑ほほえんだ。

「じゃ、じゃあ先せん輩ぱい、行きましょうか」

「そうだな」

　すでに人だかりができている。俺おれは綾あや芽めと共に、その後ろについた。




　バスの座席はすでに決められていた。俺は最後部から一つ前の窓まど際ぎわの席、綾芽は真ん中辺りの通路側の席だった。

　全員が乗り終えたことが確認され、バスは出発する。一人の女性が運転手横に立った。

　年は二十代後半だろうか。茶色に染められたふんわりとした髪が柔らかな空気をかもし出している。メガネをかけているが、知的というよりおっとりして見えた。

「あ、あの、皆様、本日はお集まりいただきありがとうございます。……きゃっ！」

　いきなり転んだ。カーブで遠心力がかかったのだろうが、バス内で転ぶ人を初めて見た。

　最前列にいた好青年風の男がすかさず手を差し出した。彼女はお礼を言って手を取った。

「し、失礼しました。私、皆さんの副教官となります、長なが森もり冴さえ子こと申します。ご迷惑をおかけすることもあると思いますが、よろしくお願いします」

　拍手がぱらぱらと鳴った。

「副教官だったんだ～。やっぱりここの人って見た目でわからないね～」

　横に座っていた少女が小声で話しかけてきた。まだ小学生くらいに見える。おそらくこのメンバーの中で最年少だろう。

「そうだな。ドジに見えても油断しないほうがいいかもしれない」

「うん、ボクもそう思ってた」

　彼女は大きな猫目をまばたきもせず、じっと向けてくる。普通なら初対面なのでちらちらと見るところだが、彼女にそういった習慣はないようだった。

「ボク、黒くろ田だ枝え流る夢む。友達からはエルって呼ばれてるんだ。お兄さんもそう呼んでよ」

「俺は加か納のう弥や助すけ。よろしく、エル」

「にゃはは、よろしくよろしく～」

　エルが手を摑つかんできて、ぶんぶん振る。俺はその手の小ささに驚おどろいた。

　そういえば集合時、背が小さ過ぎて逆に目立っていた。身長は百四十五センチくらいだろうか？　髪はサイドポニー。服はロングＴシャツ、ショートパンツにハイソックスといった姿で、可愛かわいらしいというより活発な印象が目につく。運動場で男の子に混ざってドッジボールをしている姿が目に浮かぶようだ。

　雑談をしながらエルの経歴を聞いた。年は十一。小学校六年に進級するところ、幹部候補試験を受けてここにいるという。この試験を受けた理由を聞いてみると、

「お金が必要だったから」

　とだけエルは答えた。

「詳しい理由は聞かないで欲しいなぁ。あんまり人に言い回ることでもないしね」

　エルは元気よく笑ったつもりだったろうが、気まずさは消せていなかった。

「そう言うお兄さんはどうなの？」

　俺おれは面白そうだからと答えた。

「にゃははは、お兄さん、相当変人だね～」

「自分でもそう思ってる」

「もしかして平へい穏おんな世の中では生きていけない危険ジャンキーってやつ？」

「微妙に違うな」

「微妙じゃダメじゃん！」

「ぴーちくぱーちく騒いでんじゃねぇよ！」

　前の座席にいた男が立ち上がった。

　年は十八、九といったところだろうか。服は漆しつ黒こくの特攻服、髪は長めの金髪。典型的な暴走族スタイルで、集合時から異様に目立っていた人である。それだけに切れ長の目から放たれるにらみにはかなりの迫力があった。

「てめぇらのせいで声が聞こえねぇんだよ！　礼儀っつーものを知らねぇのか！」

「ん～？」

　エルは怒られているのは誰だれだと言わんばかりに辺りを見回した。この期ごに及んでとぼけようとは、なかなかいい神経をしている。

「あぁ？　ガキぃ、てめぇ、なんだそりゃ」

「あ、お兄さん、見て見て、あそこに鳥」

「ふざけてんじゃねぇよ！　駆く逐ちくすっぞ！」

「あ、ああああなたたち、喧けん嘩かは駄だ目めよ」

　副教官のお出ましである。

「これから一緒に頑張っていく仲間でしょ？　ね？　仲良くしましょ？」

　俺はため息をついた。今回はこちらが完全に悪かったのだし、早々に謝るのが吉きちだ。

「すみませんでした。これから気をつけます。ほら、エルも」

「ぶ[image: ～][image: ～]」

「やるんだ」

「ニャーー」

「威い嚇かくするのも駄目だ」

　しょうがないのでエルの頭に手をやり、無理やり下げさせた。

「うっ……ごめん……なさい……」

　エルは嫌いや々いやながらも一応は謝った。ただこの程度の謝罪で暴走族風の青年が納得するとも思えなかったが──

「まあいいだろう。ガキ、覚えておきな。悔くやしくても非があったらちゃんと謝るもんだ。それが筋ってやつよ。次のときのために謝る練習をしておきな」

　あっさりと二枚目な台詞せりふを吐いて納得してくれた。案外懐ふところの深い人物なのかもしれない。

「よかったわ。これからは仲良くね」

　そう言って、副教官は元の位置に戻った。

「えーと、どこまで話したかしら……」

「ああ、それは──」

　再び最前列の好青年が助け舟を出した。

「ああ、そうでした。天て子し峰みね市に入る際、荷物の確認とボディチェックをいたします。これは郵送しました資料に記載がありました、持ち込みが禁止されている物がないかを確認するためです。どうかご協力ください」

　持ち込みが禁止されている物の中で、ほとんどの人が持っている物は携帯電話だろう。

　ここではとにかく外部と通信できるものが駄だ目めらしい。携帯型テレビやラジオも禁止。オフラインの条件付きだが、パソコンや音楽プレイヤーなどは許可となっている。

「それではこれより皆さんに一台ずつ携帯電話をお配りします。名前を呼ばれた順に取りにきてください」

　テスト返しの要領で一人ずつ名前が呼ばれ、携帯電話を受け取っていった。スライドしてボタンを出すこともできるが、基本的にはタッチパネルで操作するようだった。

「これは皆さんにとって身分証明書であり、財布でもあります。携帯電話にはそれぞれ指紋が登録されており、他の人が使用することはできません。また天子峰市で通貨を使用することはなく、商品を買うときはすべて携帯で決済を行うこととなります。給料は皆さんの名前で作られたネットバンクの口座に振り込まれます。紛失した場合は再発行に数日かかり、その間使用不可となるのでお気をつけください。これらの機能に関してはマニュアルが携帯の中に入っておりますので、一度読んでおいてください」

　なるほど。後でよく読んでおくことにしよう。

「これからランクに関して説明します。現在は全員Ｚランクになります。これは皆さんに与えられた権利のランクです。例えば現在携帯でテレビを見たり天子峰市外と通信したりすることができませんが、ランクが上がれば開放されていきます」

　さしずめ現在はレベル一といったところか。

「ランクは法律上にも影えい響きようします。皆さんには、生まれたままの権利──自衛権以外ありません。ご用心ください」

　一いつ瞬しゆん、バス内がしんと静まり返った。言っていることの意味が理解しにくい。

　国家テシミネには独特の法律があると言われている。ネットでは明かされていなかったが、副教官の発言から考えると、テシミネではランクにより適用される法律が変わってくるということか。

　法律の差はよくあることだ。日本では子供と大人で違っているし、国によっては男女で、貴族と平民、または移民などで変わることもある。それがテシミネでは役職ということか。

　考えてみれば、不思議ではないかもしれない。軍の高官の妻だから、政府のお偉いさんの子供だから、などと役職を理由に実質的に優遇される国はいくらでもある。ただ明確に適用される法律が違うとなると、異様である。

「質問をしてもよいでしょうか？」

　手を挙げたのは最前列の好青年である。

「どうぞ」

「ありがとうございます。自衛権以外ないというのは、選挙権など、そういった権利がないということでしょうか？」

「その通りです。皆さんは普段から自然と憲法に守られています。しかし皆さんのランクですと天て子し峰みね市では基本的人権が適用されません。さしあたって気をつけるべきは『裁判を受ける権利』でしょう。例えば日本では憲法第三二条『何なん人ぴとも、裁判所において裁判を受ける権利を奪うばはれない』が適用されていますが、天子峰市では適用されないと考えてください」

「では強盗に遭あった場合、自分を守ることはしてもよいが、奪われたら訴えることができないということでしょうか？」

「はい。身を守るためとはいえ相手に怪け我がをさせれば、皆さんは傷害罪に問われます。ここにおける自衛権とは人間的自衛権と言うべきものです。身を守ってよいというだけで、裁判で勝てるという意味ではありません」

　身を守っていいが傷つけてはいけないなんて不可能だ。ならば危害を加えてくる相手に対しては逃げるしかない。

「だからなるべく寮りよう内ないにいることをオススメします。寮は関係者以外立ち入り禁止であり、一切の法律が適用されない特別地帯です。例外は病院、消防関係者など、最低限の人員だけです。そのため強盗が寮に侵入すれば、皆さんで撃退しても問題ありません」

　ならば寮は完全に治外法権──と言うより、無法地帯だ。

「ご理解いただけましたでしょうか？　裁判を受けることができないという意味を」

　副教官の言葉は恐ろしく重い。天子峰市の市民は幹部候補生に対して何をしても許されると言っているのである。暴行しても、物を盗んでも、罪には問われないのだ。

「つまり皆さんを守るものは、市民の理性と良心、そして仲間だけです。だから私は申し上げたのです。仲良くしてください、と」




　その後も副教官は変わらぬおっとりとした調子で当たり障さわりのないことを語った。しかしほとんどの人が軽く聞き流していただろう。それを周囲のざわめきが暗に示していた。会話の中には『警察は守ってくれないのかな？』といったのんびりしたものから、『かなりやばいよ』などといった危機感が伝わってくるものまである。

　俺おれとしては寝ぼけたことを言っているやつの神経がわからない。いきなりビルを飛ばせた天て子し峰みねだ。用心してもしすぎることはないだろうに……何を甘いことを言っているのだろうか。

　ふと俺は様子のおかしい人がいることに気づいた。俺とは通路を挟はさんだ反対側に座っている男で、顔が真まっ青さおだった。エルもそのことに気がついたようで、

「あのお兄さん、大丈夫かな？」

　とつぶやいたほどだった。相あい槌づちを打ったところ、すでにエルは話しかけていた。どうもこの少女には、迷うとか警戒心とか、そういったものがないらしい。

「ははは、大丈夫さ。レディーに心配させてしまうなんて、僕もまだまだだね」

　男はさらさらの髪を芝しば居いがかった調子でかき上げた。

　おそらくは大学生。甘いマスクを持っており、平常であればさっきのかっこつけた仕草も様になっていただろう。

「でも顔が青いよ？　やっぱりさっきの話がショックだったの？」

「まさか！　この僕があの程度のことで動揺するはずないよ！」

　とは言いながら身体からだは震ふるえている。

「でも……」

「お嬢ちゃんは優やさしいね。そうだ、五年後には僕のハニーにしてや──おえぇえぇぇ！」

「ぎゃーーー！」

　どうやら車酔いだったらしい。片手にビニール袋を持っており、汚物がぶちまけられなかったのは不幸中の幸いだった。

「はい、これをどうぞ」

　周囲がドン引きする中、ウェットティッシュを差し出したのは綾あや芽めだった。

「あ、ありがとう。お礼に僕とデートする権利を君にあげよう」

「お気持ちだけ受け取っておきます」

　男は綾芽の顔を見るなり、その笑顔に釘くぎ付づけとなった。

「可か憐れんだ……」

「えっ？」

　綾芽が首を傾かしげたのと同時に、様子をうかがっていた副教官が告げた。

「もう大丈夫のようですね。また具合が悪くなったら手を挙げてくださいね」

　それだけ伝えて前に戻っていく。綾芽も彼女について座席に戻ったが、その後ろ姿を男はずっと目で追っていた。

「それではこれから皆さんの給料に関してご説明します。給料はランクによって支払われます。また、別枠で様々な知識や技能も考こう慮りよに入ります。これは特別給の名目で設けられており、特別給は一年に一度、四月にお支払いします。皆さんはランクＺですので、月収は一万円。年収にして十二万円になります。一万円以上の入金となっている方は特別給があった方です。なお、家賃、携帯使用料、各種税金などは幹部候補生に対する特別な配はい慮りよとして無料となります。しかし一年間のみです。それまでにランクを上げることができなければ退たい寮りようしていただきます。その後は辞職を希望してもよいですし、そのまま天て子し峰みね市で暮らしても構いません」

「おい、どういうことだ」

　声は前のほうの座席からした。声を発したのは無ぶ精しようひげを生やした中年の男で、周囲と比べて一回りは年上に見える。

「……何でしょうか？」

「俺おれはここに来る前、天子峰で主任をしていたが、年収一千万円を超えていたんだぞ。それが幹部候補になったとたん、たったの十二万だと？」

　男の声にはドスがきいている。

「あ、あの、幹部になりましたら以前より多くもらえますので……」

「本当か？」

「は、はい。幹部の最低基本給はおおよそ一億。また実績による能力給などがあり、各支社長──つまり『七賢人』ですと兆に手が届くことがあるそうです」

　一兆円……。小国なら国家予算を超える金額だ。加えて国なら自由に使えないが、個人なら完全に自由。桁けたが大きすぎて実感が湧わかないが、この世で望むことの大半が叶かなう金額だろう。

「ならばいい。だがいくら候補生だとしても月収一万は少なすぎだろう。それに俺はガキと違って実績があるのに特別給が出ていない。これはどういうことだ？」

　どうやら早くも携帯を使い、口座を確認したようだ。

「あ、あの、私には権限がないので……」

「あんた、副教官って言ってたな？　教官ってやつは多少話が通じるのか？」

「あ、はい、おそらく。教官はこの試験を管理していますので」

「ふんっ、まあいい」

　男はようやく引き下がった。

「あ、今後の予定ですが、到着後すぐに入社式があります。しかし特別なことは社長からのお話があるだけです。その後は自由となります。研修などはございません。昇格は実績により随ずい時じ行います。また適性がないと判断された方も随時脱落となります。会社は皆さんの行動をよく見ておりますのでご安心ください」

　中段辺りにいる誰だれかが手を挙げた。

「すいません。自由ってことは、何もないってことですよね。じゃあ何をすればいいのでしょうか？　それなのに昇格は随時って、よくわからないんですけど……」

「どうやらあなたは教育の毒に侵されているようですね」

　先ほどまで控えめだった副教官の言葉の鋭さに、候補生一同が息を吞のんだ。

「言われたことしかできない者が人の上に立てるとお思いですか？　あなたはそんな初歩的なことも予測できないほど想像力がないのですか？　あなたはこれまで学生だったようですが、言い訳になりませんよ？　バスと共に戻るほうが身のためと思いますが、いかがですか？」

「い、いえ！　すみませんでした！」

　発言者は顔を青ざめ、腰を下ろした。副教官は表情を笑顔に戻し、候補生を見回した。

「それでは説明を終わります。何かあればお声をかけてください。これから到着まではしばしご歓談を。ここまでご清せい聴ちよういただきありがとうございました」

　まばらな拍手が鳴り、副教官は座席に戻った。

　バス内は妙な静けさに包まれたが、徐々に話をする声が広がっていった。

　僅わずかばかりの説明は、今後の苦難を予想させるに十分なものだった。だが話の中にはヒントも多く隠されているように感じる。これは分析のしがいがありそうだ。

「ねぇねぇ、お兄さん。ちょっと聞きたいことがあるんだけど？」

「ん、何だ？」

「いやさ、さっきおじさんがクレームをつけたのに、副教官のお姉さんは怒らなかったでしょ？　なのに別の人が質問したら厳しかったじゃん。何でだろうと思って」

「お前がすでに答えを言っているんじゃないのか？」

「どういうこと？」

「クレームだから副教官はわからないで通した。たぶん仕事の範囲じゃなかったんだろうな。だが質問はくだらないものだったから怒った。例えば学校で絵を描かけと言われて、紙が悪いとか筆が悪いとか言われれば予備を探してくるって話になるだろ？」

「まあそうだね」

「でもテーマは自由って言われているのに『どんな絵を描けばいいんですか？』って聞いたら、それは自分で考えろって言われないか？」

「なるほど～。でも、なんか引っかかるんだよね～」

　この少女は何も考えていないようで、妙に鋭いところがある。

「たぶんお前の引っかかりは正しい。俺おれの予測ではさっきの質問、あえてしなかった人が何人かいる」

「それって怒られるってわかってたから？」

「そうだな。でもそれだけじゃないと思う」

「？」

　俺はあえて内容を語らないことにした。

　おそらくこれはかなり重要なポイントだ。だからこそ他人になるべく語らないほうがいいだろう。エルに悪意があるようには見えないが、誰だれかにしゃべられてはたまらない。語ったほうがよさそうであれば、そのときまた教えてあげればいいだけの話だ。

「それよりマニュアルを読まないか？　どんなことが書かれているか気になっているんだ」

「うん、いいよ」

　俺おれはエルと携帯を見ながら話し合った。見たところ直近で関係ありそうなのは、『個人情報画面（顔写真やランクもあり）』『銀行口座』『適用法律』『開放権限』といったところか。だがお互い特別給はなく、法律は自衛権のみ、権限はなし、と得るものは少なかった。

　他の部分で目を引いたのは階級表だ。組織図も気になったのだが、見ることができたのは項目だけで、中身は権限が足りず見ることはできなかった。

　階級は上から順番に、会長、社長、専務、部長、部長補佐、室長、課長、課長補佐、係長、主しゆ査さ──となる。ここまでが幹部と呼ばれる者らしい。その下には、幹部補、主任、主事、役職なし（平社員）、その他日ひ雇やとい労働者やバイト、パート──となる。

　目を引くのは幹部補という役職である。これはあまり聞いたことがないものだ。

　そもそも候補生の階級はどこに当たるのだろうか。Ｚといった明らかな最低ランクであることを考こう慮りよすると、パートやバイトよりも低く、欄らん外がいといったところが妥だ当とうか。

「なんかゲームみたいでワクワクするね」

　普通小学生の女の子がこんな環境に放り込まれれば、パニックになったり怯おびえたりするだろうに、なかなか肝きもが太い。さすがは候補生となっただけのことはあると言うべきか。

「不安じゃないのか？」

「そりゃボクだって不安くらいあるよ。でも今までにないことが次々と起こるからさ。何だか面白くなってきちゃった」

「エルはＲＰＧ派だろう？　しかも低レベルでガンガン進めるタイプ」

「どうしてわかったの？」

「何となく」

「まあ、格闘ゲームとどっちが好きか悩むところなんだけどね～」

「それもわかる」

「ちなみにお兄さんはシムシティとか好きでしょ？」

　俺は顎あごに手を当てた。

「……そうだな。ゲームの中では一番好きな部類かな」

「やっぱり」

「でも、少し違うな。俺はゲームが好きだけど、やるのはあまり好きじゃないんだ」

「どういうこと？」

「隣で誰だれかがやっているのを見たり、プレイ動画を見たり、そういうのが好きなんだ。自分は何も関与せず、どういう行動をするのか見ている。それがたまらなく好きなんだ」




　海が見えてしばらく後のことだった。

「おい、あれじゃないか！」

　そんな声でバス内は色めき立った。道路の先に、巨大な都市が見えた。

　一言で表現すれば『未来型不沈要よう塞さい』だろうか。無数のビルがそびえたち、中央部にあるものほど高くなっている。外観のイメージはフランスのモン・サン＝ミシェルに似ている。

　ただ近づくほど華か麗れいさよりも『要塞らしさ』が目についてくる。

　周囲はコンクリートの壁かべで覆おおわれ、高さが十メートルはあるだろうか。しかも壁のラインを見るに、都市の外がい郭かくは星型となっている。日本で星型要塞と言えば五ご稜りよう郭かくが有名だが、ざっと見ても縁ふちの三角形の数は軽く五十は超えており、ずっと複雑である。

　それがデザイン重視のためならばいい。だが星型は要塞の完成形と言われ、『実用性』が本来の目的である。加えて港や空港には明らかに軍用のものが混じっている。まったくどこと戦争する気だ、とツッコミたくなる様相である。

　バスが止まった。間近で見る城じよう壁へきはあまりに高く、刑務所を彷ほう彿ふつとさせた。

　ここからは国家テシミネの領土となる。入国審査が世界一厳しいと言われるテシミネに、天て子し峰みね関係者以外はほとんど立ち入ることはできない。

　あらゆる産業に進出している天子峰は輸出入をすべて自国の関連会社と従業員で行うことができるため、他国の貿易関係者は必要ないのだ。また秘密保持のため、観光目的等、普通なら許される入国のほとんどを認めていないので、一種の鎖国状態と言える。江え戸ど幕府の強化版といったところか。

「入国審査を行います。パスポートを用意しておいてください」

　候補生は就労目的の入国だ。そんな一般的な入国理由でさえ天子峰では珍しいことなのだ。

　俺おれは不思議な高こう揚よう感かんを覚えつつ、謎なぞの都に第一歩を踏み入れた。




　入国審査はスムーズに終わった。しかし荷物検査では天子峰製の最新探知機（通過させるだけで身体からだ・物を問わず内容物がすべて判別できる）が使われ、徹底的に行われた。

　俺は没収がなかった。ただ案の定と言うべきか、携帯電話を没収される者が何人も出た。

「えっ？　ダメ？　何で？　ベルトが反応しただけじゃないの？　あたしは持ってないよ」

「あの……、髪が不自然なのですが……」

「ちょ！　えっ？　噓うそ！　何でバレたの！　絶対大丈夫だと思ったのに！」

　努力賞は髪の中に隠した枇び杷わ島じま清きよ美みという若い女性で、周囲の爆笑を誘った。

　彼女は肩まで伸びた癖くせのある髪と鋭い眼光を持つ、クールな美人だ。身長が高く、手足はすらりと伸び、胸が大きい。脚の長さと相まってジーンズがとてもよく似合っており、綾あや芽めがアイドル的美少女なら、彼女はモデル的美人と言えるだろう。にもかかわらず、このボケ。案外面白い人なのかもしれない。今度機会があれば話してみたいところである。

　一時間もかかった検査が終わり、ようやく天て子し峰みね市の中に入った。

　街は洗練され、電柱の類たぐいは一つもなく、ゴミ一つ落ちていない。噂うわさで聞いていたお掃除ロボットが街中で普通に稼か動どうしていたのは、予想していたとはいえ驚おどろいた。

　進むこと十五分。ようやく目的地にたどり着いた。

　学校である。高さは三階建てで木造。旧校舎なんて言われていそうな雰囲気である。

　極限まで近代化された天子峰市の中にあって、その外観はあまりに不ふ釣つり合いだった。北門を出てすぐに立派な病院、南門の正面に大きな公園があるだけにより浮いている。

　法律を人間ごとに区別している天子峰市だ。Ｚランクの候補生にはこの程度で十分といった意思表示なのかもしれない。

「それでは寮りように荷物を入れてください。部屋は携帯の住所に書かれたところです。二から始まる人は二階、三から始まる人は三階です。荷物搬はん入にゆう後は自由にしていていいですが、正午には一階にある教室で入社式を行いますので、遅れず集合してください」

　横からエルが顔を出してきた。

「お兄さん、ボクの部屋三一二なんだ。お兄さんは？」

「二〇三だけど」

「今度遊びに行くから、えっちなのは見つからないように隠しておいたほうがいいよ」

　そんなもの持ってきていないと言おうとしたが、その前にエルは『にゃはは』と意味不明な声を上げながら走り去っていた。

　今度は綾あや芽めが声をかけてきた。

「加か納のう先せん輩ぱい、荷物を部屋に置いたら早めに教室へ行って、ちょっとお話しようって周りの人と話していたんですけど、先輩もどうですか？」

「ああ、よければ一緒にさせて欲しい」

「何だと！」

　綾芽との間から、男がにゅっと現れた。このさらさらの髪、どこかで見覚えがある。

　男は軽く髪をかき上げると、どこぞの貴族のように腕を大きく回してお辞儀した。

「お嬢さん、先ほどはありがとう」

「ああ、先ほどの──」

「ゲロの人か」

　どうやら車酔いからは復活したらしい。

　俺おれは率直な言葉を口にしただけだったが、男は気に食わなかったらしく、くわっと怖い顔を向けてきた。

「汚らしい言葉を使わないでくれるかな。僕の名は六ろく条じよう隼はや人と。今後そんな言葉で僕を呼ばないでくれたまえ」

「おい！　入り口の真ん中で突っ立ってんじゃねーぞ！」

　カバンをかけた特攻服の男が隼はや人とにガンを飛ばす。

「ああ、すみませんすみません！　どうぞお通りください！」

「ちっ！」

　隼人はぺこぺこと頭を下げていたが、彼が見えなくなった瞬しゆん間かん、長い髪をかき上げた。

「ふんっ、野や蛮ばんな輩やからは困るな」

「ここまで来るとすがすがしいな」

「うるさい！」

「そういえば体調は大丈夫ですか？」

　綾あや芽めが声をかけると、隼人は一転さわやかなスマイルを浮かべ、優ゆう雅がに綾芽の手を取った。

「ああ、君のおかげだよ。そうだ、君の名前を聞かせてもらえるかな？」

「光こう明みよう寺じ綾芽です」

「光明寺綾芽……美しい名だ。まるでヴェルサイユ宮殿の中心で光り輝く一輪の薔薇ばらの芽を彷ほう彿ふつとさせる」

「は、はぁ……」

「苗みよう字じに『寺』が入っていてヴェルサイユ宮殿はどうかと思うが」

　隼人は反転して再び恐ろしい顔となった。

「君には情緒というものが理解できないようだね……」

「悪いけど、情緒ってよくわからないんだ」

　見ている分には面白いが、相手をするには面倒くさい。まあ無視することにしよう。

　俺おれは二人を置いて寮りように向かった。ただ案の定、俺がいなくなったことで隼人は調子に乗ったらしく、聞きたくもない声が背後から聞こえてきた。

「ふふっ、これでここにいるのは僕と君だけだね。そうだ、これを機会に互いの呼び名を決めよう！　僕のことは隼人さん、隼人きゅん、ハヤットーなど、どれで呼んでくれても構──」

「あっ、すみません、先を急ぐんで。先せん輩ぱい、待ってください！　まだ話が！」

　綾芽に呼び止められて振り向くと、駆け寄ってくる彼女の後ろで隼人が唇くちびるを嚙かみ締めていた。

「加か納のう弥や助すけと言ったか。彼女の先輩か何か知らないが、目め障ざわりな男のようだ。ふんっ、いいだろう。僕のライバルとしてやろう！　覚悟しておきたまえ！」

　ビシッと指を差してきて、ハハハハと高笑いを上げる。

　……うん、見なかったことにしよう。

　俺はさりげなく綾芽に視線を戻した。すると一瞬、彼女が鼻で笑っていたように見えた。

　だが驚おどろいたのも一瞬のこと。我に返ったときにはいつもの輝きを取り戻していた。異変に気がついたのか、『どうかしましたか？』と言わんばかりに可愛かわいらしく上うわ目め遣づかいで覗のぞき込んでくる。

　いや、まさか……な。




　荷物を置いた後、俺おれは寮りようの内部を観察しながら教室に向かった。

　一言で言うなら、ぼろい。壁かべも扉も木。部屋の扉には鍵かぎがつけてあるが、やはり木。他の扉にいたっては鍵なし引き戸である。教室も同じくぼろい。前面には黒板、後ろは木の机に椅い子すと、構造的には高校と大差はなさそうだ。

　教室に集まっていたのは十二人。ちゃっかり隼はや人ともいる。エルもおり、綾あや芽めに誘われたという。俺と仲良く話していたところを目撃していた綾芽が廊下で話しかけたらしい。すでに二人は打ち解け、仲良くなっていた。

「三階は女子のみのようだよ」

「二階は男だけだったから、二階と三階は男女分かれた居住区ってことかな」

「間取りはどうだった？　広さは六畳じようくらいで、ベッドと机とタンスがあっただけなんだけど」

「同じだな。たぶんみんな一緒なんだろ」

　などといった話が飛び交う。話を主導しているのは副教官をたびたび助けていたあの好青年で、名を一いちの宮みや忠ただ志しと言った。

　丸いメガネをかけており、髪は短く、真ま面じ目めで清潔な印象を受ける。背はやや小柄で百六十五センチくらい。穏おだやかで落ち着いた雰囲気は周囲の者に安心感を与えている。

　そんな彼の経歴は尋じん常じようではないらしい。東とう和わ大文一（法学部）を首席で卒業。財務省に入って一年半働き、研修の一環としてオックスフォード大学に留学。ＭＢＡ（経営学修士）を取得。そして日本に帰って財務省で再び働く予定だったが辞めてここに来たという。まさにエリート中のエリートと言うべき経歴である。にもかかわらず、

「みんな若いね。二十五歳なんて、ここじゃおじさんかな？　ああ、敬語なんて使わなくていいから。気軽に話してよ」

　などと話す絵に描かいたような好青年だった。

　十二時になった。チャイムが鳴り響ひびく。学校で使われているチャイムと同じものである。

　集まっていた者たちは適当な席に座った。しかし、誰だれも現れない。

　十数秒、沈黙があった。やがて何かトラブルがあったのだろうかと、囁ささやき声があちこちから上がり出したとき、勢いよく入り口が開かれた。

「ひゅ～、あぶねぇあぶねぇ。遅刻するところだったぜ」

　姿を現したのは、軍人臭しゆうのする男だった。

　頭は坊主、背は百九十センチに届かんばかりだ。深緑色のサバイバルスーツを着ており、筋肉の盛り上がりは服の上からでもわかる。濁にごった魚の目を持っており、おぞましい雰囲気を漂ただよわせていた。

　彼の後ろからは副教官がついてきた。目を伏せており、表情は暗い。

　男が登とう壇だんした。

「教官の金かな山やま武たけ蔵ぞうだ。年は二十九。天て子し峰みねコーポレーション東京支社人事部教練課主しゆ査さだ」

　教官はぐるりと見回した。

「お？　あんた見たことがある顔だな」

　真ん中の最前列。ベージュのスーツを着た男に視線が向けられる。バスの中で副教官に給料がらみで突っかかっていた中年の男である。

「名前は？」

「日ひ野の道みち隆たか。営業部で主任をしていた」

「あんたがそうか。内部上がりとは聞いていたが、道理で見たことがあると思ったぜ」

　教官はにこやかな笑みを浮かべた。先ほどまでとは打って変わって親しみに溢あふれている。

「このバカ女が迷惑かけたみたいだな。それで何だって？」

「じゃあ言わせてもらうが……」

　そう前振りを入れて日野さんは語り始めた。

「給料についてだ。副教官の話じゃ月一万だそうだが、会社は何を考えているんだ？」

「ああ～、それか～」

　教官は毛のない頭をぺしっと叩たたいた。次の瞬しゆん間かん──

　──ダンッ！

　教室内に銃声が響ひびき渡った。

「……へっ？」

　日野さんが動きを止めた。うつろな目が腹部に向く。シャツは真まっ赤かに染まっていた。

「あっ……あぁ……！」

「んなめんどくせぇこと説明するわきゃねーだろ、このバカが」

　日野さんは目の焦点が合わないまま崩れ落ちていく。

　絶叫が木霊こだました。

「てめぇ、何様のつもりだ？　あぁ？　オラ！　答えてみろよ！　オラ！　オラ！」

「ぎゃああぁぁ！　あぁああぁぁぁぁ！」

　顔面を思い切り踏みつけ、ねじりつける。見かねて怯おびえていた副教官が飛びついた。

「教官！　やめてください！　これ以上なさると係長に報告しますよ！」

「なん……だと……？」

　教官は副教官の髪をわしづかみにした。

「てめぇ！　チクったら殺すからな！　いや、殺すだけじゃ飽あきたらねぇ。浮浪者の中に全裸で放り込んで、陵りよう辱じよくの限りを尽くしてやらぁ！　てめぇらもだ！」

　血走った目は、すでに常軌を逸いつしている。周囲の候補生は目を伏せるばかりだ。

「貴様らも覚えておけよ！　ここじゃ俺おれ様が絶対だ！　逆らったら手足ぶち切って転がすぞ！　いいな！」

　はい、なんて殊しゆ勝しように答える者などいない。だが反論する者もいなかった。

　俺おれは小さく肩をすくめた。

　怯おびえる気持ちもわかるが、違うだろう？　ここはむしろ賞賛するところじゃないのか？

　候補生を震ふるえ上がらせているなんて凄すごいことだ。死を覚悟したことがある人間に恐怖を与えるなんて、常人にはできない。その力をうまく使えば素行の悪い者を統制するのに最適だろう。

　俺としては末端と言えど幹部なのはこの狂気が認められてのことだろうか、といった興味も湧わき出てきているのだが──やれやれ。どうやら候補生の中でも俺は変人らしい。

「あの……、せめて医者を……。このままではあなたもお困りになるはずです……」

「ちっ！」

　教官は副教官を突き飛ばした。

「さっさと手配しろ！　あとここも綺き麗れいにしておけよ！　急いでだ！」

「はっ、はい！」

　これまでおっとりとしていた副教官だが、このときばかりは迅じん速そくだった。隣にある病院に三人走らせ、医療技術を持つ者を募った。幸い枇び杷わ島じまさんが応急処置を買って出た。

　彼女は携帯電話を髪に隠してチェックを抜けようとした間抜けさとは裏腹に、テキパキと処置を施ほどこした。残りのメンバーは彼女を手伝ったり、掃除したりした。その間教官は暇ひまそうにパイプ椅い子すに腰かけ、タバコをふかしていた。

　救急隊が来て日ひ野のさんは病院へ搬はん送そうされた。生死は医者の腕によるとのことだった。

　入れ替わりにやってきたのは、天て子し峰みねのスタッフだった。何やら教官に耳打ちすると、教官は慌あわてて準備を整え出した。

　タバコを消し、急いで掃除用具を片付けさせ、教きよう壇だんを端にどける。そしてリモコンを取り出すと、天井と床の四隅からいきなりカメラとも音おん響きよう設備ともつかぬ機械が飛び出してきた。ぼろい校舎のくせに妙な仕掛けがあるものである。

　副教官は廊下で電話をしていたが、切ると同時に中に入った。

「これから入社式を行いますが、その前に一つご注意ください。社長から３Ｄ通信でお言葉をいただくことになりますが、社長のお顔は見えません。社長ほどの方になると素顔を晒さらすのは非常に危険なため、こういった処置がされております。ご理解ください」

　ざわめきが起こった。副教官の口ぶりからすると、暗殺の危険があるほどの人ということか。

「皆さん、ご静せい粛しゆくに願います。……よろしいでしょうか。では入社式を始めます。本来は東南・東アジア・オセアニア支社長にして天子峰コーポレーション最高幹部『七賢人』の一人であらせられる三み里さと信しん一いち郎ろう様からお言葉をいただくところですが、長期出張のため、本日は代理でアフリカ支社長である石いわ刀と昴すばる様からのお言葉となります。大変お忙しい方であり、直接赴おもむいていただくことこそ叶かないませんでしたが、非常に貴重な機会ですので、一言も漏もらさぬよう謹つつしんでお聞きください」

　そういえばバスの中でも支社長を七賢人と呼んでいた。世界に七つあるという天子峰市の正式名も七賢人が由来である。ここに何かの意味があるのだろうか。

　教きよう壇だんのあった位置に、人影が浮かび上がった。

　これが天て子し峰みねで開発されたと聞いていた３Ｄ通信か。見るのは初めてだ。

　副教官の言葉通り、ぼやけていて顔がよくわからない。ただ表情はわからなくても尋じん常じようじゃない雰囲気は伝わってくる。

　年は青年と少年の間くらいだろうか。十代であることは確実だ。スーツを着ているが、シャツは外に出し、第一ボタンを外しているなど、かなりラフに着崩している。そのくせにさりげない一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくが美しく、目に焼き付いて離れない。そして石いわ刀と昴すばるが──口を開く。

「金かな山やまくん、一ついいかな？」

「は、はい！　何でしょう！」

　あの教官でさえ萎い縮しゆくしている。これはもはや格の違いだ。

「ぼくは四十人の新入生がいると聞いていたんだけど、一人足りないようだね？」

「そ、それは……」

　教官は視線をさまよわせた。

「正直に言って欲しい。ぼくは君を責めるつもりなんてないんだ」

　優やさしげな言葉に教官はいささか緊張がほぐれたのか、正直に語った。

「あの……すっ、すみません！　文句を言う輩やからがおりましたので、手打ちにいたしました！」

　社長は形の良い顎あごに手を当てた。

「そうか……残念だな。君がそう判断したということは、必要だったんだろうね」

「は、はい！　その通りです！」

「でもこうして一人、話が聞けなくなった。手打ちにされた子にとっては、ぼくの話を聞く権利を奪うばわれたというわけだ。なんとも哀あわれな話じゃないか」

　社長の声色には透明な響ひびきがある。そのため今だって責めているとは言い難がたいのに、漏もれ出た批判が胸に突き刺さり、聞いているだけでも震ふるえが込み上げてくる。

　教官の目が段々と血走っていく。教官はやおら懐ふところからサバイバルナイフを取り出すと、自分の太ももめがけて思い切り突き刺した。

「っ[image: ～][image: ～]！」

　教官は声を上げなかった。歯を食いしばり、痛みを堪こらえている。

　あまりの行動に、誰だれもが絶句した。そんな中で社長のみは、

「ああ、君はちゃんとケジメをつけられる子だったんだね」

　と不思議な言葉を発した。

「君みたいな子、嫌いじゃないよ、ぼくは」

「ありがとうございます！」

「よく頑張ったね。すぐに治療するといい」

「いえ、社長のお話が聞ける貴重な機会なので、このままいさせていただきます！」

「そうか。君が望むのならそうしたまえ。でも無茶はしないように」

「お気き遣づかいいただき感謝します！」

　教官は懐ふところから布を取り出し、サバイバルナイフを太ももに刺したまま止血した。そしてそのまま直立不動で待機をした。

　なんて不思議な人なのだろうか。高校生くらいに見えるのに、遥はるかに年上の教官を子供扱いだ。そのくせそれが嫌いや味みじゃないのがまた不思議だ。これは人じん徳とくのなせる業わざだろうか。

　それでいて奥底には背筋を凍らせるほどの恐ろしさがある。この恐ろしさがあるため、教官は治療を拒否したのだろう。

　天使と悪魔が同居しているような人間だ。どちらの面が出ていても人の心を摑つかんで離さない。

　社長クラスになれば年に一兆を稼かせぎ出すこともあると言っていたが、この人なら本当に実現させているだろう。そう思わせるだけの強迫的な魅み力りよくと存在感がこの人にはある。

　社長は視線が向いていることを確認し、ゆっくりと語り出した。

「まず君たちに、入社おめでとう、と言っておこう。これで君たちは天て子し峰みねコーポレーションの人間だ。ということは天子峰の人間として、天子峰のルールや理念の中で生きていかなければならない。そんな君たちに、天子峰をもっとも表している言葉を送ろう」




　──上に立つ者は、有能でなければならない。




「当たり前のこと過ぎて拍子抜けをしただろうか。しかし君たちは経験したことがあるだろう。あるときは教師、あるときは先せん輩ぱい、あるときは上司が無能で苦労したことが。これは人間が社会を形成する以上、つきまとうものだ。だが、天子峰のみは例外だ。この単純な事柄を成し遂とげていることに、天子峰の繁栄の素もとはある」

　確かに歴史を見ても、有能だから上に立つという論理が達せられている事実は少ない。

「ではなぜ天子峰のみが成し遂げられるのか。それは命を賭けさせるからだ。人間の本性は、極限状態に置かれなければ発揮されない。にもかかわらず平等や権利の名の下、砂糖漬づけのような教育が巷ちまたでは行われている。リスクなきところに大きな成果はない。極限なきところに真の才能は発はつ露ろしない。わかるかい？　これは天子峰流のギフテッド教育だよ」

　ギフテッドとは天才といったような意味じゃなかっただろうか？　ギフテッド教育は確か和訳で英才教育。しかし一般的な英才教育と違っていた気がする。欧米ではすでに広く行われているらしいが、日本には馴な染じみがない言葉なのでピンとこない。

「しかし有能の定義は曖あい昧まいだ。上に立つ者として必要なのは、判断力、決断力、統率力、立案能力、カリスマ性、経営力、度量、交こう渉しよう力りよくなどが挙げられる。こうした数字に表れない力は測定が難しい。だけどね、こうしたものは無理に測定しようとするから限界があるんだ。じゃあどうすればいいのか。単純だ。並べてみればいい。年齢も、性別も、国こく籍せきも、経歴も、あらゆる条件を取り去り、材料を揃えてやらせてみれば勝手に格付けはされる。その結果出てきた格付けに対し、天て子し峰みねはふさわしい権利と役割を与えよう」

　天子峰といえど、公正な権利と役割の付与ができるのか。それには疑問が残る。

「そう、権利とは無む償しようで与えられるべきものではない。勝ち得た分だけ与えられるべきものなんだ。試練を乗り越えた分だけ権利が付与される。これが真の平等だよ」

　なるほど。天子峰がそう考えているから、法律が役職別なのか。極論だが平等というものを深く見つめるならば、ここまでする必要があるのかもしれない。

「勘かん違ちがいして欲しくないのは、能力がなくとも天子峰は価値を認めているところだ。能力のない人間がリーダーにふさわしい者の心の支えになることはある。需要があれば供給もある。それは能力だけでなく、精神的なものも含まれる。君たちがいい例だ。君たちは試練を突破した人間だ。だからその精神を評価された。それゆえ一般入社とは別の場所にいる。ただしそれは『覚悟』を示したに過ぎない。覚悟だけではテロリストと何ら変わりはない。君たちに求められているのは、より良き結果を導き出す才覚だ。もしそれがないのであれば、君たちは身のほどをわきまえず無む謀ぼうな役職に憧あこがれた、社会に何一つ有益なものをもたらさない害虫に過ぎない」

　究極の実力社会と思っていたが、どうも違う。数多あまたの試練を用意することで階級移動の機会を作り上げている点は、究極の実力社会だ。しかし心の才能までも評価すると言っている。ならば能力がない者を捨てているわけではないようだ。だがそれをどうやって判断するのだ？

　心の評価にはどうしても好みが出る。心の評価は一般社会でも使われる美び辞じ麗れい句くだが、正しく評価できるとは到底思えない。それだけに正直、胡う散さん臭くさい。建前というのが実情だろうか。

「君たちが有望な指導者たりうるか、それとも害虫であるかはわからない。ただ人間として認められ、この場にいる。だから人間としての最低の権利だけは保障される。また幸運なことに、君たちは選ばれてここにいる。それゆえ住む場所が得られるという特典も与えられるわけだ。だけど覚えておくといい。ここが天子峰だということを。ここは平和な日本ではなく、虐ぎやく殺さつだって存在する世界の一部なんだ。だからといって怯おびえる必要はない。やることは資格の取得と同じだ。試練を乗り越え、権利を勝ち取る。それだけだ。そうすれば地位は自然ともたらされるだろう。伝えたいことは以上だ。ぼくが君たちを統とう括かつするのは僅わずか十日だが、何かあればいつでも連絡してくれ。君たちが選ばれた者にふさわしい実績を挙げることを期待している」

　人間から権利を剝奪し、裸一貫にさせておいて、這い上がってくる者だけに金と栄光を与える。これが天子峰の手法か。まるで崖がけから子供を突き落とすライオンだ。

　弱肉強食のサバンナでは合理的なシステムと言える。しかしそれはあくまで動物の話。人間相手にここまでするのは、常識的な考えで言えば狂気の沙さ汰ただ。

「貴重なお言葉ありがとうございました」

「後は頼んだよ」

「はっ！」

　社長の映像が消えた。その瞬しゆん間かん、どっと疲れが溢あふれ出した。

「っつ～、いてぇ～」

　教官はパイプ椅い子すを引き寄せた。

「おい」

「は、はい。何でしょうか？」

「何でしょうかじゃねーだろうが！　さっさと担架用意しやがれ！　マジいてぇんだぞ！」

「はい！　ただちに！」

　副教官が教室を飛び出した。教官は舌打ちし、タバコに火をつけた。

「おい、さっき応急処置してたそこのねーちゃん。俺おれ様にもやってくれよ」

　指名を受け、枇び杷わ島じまさんが席を立った。彼女は眉み間けんに皺しわを寄せ黙々と手当てを始めた。

「へぇ」

　教官がじろじろと枇杷島さんを眺ながめる。

「いい胸してるじゃねぇか」

　胸へ手をやる。くっ、と枇杷島さんはうめいたが、抵抗はしなかった。

「八十六のＥってところか。おい、どうなんだ？」

「っ……！」

「俺様が聞いてんだ！　さっさと答えろ！」

「手伝います」

　助け舟を出したのは綾あや芽めだった。こんな表情ができるのかというほど彼女の表情は険しい。同じ女性として腹が立ったのかもしれない。理由はどうあれ、勇気のある行動と言えるだろう。

　教官は最初こそ舌打ちしたが、綾芽の顔を見るなり舌なめずりをした。

「ほぅ、いいじゃねぇか。ほら、もっとこっちもやれよ」

　そう言って露ろ骨こつに股こ間かんを突き出す。綾芽は目を背そむけながら包帯を巻くのを手伝った。

「お前、名前は？」

「……光こう明みよう寺じ綾芽です」

「……なに？」

　教官は胸を触ろうとした手を止めた。

「そうか、そんな名前だったな。あぶねぇあぶねぇ。騙だまされるところだったぜ」

　綾芽は鬼の形相でにらみつけた。

「お前みたいなやつに触りたい男がいると思ってるのか？　近寄るんじゃ──ぐあぁあ！」

　いきなり教官がうめき声を上げた。枇杷島さんがサバイバルナイフに触れたのだ。

「てめぇ、何を──」

「お待たせしました！」

　副教官が教室に飛び込んでくる。舌打ちをした教官は担架に乗ると、忌いま々いましげに言った。

「そこのゲテモノ、覚えておけよ。今度俺おれ様に近づいたら殺すぞ。わかったな？」

　綾あや芽めは返事をしなかった。ただ視線を落とし、無言のまま震ふるえていた。




　教官、副教官共に去った教室は、静けさの中にあった。

　最初に動いたのはエリート好青年こと一いちの宮みや忠ただ志しだった。

「ちょっと聞いて欲しいことがあるんだ」

　彼が壇だん上じようから呼びかけると、みんな自然と彼の言葉に耳を傾けた。

「いろいろなことを一度に聞かされて、たぶん疲れていると思う。僕もそうだ。でもこうしてみんなが集まっている間に、決めておかなければならないことがあると思うんだ」

「例えば？」

　枇び杷わ島じまさんが聞いた。その態度はそっけない。

「僕は一週間に一度、みんなが集まる機会を設けるべきだと考えている。今のところ、全員で集まる機会は予定されていない。アドレスのリストもないからこのまま別れれば全員で集まることはできなくなる。そのための場を作りたいんだ。もちろん参加したくない人はしなくてもいい。ただ情報交換が生死を分けるかもしれない状態だ。僕は必要だと思う。どうだろうか？」

　あちこちから賛成という声が上がった。反感を持つ者もいたかもしれないが、自由参加ということならば反対する意味はなかったのだろう。見た目では反対ゼロだった。

「ありがとう。じゃあ平日では仕事と重なる可能性があるから、毎週日曜日正午にここの教室に集まることとしよう。もし来られないときがあれば、僕に尋たずねてもらえれば話し合ったことを伝えることにする。何か他によい意見はあるだろうか？」

　反論はなかった。

「じゃあ決定したことにしよう。すまないがもう一つだけ僕から提案があるんだ。今後の生活を安定させるために、僕は組織を作る必要があると考えている。この劣悪な環境を乗り越えるには、助け合いが欠かせないと思うんだ」

　組織、か。確かに共同生活をする以上、必要かもしれない。

「例えば食事についてだ。現在、給料が少ない。おそらく食事をすることだけでも厳しいだろう。それを緩かん和わするためにみんなからお金を集め、食事当番を決め、より安く栄養価の高いものを摂せつ取しゆできるようにしてはどうだろうか。また副教官の言っていたように、僕らに自衛権しかないとしたら、一人で外に出ることは危険だ。だから集団で買い物をする必要も出てくるだろう。他にも風呂や洗濯など、ルールを決めたり協力し合ったりしなければならないことはたくさんある。僕らは運命共同体だ。だからそのための組織が必要だと思うんだ。どうだろうか？」

　おぉ、と声が上がった。砂漠に放り出されたような状況下で、救い主を見つけた想おもいだったのだろう。目を輝かせて一宮さんを見る者も少なくなかった。

　再び俺おれは思う。違うだろう？　と。

　組織が必要なのは同感だ。だがそれを提案したことがどうして信頼に繫つながるんだ？　何か画策した上での提案かもしれないのだ。むしろ警戒するべきなのではないだろうか。

「話とやらはそれだけか？」

　長身の男が席を立つ。あの暴走族風の男だった。

「それだけならオレは行くぜ。おままごとに付き合う義理はないからな」

「参加するかは自由だ。でもできれば週一回の集まりだけでも参加して欲しい」

「……気が向いたらな」

　教室から出ようとする男の背中に一いちの宮みやさんが声をかける。

「待ってくれ。君の名前は？」

「……伊い勢せ七なな彦ひこ」

「伊勢くん、君の参加を僕は待っているよ」

「期待には応こたえられないと思うがな」

　冷笑を浮かべ、伊勢さんは教室から去っていった。

　人数が減って多少の動揺が生まれた候補生たちに、一宮さんは語りかける。

「他に参加しないという人はいるかな？　無理強じいする気はないんだ。今、参加しないと後から参加できないなんてことを言うつもりもない。だから遠えん慮りよなく言って欲しい」

「悪いけど……」

　手を挙げたのは枇び杷わ島じまさんだった。

「あたしは一人でやるほうが向いていると思うから、参加はやめておく」

「そうか……。君はこの中で応急処置ができる唯一の人だっただけに残念だ」

「悪いね。でも週一回の集まりには参加をするつもりだし、風呂とか洗濯のルールが決まればできるだけ守る。後で聞いてもいいんだったよね？」

「ああ、いいよ」

「じゃあまた機会を見て聞きに行くよ」

　と反転したところでこけた。しかも思いっきり。

　こけたのはさっき血がついたところだったので、滑ったのだろうが、それにしてもドジだ。教きよう壇だんに頭までぶつけているので、壮絶すぎて誰だれも笑えない。手当てしているときはあんなにかっこよかったのに……面白い人だ。

「あの、大丈夫ですか……」

　真っ先に駆け寄ったのは綾あや芽めだった。枇杷島さんは自分のドジに腹が立ったのか、不機嫌そうな顔で綾芽の手を取った。そのとき綾芽が何かを囁ささやくと、なぜか二人で教室を出て行った。

　幸い俺は廊下側にいたため、会話を聞くことができた。

「さっきはありがとうございました」

「別に。やりたくてやっただけだから。それよりあたしのほうこそお礼を言っておくよ」

「ならお礼はいりませんし、こちらのお礼も取り消します。私もやりたいことをやっただけですし、あなたが何もしなければ、私がナイフをえぐってるところでしたから」

「……言うね、あんた」

「いえいえ、それほどでも」

　互いに様子をうかがっていたが、二人は同時に微笑ほほえみを浮かべた。どうやら通じるものがあったらしい。その後はどちらからともなく携帯を取り出し、アドレスの交換を始めた。




　組織の話は順調に進んでいった。参加者は三十七人。元々候補生は四十人であり、日ひ野のさんが病院、伊い勢せさんと枇び杷わ島じまさんが辞退した以外は全員の参加となった。俺おれは参加するか迷ったが、ここで反発しても意味はないと思い、周りに合わせることにした。

　リーダーを決めたほうがいいとの話になったが、もめることはなかった。

「リーダーは一いちの宮みやさんしかいないんじゃないかな？　頭いいし、呼びかけたのは一宮さんだ」

　誰だれかがそう言うと、賛同の輪はすぐに広がっていった。すぐ横でゲロ男おこと六ろく条じよう隼はや人とが立候補しようとしたが、誰にも相手にされずへこんでいた。まあどうでもいいことである。

　ルールも問題なく決まっていった。

　三階は女性の部屋ばかりなので男性は基本立ち入り禁止。女性の風呂は八時～九時、男性は九時～十時。食事と洗濯は当番制。用意する食事は朝食と夕食。ただし朝食は希望制とする。両方を希望する場合は五千円、夕食のみは三千円である。

　こうなると現金が存在しない天て子し峰みね市では、組織用の口座が必要となる。

　一宮さんが副教官に相談してはどうだろうと言った。

　彼の読みは正しかった。副教官は予備の携帯を使い、すぐに口座を作ってくれた。またお金は一人が持つと悪用する可能性があるため、買い出し以外では副教官に管理してもらえるよう頼むことになった。このことに関しても問題なく了承された。

　さっそく入金が行われた。一万円しかない状態では、三千円でも死活問題である。そのため入金することが組織への参加条件とされた。

　俺は夕食のみを希望して入金した。朝は食パンで済ませれば二千円もかからない。それに寮りようにいないことがバレるとまずい状況も考えうるだけに、参加は限定的にしたほうがいいだろう。

　その後、一宮さんはメールアドレスや電話番号の登録も募集した。これは希望する人にだけであり、登録した場合のみ他の人のアドレスも教えてもらえる。

　どうせ出回ると思い、俺は登録することにした。一枚の紙に記載していく方式で、後で一宮さんが責任をもってコピーして渡してくれるとのことだった。

　入金を終えた頃ころ、一人の男が手を挙げた。がたいが良く、頭が逆三角形で、短い髪を立たせている。スーツ姿にブレスレットをつけており、軽薄そうな雰囲気がうかがえた。

「ちょっといいか」

　一いちの宮みやさんは手の平を向け、発言を促うながした。

「組織は必要だ。それにおれも異論はない。だが今のところ決めたことはサークルレベルだ。これじゃ生活するだけで昇格はできないだろ」

　確かに、との声があちこちで上がった。

　やはりこういう考えの人もいたか。どちらかと言えば一宮さんより彼の意見のほうが賛同できる。だがあえて嚙かみつく必要があるだろうか。もう少し穏おん便びんに指摘してもいいと思えるだけに、ちょっと引っかかる。意図があるのだろうか。それとも尖とがった性格というだけだろうか。

「社員である以上、利益を上げなければならない。だが仕事はない。そこでおれは企業内企業を設立する。そこで賛同者を募りたい」

「会社法が適用されないから起業は無理ですよ」

　一宮さんの忠告は正論だ。

「あんた頭固いなぁ」

　小こ馬ば鹿かにした口調だった。男は前に進み出ると、一宮さんを追いやって壇だん上じように立った。

「おれの名前は加か茂も敏とし弘ひろ。年は三十一。ここに来る前は電でん甲こうで働いていた」

　電甲と言えば広告代理店の最大手だ。

「うちのリーダーはこんなこと言ってるが、会社を設立する方法はいくらでもある。例えば市内で協力者を見つけ、名義だけ貸してもらえばいい。事業内容は協力者にしか話せないが、すでに腹案はある。そこでおれと立ち上げたいやつ、または出資したいやつを募りたい。これでもおれは『にょろりん』の火付け役だ。損はさせないぜ」

　にょろりんとは二年ほど前に女子高生の間で大ヒットしたストラップだ。デフォルメされた蛇へびのキャラクターを押すと、口からレーザーが出て脱毛できるという代しろ物ものである。

　なるほど、広告代理店出身らしい発想と行動だ。話したことが事実ならば実力もあるだろう。だが彼自身にイマイチ信用がおけない。それにこれで大丈夫だろうか、という疑問も残る。

　彼の自信によるものか、協力者が二人出た。出資を申し出る人はいないが、お金に余裕ができれば出資したいと言った人は何人もいた。そこで一度解散となり、夕食の買い出しをすることとなった。昼食がなかったため、全員お腹なかがぺこぺこだった。




　夕食後は自由時間となった。俺おれは自室に戻り、バッグに入っていた荷物を整理した。荷物は備え付けの机に収めるだけで終了した。

　最後に机の上にノートパソコンを置き、早速起動させる。フォルダを作成し、情報とタイトルを入れた。その中にルールと名づけたフォルダを作成。今度はエクセルを起動し、情報を書き込んでいく。

　俺は音楽プレイヤーを取り出し、イヤホンを耳につけた。

『皆さんはランクＺですので、月収は一万円──』

　そうそう、この辺りだ。

　俺おれは自分の記憶力に自信を持っていない。綾あや芽めのように体育祭ですべての人物の顔と名前を覚えるような化け物ではないのだ。だからこそ、記録する。

　見た目はありきたりな音楽プレイヤー。内容は高性能の録音機である。だから歌など一曲も入っていない。入っているのは膨ぼう大だいな記録だけだった。

　入国時、あれだけ徹底した検査をしていたのだから、これを持ち込んでいることに気がつかれているだろう。しかし盗聴器は外部との通信を目的とした機器ではないため黙認されたに違いない。そこに天て子し峰みねの方針が見え隠れしているような気がする。

「ちゃお～、お兄さん。元気にやってる？　いや、やってるって言っても下ネタ的な意味じゃないよ」

「何を言いたいのかよくわからないが、部屋に入るときはノックくらいしような、エル」

「にゃはは、ごめんごめん」

　見られて困るものなどないが、今日会ったばかりの男の部屋に押しかけるのはどうかと思う。

「なになに、これ候補生の名前？　ボクのところには何が書いてあるの？」

　エルがいつの間にかパソコン画面を見ていた。ちょうど候補生に関してまとめようとしていたところで、エクセルファイルに人物名がずらりと並んでいた。

「覗のぞくのはよくないぞ。隠しているものじゃないからいいが」

　注意はしたが、期待しているのでエルのタイトルがついたファイルを開いてやった。

「ぶ[image: ～][image: ～]、どうして何も書いてないの？」

「これから書いていくところだったんだ。一つ言っておくが、パスワードをつけておくからな。俺はここに書いたことを人に教える気なんてない。教えたほうが面白い場合は別だがな」

「ちぇっ」

　見る気満々だったようだ。エルは拗すねてベッドにダイブした。

「あ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

「今度はどうした？」

　エルはにやにやしながら枕まくらを突き出してきた。

「これ、お兄さんが持ち込んだの？」

「ああ、そうだが。おかしいか？」

「別に～。ボクはいいと思うよ～。熊くまさんプリント」

　うっ、やはりそこを突いてきたか。確かに修学旅行とかでも散々冷やかされたりしたが、年下の女の子にからかわれるのはさすがに辛つらい。

「照れてる？」

「……全然」

「あはは！　照れてる照れてる！　か～わいい～！」

　そう言って頰ほおをぷにぷにと突っついてくる。サイドポニーが目の前でゆらゆら動き、猫の尻尾しつぽを彷ほう彿ふつとさせた。

「お兄さんも人間だったんだね～」

「なんというか、屈くつ辱じよくだ」

　同級生に言われても無視すれば済んだが、小学生の女の子に肯定されてしまうとスルーすることもできない。

「でもお兄さん、どうして枕まくら持ち込んだの？　この枕じゃないと寝られないとか？」

　この見事に急所を押さえる直感は率直に凄すごいと思う。

「……そうだが、問題あるか？」

　エルは真剣な顔で歩み寄ってくると、いきなり頭をなでてきた。

「大変でちゅね～、弥や助すけお兄ちゃんは～」

「マザーテレサでも胸ぐら摑つかむレベルだと思うぞ、今の発言」

　そのとき、ノックの音がした。俺おれはどうぞと告げた。

「やっぱりエルちゃんここにいたんだ。そろそろお風呂の時間なんだけど、忘れてなかった？」

　エルはびくっと身体からだを震ふるわせた。

「……覚えてるよ。でも入らない」
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「私とじゃ嫌いや？」

「違う。入りたくない」

　元々猫っぽいとは思っていたが、こんなところまで猫っぽい。

　エルの返答は、綾あや芽めの保護者モードにスイッチを入れたようだった。

「駄だ目め！　女の子は毎日お風呂入らなきゃ駄目なの！」

　綾芽はエルを摑つかまえると、そのまま軽々と担かついだ。

「先せん輩ぱい、失礼しました。あの、私も時々遊びに来ていいですか？」

「構わないよ。ノックさえしてくれればね」

「ニャーー！」

　皮肉のつもりはなかったが、エルの癇かんに障さわったようだった。綾芽は騒ぐエルを抱かかえ、部屋を出て行った。案外パワフルなことに驚おどろいた俺おれは、ファイルへの記載事項が増えたなと思った。




　パソコンと向かい合っていた俺は一度背伸びをした。

　時計を見ると午前二時を過ぎていた。そろそろいい頃ころ合あいか。

　ドライバーをカバンから出して、パソコンのカバーを外した。中には自ら改良した小型の盗聴器が六つ入っている。

　サイズはクレジットカードと同程度だが、少し分厚い。チェックを抜けるためにわざわざ大き目のノートパソコンを選び、内部を改造して収納してきた。自分用として携帯音楽プレイヤーに内蔵してあるものを含めれば七つを持ち込むのに成功したことになる。

　この盗聴器には周波数が設定されており、パソコンの電源を入れておけば自動的にすべての盗聴器の音を同時に録音することができる。

　これは俺が研究に研究を重ね、自ら部品を買い集めて改造した成果だった。音楽プレイヤー（実際は専用の携帯機）は各盗聴器の音声を受信できるし、当然録音もできる。またスピーカー内蔵なので最悪イヤホンをなくしても使えるし、パソコンが起動していればどこにいても保存されたデータのやり取りをすることが可能である。

　さて、と……。初日は一番疲れているはずだ。ならば今こそが、盗聴器を仕掛ける最高のタイミングと言える。

　場所は先ほどからずっと考えていた。三つを予備に残すとして、使うのは三つ。教室、調理室、風呂の三箇か所しよがもっとも有効だろう。面白そうな人物が特定できたならば部屋にも取り付けたいところだが、リスクが高いだけに今のところは様子を見たかった。

　まずは風呂。鍵かぎのありかはすでに把は握あくしている。副教官がいた教官室である。副教官が近くのマンションから通うことは、口座を作ってもらったときに確認している。また教官室は鍵をかけられないことも確認済みだ。彼女は夜になれば家に帰るので、誰だれでも取ることができる。

　俺は楽々と鍵を手に入れると、風呂場に向かった。

　外がよいか、中がよいか。

　この点に関して俺おれはたどり着いて初めて気がついた。迷った末、両方つけることにした。予備が二つになってしまうが、数日して回収してもよいのである。

　脱衣所は洗濯機の裏に、風呂場は風呂イスの裏側にアロンアルファでつけた。設置した風呂イスは一番取りにくい位置に隠し、念のため目印として軽くドライバーで傷をつけておいた。

　教室と調理室も順調だった。教室は机の中か教きよう壇だんの裏か迷ったが、机の中とした。机は中央にあるものを選び、奥のほうにアロンアルファでくっつけた。

　調理室は調理台の隙すき間まに隠すことにした。アロンアルファは普通なら取れないが、とある薬品を使えば簡単に取れる（当然持ち込んでいる）ので問題ない。

　作業は三十分ほどで完了した。試しに音楽プレイヤーで聞いてみたが、音はクリアだった。誰だれかが気づいた気配もない。満足して俺は部屋に戻った。




　俺は盗聴器設置後も部屋でパソコンに向かっていた。朝方になって朝食を買っていないことを思い出し、コートを着込み、部屋を出た。今年は四月になったのに朝は寒い。

　コンビニは歩いて五分程度のところにあった。間に公園があるので、斜めに突っ切ると時間を短縮できそうだ。買うのは八枚切りのパンだけにした。とにかくエネルギーになりそうで一番安いものがこれだった。

「あ、先せん輩ぱい。どうしてこんなところに？」

　戻る途中、校門を抜けたところで綾あや芽めと出くわした。

　彼女は寝ぼけ眼まなこだった。それでも彼女の黒髪はさらさらとなびき、美しさに陰りは見えない。

「散歩してたんだ。昨日は何だか眠れなくてね。光こう明みよう寺じさんこそどうして？」

「あ～、私、朝弱いんです。それで眠気を覚まそうと思いまして」

「それはちょっと意外だったな。起きた瞬しゆん間かんからてきぱきしてるかと思ってた」

「いつもなら気合で何とかするんですけど、昨日疲れたのと、決まった時間に起きなくてもいいっていうのが駄だ目めな原因でしょうね……」

　綾芽は口を手で隠しながらあくびをした。

「話してたらちょっと目が覚めてきました。朝ご飯、一緒に食べませんか？」

「悪い。朝食は申請しなかったから部屋で食べるよ。眠くなってきたから仮眠取りたいしね」

　手にさげていたコンビニの袋を見せる。

「そうでしたね。忘れてました」

「君が忘れるなんて本当に朝が弱いんだな」

「そんなに言わないでください」

　綾芽は照れくさそうに顔を逸そらした。それで一いつ旦たんは話が途切れ、俺たちは無言で歩いた。

　……何だろう、このこそばゆい空気は。なぜか綾芽はチラチラと様子をうかがっているし。

　俺おれが適当な話題を振ろうとしたとき、一いつ瞬しゆん早く綾あや芽めが口を開いた。

「そういえば、一つ聞いてみたいなと思っていることがあるんですけど」

「何かな？」

「先せん輩ぱいって小さな子に興味があるんですか？」

　思わず吹きかけた。何を言い出すんだ、彼女は。

「どうしてそんな言葉が出てくるのか、意味がわからないんだが」

「だってエルちゃんととても仲がいいですし。それに私のことは『光こう明みよう寺じさん』なのに、エルちゃんは名前で呼んでますし……」

「名前で呼ぶのは年が離れているからだ。エルは妹みたいなものだよ」

「じゃあノーマルなんですね。ちなみに彼女は？」

「いないけど、それが？」

「いえいえ、ちょっとした興味です。なら私のことを名前で呼んでも問題無いですよね？」

「そりゃそうだが……」

　年下とはいえ、まだ昨日初めて話したばかりなのだ。さすがに遠えん慮りよしてしまう。

「先輩ですから名前で呼んでもおかしくないですよ。それに私、苗みよう字じ好きじゃないんです」

「……まあ、君が望むならそうするけど」

「ありがとうございます、弥助先輩」

　綾芽は俺の手を素早く引き寄せ、両手でぎゅっと握った。

　そういえばエルが言っていた。『綾芽お姉さんは完かん璧ぺきだよね～』と。

　可愛かわいくて、頭が良くて、優やさしくて、愛あい嬌きようがあって、正義感が強いのに嫌いや味みがない。確かに完璧だ。だがそれだけに、なぜ彼女ほどの女の子からこれほど好意を向けられるのかわからない。

　正直なところ、嬉うれしいと言うより困惑が強い。彼女にとってこれくらいのスキンシップは誰だれにでもするものなのだろうか？　それとも趣味が特殊とか。……どちらも違う気がする。

　寮りように戻る途中、にこにこしている綾芽に対し、俺は頭を悩ませるばかりだった。




　部屋で仮眠を取っていた俺は、携帯のアラーム音で目を覚ました。

　時刻は十一時半。皆が持ち帰った情報を聞き漏もらさないため、昼食は一緒に取る必要がある。

　食パンを持って部屋を出る。すると隣の部屋から伊い勢せさんの声が聞こえてきた。

　確か隣の部屋の住人はいかにもオタクな男である。ドアが半開きになっていたこともあり、何となく覗のぞいてみた。

「なんじゃこりゃ！　パンツまでよくできてるじゃねぇか！」

「ふふふふ、ななっちはお目が高いねぇ～。これはね、名高い原型師によって限定五体だけ作られた、本物のレアドールだよ」

「そんなの持ってるなんて、お前やるな」

「ふふふふ、それほどじゃないよ」

「…………」

　ここに来てから一番衝しよう撃げき的な光景と断言していいだろう。特攻服着た兄ちゃんが太ったオタクと話しながらフィギュアを下から覗のぞいていたとなれば、さすがに目が点とならざるを得ない。

「おい、そこのやつ！　こそこそ見てるくらいなら入ってきやがれ！」

　それもそうだと思い、部屋に入った。

「ああ、君は隣の」

「本ほん郷ごう正まさ信のぶさんでしたよね？」

「そうだよ。君は加か納のう弥や助すけくんだね」

　本郷正信。自他共に認める筋金入りのオタクである。年は二十八歳と言っていた。

　太っていて、顔にそばかすがあり、黒くろ縁ぶちのメガネをかけている。背負ったリュックに入れてきた物はいかがわしい物ばかりで、服はほとんど持ってきていないらしい。空気を読めない発言といい、巷ちまたでレッテルの貼はられたオタクと考えれば違和感がないだろう。

「なんだい、君も興味があるのかい？」

　フィギュアに視線が向いていたので勘かん違ちがいしたらしい。

「いえ、特に興味はないんですが……」

「なんだ」

「でもお二人が知り合いって不思議な感じがして。そっちに興味があって」

「ああ、なるほどね。ぼくも意外だったよ。彼がこんなに理解を示してくれるなんて」

　伊い勢せさんは丁てい寧ねいにフィギュアを元の位置に戻した。

「どんな分野だろうと、極めたやつはすげぇんだよ。お前もそう思わねぇか？」

「ごもっとも」

　これは噓うそ偽いつわりない意見である。

「ちょうどいい。お前にも聞きたいことがある」

「何ですか？」

「二十四使徒に関して知ってるか？」

「二十四使徒？」

　聞き覚えがない単語だ。

「知らねぇか。なら知ってるやつに心当たりは？」

「……いえ」

「まあいい。これ、オレのアドレスだ。いい情報があれば連絡して来い。礼金は出す」

　赤外線で交換をする。途中、伊勢さんは思い出したかのようにつぶやいた。

「そうだ。神こう戸べ一いち夜や、田た神がみ四し季き、この二人に関する情報は高く買う。わかったら連絡をくれ」

「例えばどんな情報を？」

「居場所や今までやってきたことなんかだ」

　なかなか興味深い人だ。早々単独行動しているかと思えば、何やら独自に試験と関係なさそうな情報を収集している。ならば一つ、気になっていることを聞いてみようか。

「わかりました。一つ聞いていいですか？」

「何だ？」

「あなたとさっきの二人の名前には数字が入っていると思うのですが、意味はありますか？」

　伊い勢せさんの表情が変わった。踏み込むのは賭かけだったが、悪い感触ではなさそうだ。

「くぇねぇな、お前。でもそういうの、嫌いじゃないぜ」

「どうも。それで意味は？」

「ある。だが言えねぇな。お前が情報持ってきてくれりゃあ、考えてやるよ」

　これ以上は機嫌を損ねるだけだ。ここは引くとしよう。

「ちなみにオレのアドレス、誰だれにも教えるなよ。もし教えたら駆く逐ちくすっからな」

　駆逐とはまた物ぶつ騒そうな言葉である。約束に厳しそうな人だけに気をつけておこう。

「わかりました。あ、それともう一つだけ」

「まだあるのかよ」

「このことを誰かに聞くとき、あなたの名前は出さないほうがいいですよね？」

「当然だ」

「おそらく情報は一いちの宮みやさんのところに集まると思うんですが、聞いちゃ駄だ目めですか？」

「オレの存在がわからないようにできるなら聞いてくれ。それが無理なら聞くな」

「どうしてあの人が駄目で、俺おれはいいんですか？」

「オレはな、つるんで行動するやつを信用しねぇんだよ」

　独特の判別方法だが、わからなくはない。破は天てん荒こうのように見えて、きちんと理論があり、一本筋が通っている。これはこれでなかなか凄すごい人だ。

　伊勢さんが部屋を去ると、本ほん郷ごうさんがしみじみとつぶやいた。

「なかなか面白いね、君たち」

「そうですか？」

「みんなぼくのことを気持ち悪がるんだけど、君たちにはそんなところ全然ないし」

「そういうの気にしない性質たちなので」

「何かあれば相談しにきなよ。力になるよ。例えばこれとか」

　本郷さんは引き出しから本を取り出した。エロ本であることは表紙のイラストでわかった。

「ははは、どうも」

　困ったのでごまかしておいた。それから本郷さんとアドレス交換をして別れた。




　本郷さんと別れた後、調理室に向かった。室内はラーメンを作る人たちでごった返していた。

　月収一万では全額を食費に回したとしても一日三百円程度。一食にすれば百円。それで満足に食べられるものといえば、最初に思いつくのはラーメンだったということだろう。

「お兄さんもご飯？」

　塩ラーメンをほおばっているエルが声をかけてきた。彼女は話しかけてくる前まで女性二人と話しており、その雰囲気を見るに、すでにマスコットキャラクター的存在として受け入れられているようだった。

「まあな」

　俺おれは空あいていた椅い子すに座り、食パンを食べ始めた。

「うわっ、マーガリンなしで食べれるの？」

「味を気にしなければな」

「だよね～」

　呆あきれと苦笑いが入り混じった表情でエルは同調した。こういうとき、いつも変な目で見られるだけに、あまり気にしないエルはやりやすくて助かる。

「なぁ、何か情報集まったか？」

　そう聞くと、エルは目を輝かせてまくしたてた。

「あの撃たれたおじさんは助かったらしいよー。隣が病院じゃなかったらおだぶつの可能性もあったんだって～。そんでもってクビー！　だってさ」

「まあわからなくはないけどな」

「そうかな？　ボクとしてはかなり厳しいな～って思うんだけど」

「あの人はあまりに不用意すぎた。教官を見ればやばいのはわかるだろうに、いきなり文句を言い出すなんて自殺行為だ。せめて多少の配はい慮りよをするべきだったろうな」

「配慮？　例えば？」

「例として適しているかわからないが、やくざの事務所に行って、エルは相手にいちゃもんをつけるか？　歓迎してくれてても、さすがにやらないだろ」

「あー、雰囲気は近いとこあるかも。ていうかやくざが例で納得できる天て子し峰みねって……」

「天子峰は戦争にも関かかわってるんだぞ。企業とか、教官とか、名前に騙だまされすぎだ」

　同じ強気なタイプでも、伊い勢せさんや加か茂もさんはきちんと黙っていた。空気を察知し、危険を感じ取っていたか否いなか。これが生き残りと脱落の差ということか。

「あ、それと教官は一週間で戻ってくるらしいよ。普通なら一ヶ月はかかるらしいんだけどね。天子峰だから凄すごい治療なんだろうな～。ナノマシン治療とか、ｉＰＳ細胞による再生治療とか」

　エルは時折難しい言葉を知っていたりするから興味深い。

「あとね、みんなバイトを探しててね、もう四人も決まったって。でも……」

　エルの話を要約すると、候補生とバレたとたん面接が終了となったり、半分の時給なら雇ってやると言われたりと、散々な目に遭あった人が何人もいるとのことだった。ひどい話である。

「そういえばあの企業内企業を設立する人は？」

「ん～、何かいろいろ動いてるみたいなんだけど、何やってるかは聞こえてこないなぁ」

「そうか。エルはどうするつもりなんだ？　小学生じゃ雇ってもらえるところはなさそうだが」

「外に一人で出ると危なそうだし、どうしようかなって考えてたんだ」

「でもバイトしないと食事が大変だろう？　同情狙ねらいで探してみたらどうだ」

「いいよいいよ。だってバイトしないほうが正解なんだもん」

　やけに断定した物言いだ。何か理由があるのだろうか。

「正解って、どういう意味だ？」

「そっちにしたほうがいいってことだよ」

「しかしどうして断言できるんだ？」

「わかるんだよ、何となく。ちなみにボク、二択問題を外したことないんだ。さすがに知らない内容ばかりだと無理だけど。でもでも、凄すごいと思わない？　これ密ひそかな自慢なんだ！」

　事実だとしたら凄い能力だ。勘かんが鋭いと思っていたが、それだけでは語れない何かを持っているのかもしれない。

　エルはラーメンの汁をごくごくと飲み干した。そしてどんぶりを置くと、こちらを見た。

「でさ、お兄さん。ちょっとお願いがあるんだけどな～」

「金はないぞ」

「凄く嫌いやな反応だね、それ。手切れ金をケチる最低男みたい」

「違うのか？」

「バイトしないって決めたら暇ひまだからさ。外に行くときは声をかけて欲しいなぁって」

「一人だと危険だからか？」

「うん。ボクこれでもか弱い女子小学生だからさ～」

「言動だけ見れば男子にも見えるがな」

「なっ……失礼だよ、それ！　あのね、お兄さん。十一歳って言ったらね、とある界かい隈わいでは最高の年齢でね。ボクみたいな可愛かわいい子となると、それはもういやらしい視線が全身に……」

「小学生に欲情だなんて、とんだロリコンストリートだな、その界隈」

「ボクの話、信じてないよね？」

「信じてるが共感できないから軽く流した」

「だよね～」

　首を絞められた。パンは喉のどの通りが悪いから勘弁して欲しかった。

「とにかく、お兄さんはそんじょそこらの変態さんじゃないからさ。隣にいればボクを狙う初心者レベルの変態さんも手が出ないと思ったわけなんだよ」

「結論がそれってひどいな」

「まあまあいいじゃん。可愛い助手ができたと思ってさ」

　助手、か。その発想はなかった。

　現在俺おれはバイトをする気がなかった。それよりこの試験や街に関して情報を集めるべきではないかと考えていた。そのため先ほどの伊い勢せさんからの依頼は情報集めの一環となるだけに、乗ってみる気になっていた。

　となると、当然情報を集めるには外に出る必要があるし、エルがいれば警戒されにくいかもしれない。図書館などで資料を探すときには単純に人手があることが役に立つ。

　先ほど語った内容を見るに、エルはなかなか情報収集能力がありそうだし、人に伝える能力も小学生であることを考えれば驚おどろくほど高い。どうせ盗聴の分析は夜一人でやればいいのだ。信頼もできそうだし、側そばに置いて損はないだろう。

「わかった。今、とある人物から情報収集を頼まれててな。うまくすれば礼金がもらえるかもしれない。俺は情報が目当てだから、手伝う報ほう酬しゆうとしてもらえたお金は全部やるよ」

「うわっ、いいねそれ。バイトより全然安全だし楽しそうだよ！　今日さっそく行く？」

「明日にしよう。俺は眠い」

　エルは詳しく聞こうとしてきたが、内容は言わず別れた。仮眠では足りなかったようで、ベッドに横たわるとすぐに眠気が襲おそいかかってきた。




　昨日はエルから聞いた話以外これといって成果はなかった。盗聴の基本は待ちである。一日で落らく胆たんするわけにいかない。

　昨夜ゆうべはぐっすり寝たので、今日は外へ情報を集めに行くことにした。行き先は市役所である。

　市役所はとても遠い。徒歩で片道二時間はかかる。電車を使えば歩く時間を含めて三十分で着くだろうが、無む駄だなお金を使うことはできなかった。

　幸い地図の入手先はわかっている。昨日一いちの宮みやさんが最も寄より駅に行ってみたとき、観光案内のパンフレットがあったと言っていたのだ。そのためまず最寄り駅に向かった。

　駅の名は九く九く駅。ここまでは寮りようを出て十分ほどでたどり着いた。

　構内はなかなかに賑にぎわっていた。テナントが多く入っており、人出も東京と比べて遜そん色しよくがない。

　観光パンフレットが案内所の前にあったので手に取ってみた。天て子し峰みね市には観光客が存在しないのにパンフレットがあるなんて、あいかわらず常識が通用しない街である。

　路線図を見る限り天子峰市には四十一個の駅があり、九九駅は一番南東の駅である。なお天子峰市の地名はすべて数字で、北西から東に向かって一いち一いち町、一いち二に町となっている。市役所などが集まる中心街は五ご五ご町である。風ふ情ぜいはないが俺としては合理的でいいネーミングだと思う。

　場所はわかったので、九九駅を出て、今度は高架上の線路に沿って歩き出した。

「お兄さんって出身どこ？」

「東京。エルは？」

「秋あき田たの山奥。だから凄すごい都会って感じるんだけど、東京と比べてどう？」

「そりゃここのほうが都会だな。東京も凄いが、これほど整然としていない。例えば中心街のほうがビルの高さが高くなっているだろう？」

「そうだね」

「これは見み栄ばえがよくなるよう規制されているんだろうな。まあ、外国なら観光のために屋根の色が法律で決まっているところもあるから規制自体は珍しくないが、ここまで見事に区画が整理されていると、圧倒されるものがあるな」

　美しさにも自然の美しさと人工的な美しさがあるが、天て子し峰みね市は典型的な後者だろう。

　かといって緑が少ないわけではない。公園も多く、憩いこいの場所は多数目につく。

「外人さんも多いよね。それに耳についてるあれって……」

「自動翻ほん訳やく機だな。まだ政府関係者や一部の金持ちしか手に入れられないっていう、あれだ」

　スタイリッシュなデザインのイヤホンに見えるこの機械は、両耳につけるだけで世界主要百言語を自国語に翻訳してくれるという、天子峰が最近世界に発表した商品だ。

　問題は精度だが、登録された言語ならば方言までほぼ完かん璧ぺきに読み取り、九九．九九九八％の確率で発言者の意図した言葉を選択したとの結果が出たらしい。しかも音声を分析し、使用者の耳に届くときには発言者がその言語でしゃべったときと変わらない発音とアクセントを再現。もちろんしゃべるほうにも対応しており、収納されているユニットを口まで伸ばせば選んだ言語の音声が出る。新しい造語が出れば無線にてアップデートまでしてくれるとアフターケアーまで万全である。

　これが世界市場に安価で出回るようになれば、自国語以外を学ぶ必要がなくなるだろう。世界の構造を根幹から変える天子峰らしい商品と言える。

「どう見ても普通の人がつけてるんだけど」

「金持ちなのか、社員価格で安く出回っているのか。もしかしたら支給されてるのかもな」

「一つうん百万円だっけ？」

「それくらいはするらしいな」

「うへぇ、頭おかしくなりそうだよ……」

　気持ちはわかる。天子峰の独占技術が惜しみなく注がれているこの都市は、まるで未来に迷い込んでしまったように錯さつ覚かくさせられる。

「ここにある店って、全部天子峰関連だよね？　結局天子峰って何やってる会社なの？」

「どうも軍ぐん需じゆ産業で発展したみたいだから、それが本業なんだろうな」

「でも翻訳機とかロボットとか、全然関係無いじゃん」

「軍事関連の技術って、いろんなものの元になってることが多いんだ。インターネットやロケットなんてその代表だな。それに軍事って食料、資源、車、飛行機、ロボットなどにも深く関かかわってる。そのせいか、今言った業界の八割は天子峰関連だな」

「う～ん、規模がでかすぎてよくわからないけど、滅め茶ちや苦く茶ちや凄すごいってことだけはわかるよ」

「それで十分だ。ただ覚えておいたほうがいいのは技術を握るってことは、現代では世界を握るに近いってことだ。一般に流通している製品より天て子し峰みねは二世代ぐらい先を行ってる。それらの技術をちょっとずつ分け与えて、世界を思うがままにしているんだ。天子峰の最先端技術となると、石から完全無公害のエネルギーを取り出す無機物発電機とか、精神感応金属の発掘、研究とからしいが、これらが完成したらまた世界中が土下座して天子峰に買いに来るだろうな」

「もうわけワカメだね。でもどうして天子峰だけがそんなことできるのかなぁ」

「思い当たることがあるとすれば、この幹部制度だな。有能な人間が上に立つ。これだけで二世代くらい先を行ける可能性はある」

「どういうこと？」

「極端な例を挙げれば、アルキメデスはニュートンやライプニッツがたどり着いた微積の概がい念ねんに千年以上も前にたどり着きそうになっていた。またローマ帝国末期には、蒸気機関が開発されていたとの話もある。もちろんこれらは当時開発されても誰だれも価値がわからなかっただろう。だが天子峰の幹部には着眼点の素晴らしさを見抜く洞察力があり、有能な研究者に資金を惜しみなく投入し、それらの研究が結合されていけば……理論上は十世代くらい先に進む」

「お兄さん物知りだね～。言ってることのほとんどがわかんないけど」

「今の話はアインシュタインの相対性理論クラスの研究が積み重なればテレポートが可能だ、と言うくらいの暴論だ。まあ結論としては、二世代くらいなら不可能じゃないってことだ」

　そんなことを話しているうちに、いつの間にか相当歩いていた。

「疲れてきたか？」

「ううん」

　歩き始めて一時間、俺おれのほうが疲れ始めていた。体力は人並み程度にあるつもりだったが、田舎いなか育ちのエルは常人以上の足腰を持っているのかもしれなかった。




　粗あらい地図しか持っていなかったので、市役所に着いたのは予定時間を大幅にオーバーしていた。さすがに疲労していたので、ちょうどあったベンチに腰かけた。

「やっぱり靴くつ擦ずれしてたか」

　靴下を脱いで出てきたのは、皮がべろっとめくれたかかとだった。

「いたそ～。大丈夫？」

「ああ」

　いつも持ち歩いている応急セットから絆ばん創そう膏こうを取り出し、アロンアルファで接着した。

「うへっ、アロンアルファ……」

「絆創膏が取れるよりいいだろう。アロンアルファでつけたって、多少皮がめくれるだけで剝はがせるし」

「絆ばん創そう膏こうを持ち歩いてるっていう乙女チックなところを突っ込もうと思ったけど、それ以上のネタが来るとはさすがのボクも思わなかったよ……」

「そもそも突っ込み期待してないから。よし、行くぞ」

　処置完了。スニーカーを履はき、市役所の中に向かう。

　外観といい、内装といい、どこかの高級ホテルのようである。

　適当に参考となりそうな資料を収集する。ちょっと中を見たが、やはり広報誌や名所のパンフレットに二十四使徒などの情報はなかった。少し賭かけだが、受付に話しかけてみるか。

「あのすみません」

「何でしょう？」

「実は大学の論文で天て子し峰みねコーポレーションに関して書くことになったんですけど、引っ越してきたばかりで資料をどこで集めていいかわからなくて」

「ああ、そうだったんですか」

　三十歳くらいの受付嬢は快く答えてくれた。

「例えばどのようなことを？」

「そうですね。現在の事業内容とか、推進している人とか。本当は幹部の人に焦点を当てて書きたいんですけど」

「ああ、なるほど。でしたらネットか図書館のほうがいいのですが、大学生の権限ではどうしても限界がありますよね」

「そうなんですよ」

　困り顔を演出してみせる。

「難しいですね。過去の人物や実績なら比較的権限が緩ゆるめに設定されていますから、そっちに変えたほうがいいですよ」

「それはどこで？」

「ネットでも図書館でも見られますよ。あ、これ地図です」

　受付の女性はパンフレットを取り出すと、地図にわざわざ赤い丸をつけてくれた。

「ありがとうございます。あ、そうだ。二十四使徒って知ってます？　友達がそれについて調べるって言ってて、何なのか気になってるんですよ」

「友達は教えてくれなかったの？」

「ひどいですよね。余所よそ者ものだからって馬ば鹿かにしてるんですよ」

　受付嬢はくすくすと笑った。打ち解けてきたみたいで、フランクな口調で教えてくれる。

「あのね、二十四使徒っていうのは、七賢人の下の役職の人たちで、一般的には専務と呼ばれている人のことよ」

「二十四とつくのは、二十四人いるってことですか？」

「そうよ。ちなみにここの市長もその一人よ。世界に七つここみたいなところがあるんだけど、その市長で七人。他に七つの支社に二人ずつ。残りの三人は本島付きで、それぞれ大きな仕事を任されているらしいわ」

「凄すごいですね」

「雲の上の人よ。私は話したことないけど、うちの市長も凄腕らしいわよ」

「へぇ、一度見てみたいですね」

「このロビーにずっといれば見ることぐらいはできるわよ。ただ七賢人は無理ね。私も一度見てみたいと思っているんだけど」

　見ないほうが幸せかもしれない、と思った。いいにせよ悪いにせよ、人生を狂わせかねない。

「もう一つだけいいですか？」

「しょうがないわね」

　とは言っても嫌いやな顔をしていない。

「神こう戸べ一いち夜やと田た神がみ四し季きという人を知っていますか？　これも友達に調べればわかるって言われているんですけど」

「田神四季って人はわからないけど、神戸一夜は二十四使徒の一人よ。……あれ？　確か神戸一夜はランクＦ以上の権限がないと──」

「お兄ちゃん、まだ～」

　エルがぷくーっと口を膨ふくらませて叫ぶ。

「あ、すみません。妹が駄だ々だこねちゃったみたいで。いろいろ教えてくれてありがとうございました」

「あ」

　止める間を与えず俺おれは出口に向かった。

「へへ～、うまくやったでしょ」

「確かに助かった……って、エル、前！」

　よそ見をしていたせいで、エルが出入り口から入ってきた人とぶつかってしまった。

「あたたた……」

　体格差があったため、エルだけが尻しり餅もちをついた格好になる。一いつ瞬しゆん、ぶつかった男の不機嫌そうな顔が目についたが、まずはエルの救出が先だ。

「大丈夫か、エル」

「うん。それよりお兄さん……！」

　エルが気にしているのは受付の女性が追ってくることだ。彼女はエルが転んだことで心配になったのか、今まさに受付から出ようとしているところだった。

「お嬢ちゃん、お手を」

　エルの目の前に手が差し出される。差し出しているのはさっきぶつかった男だ。

　先ほどは不快な表情をしていたが、今はモデル真まっ青さおの貴公子然とした顔に優やさしそうな笑顔が浮かんでいる。まるでどこかの王子のようであり、枇び杷わ島じまさんと並べばさぞ絵になるだろう。

　あまりの丁重さにエルは照れながら手を取った。──が、その瞬しゆん間かん、腹を蹴け飛とばされた。

「えっ？」

　一瞬、俺おれは何が起こったのかわからなかった。気がつくと、エルがお腹なかを押さえて痛がっていた。我に返りエルに駆け寄るが、頭は混乱したままだった。すると男が無表情でつぶやいた。

「見知らぬ男に蹴飛ばされる。それがそんなに意外だろうか？　例えば、人を殺したばかりの男が人ひと気けのない公園に身を隠していたとしよう。ある子供がそれに気がつき、どうしたの、と尋たずねる。男は子供を殺そうとするのではないだろうか？　もしくは殺さなくても、暴力によって口封じをするかもしれない。つまり、君は幸運だったというわけさ」

　ぞわっ、と背筋に悪お寒かんが走った。男の口ぶりはナチュラルだ。だからこそ異常すぎる。

　俺は警戒を強めた。この男はやばい。下手へたしたら、教官よりもずっと。

「反応が遅いな……。警戒自体は実に合理的だ。しかしそれだけ遅くては無む駄だと言える。加えて忘れていることがある。そもそも君たちはこの場から去る必要があったのではないのかな？」

「お兄さん……」

　エルが袖そでを引っ張る。確かに受付嬢とこの男、どちらからも逃げたほうが良さそうだ。

　俺たちのやり取りを見て、男は鼻で笑った。

「まだ気づかないのか？　急がなくても大丈夫さ。どうせすぐに禁門が来る」

「禁きん門もん？　それはどういう──」

　そう言いかけたとき、受付の女性が新聞を読んでいた老人に手を摑つかまれたのが見えた。

「禁門室だ。用件はわかっているな。同行願おう」

「あっ……いやっ……！　ごめんなさい……！　すみません……！　許してっ……！」

　老人の目の、なんて冷たいことだろうか。悲痛な嘆たん願がんにも眉まゆ一つ動かさず連行していく。

　老人は一瞬こちらを見たが、何も言わず去っていった。エルははぁとため息をついた。

「何だったの、今の」

「禁門室。天て子し峰みね内部の人間を監視する、独立機関の者さ」

「そしてあなたは幹部……それも、かなり上位の人間ですね？」

　禁門という機関について知っており、異常な雰囲気と底知れぬ洞察力を持つ人間。こうした事柄から導き出される結論はそう多くない。

「それで推察したつもりか？　まったく、愚おろか者はくだらないことで増長する」

「教えてください。なぜ入ってきたばかりであの人が連れていかれるってわかったんです？」

「不思議かい？　そんなこと君たちの顔を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだよ。人間が知覚できる範囲を二十メートルと仮定しよう。その範囲には数多くの情報がちりばめられている。例えば君自身だけでも、まばたきの回数、眉の動き、筋肉の反応、皮ひ膚ふの色……それらの情報は会話より雄弁だ。今回の場合、受付の表情と老人の仕草を見ればこの程度の推察、造ぞう作さもないことだろう？」

　男がエルに手を差し伸べている時間を抜けば、状況を見渡せるのは僅わずか数秒。たったそれだけで会話も聞いていなかったのにすべてを見通したというのか？

「君の常識は随ずい分ぶんと狭いようだな。例えば、会った瞬しゆん間かんに自分の伴はん侶りよだと気がついたという話は聞いたことがあるだろうか。それは相手の容姿を見て妄もう想そうを繰り広げたあげく、願望を確信へと変えたのだろうか？　もしくは相手の仕草、表情を見て、自分に適する人間と瞬時に判断できたのかもしれない。つまり、できる人間もいるということさ」

　男は靴くつ音おとを立て、一歩近づいてきた。

「七なな彦ひこに伝えておけ。私を見つけたければ上がって来い、と」

「伊い勢せさん……？　じゃあ、あなたは──」

「愚おろかな頭で精一杯考えてみるといい」

　声が耳に届いたと同時に、エル同様蹴け飛とばされていた。俺おれが慌あわてて顔を上げたときには、すでに男の姿はなかった。

「お兄さん、大丈夫!?」

「大丈夫だ。それより注目を浴びすぎている。とりあえずここを離れよう」

　俺たちは逃げるように市役所を出て、人の波に紛まぎれた。

「ねぇ、お兄さん。この辺にも、あのマネキンみたいな人がゴロゴロしてるのかな？」

　マネキンとはさっきの男のことか。綺き麗れいすぎる顔立ちをうまく表している。

　エルは自らを抱だきしめるように身体からだを縮こませていた。こんな仕草、教官に対してだって見せていなかった。やはりそれほどの男だった、ということか。

「大丈夫だろう。さすがに天て子し峰みねと言えど、あのレベルはそういないはずだ」

「じゃああの人って、やっぱり相当凄すごい幹部？」

「まず間違いなくあれが神こう戸べ一いち夜やだろうな。ならば二十四使徒ということになる」

「あ、それってさっき受付で聞いてた人だよね。どうしてこんなところに？」

「さぁ、仕事じゃないか？」

「じゃさ、あの人ほどじゃなくても、幹部がこの辺を歩いていてもおかしくないよね」

「まあそこまで心配する必要はないさ。危害を加えてくるってことは、他人の職権を侵すことになるだろうし、俺たちに構ってるほど暇ひまがあるように思えないからな」

「でもさっき」

「あれはたぶんたまたまだ。だからあの程度で済んだ。それより意識すべきは禁きん門もん室しつのほうだろう。手を出してくることはないと踏んでいるが、監視されていることは間違いない」

　エルは四方を見回した。当然、簡単には見つからない。

「……怖いところだね、ここ」

「そうだな……」

　天才と狂人は紙かみ一ひと重え、か。そんな人間を大量に抱かかえている天子峰に、今いま更さらながら恐ろしさを感じる。結局人なのだ。人こそが天て子し峰みねの財産であり、技術など残照にすぎないのだ。

　その財産の最たるものである幹部の候補生として俺おれたちはやってきた。ならば俺たちに求められているものは何なのだろうか……？




　昨日はさすがのエルにも疲れが見えたため帰った後は休息し、一日経たった今日、改めて俺たちは図書館へと向かった。休んだからかエルの顔色は普段の明るいものに戻っていた。

「お兄さん。そういやあの怖いお兄さんに伝言ってした？」

「ああ。伝えたら話をしている途中なのに電話を切られた。すぐに探しに行ったんだろうな」

「あの怖いお兄さんとマネキンみたいな人、知り合いなんだよね？　どういう関係なんだろ」

「さぁ。そのうち聞いてみるつもりだ。とりあえず一いつ旦たん忘れて情報を集めたほうがいいだろう」

「まあお兄さんがそう言うなら」

　図書館までは寮りようから約一時間かかった。図書館は十階建てで、隣には劇場も併設されていた。本が崖がけのように並べられている。高いところは機械で取れるようで、使い勝手は良さそうだ。

「んじゃ何から調べる？」

「とりあえずキーワード検索で探してみるか」

　二十四使徒、神こう戸べ一いち夜や、田た神がみ四し季きをそれぞれ検索し、二十四使徒は二千七冊、神戸一夜、田神四季は出てこなかった。

　検索した本には貸し出しランクが振ってあった。他の本を見ても、ランクＺが借りられる本は無かった。Ｚは本当に難民レベルのようである。また館内にはゲートがあり、一定以上のランクじゃないと入れないスペースもあった。

　情報統制──。いや、情報を得るにも扱うだけの能力が求められているということか。

　こんな状況だが本を読むことは可能だ。一般スペースは開放されており、こっちにある本なら図書館内で読む分には問題ないというわけである。ただゲートの奥はお手上げだ。二十四使徒のキーワードを含み、一般スペースにある本は五百一冊。まずはここから当たってみよう。

「エル、上から五冊を持ってきてくれ。俺はその間に場所を確保しておく」

「オッケー」

　できるだけ人目につかず、多少話をしても問題ない場所がいい。

　幸い良い場所が見つかった。柱の横に設置された二人掛けの座ざ椅い子すに腰を下ろし、エルが来ないか見回す。すると、一人用の机に座っている女性の存在に気がついた。

「確か……」

　エルがひょっこり現れ、本をどさっと座椅子の上に置いた。

「あれ、枇び杷わ島じま清きよ美みさんだっけ？」

「そうみたいだな」

　候補生で唯一応急処置の技術を持つ彼女は、メガネをかけて分厚い本と向き合っている。モデルのような彼女がメガネをかけるだけで知的な才女に見えるのは興味深いものである。

「まあ邪じや魔まをするのもなんだ。そっとしておい──」

「どうも、枇び杷わ島じまさんですよね？」

　止める間もなく、エルが声をかけていた。

「ああ……黒くろ田だ枝え流る夢むちゃん、だったかな」

「せいかーい」

「いつも話している男は一緒じゃないの？」

「残念ですが一緒です」

「いつの間に！」

　枇杷島さんはメガネを取った。しかし慌あわてていたせいか手からこぼれ落ち、彼女は空中でキャッチしようとしたが……失敗。メガネは足元に落ち、そこへ──

　──グシャ。

　落とした本人が踏んでしまうという大だい惨さん事じとなってしまった。

「あああぁぁぁぁ！」

　レンズは割れ、フレームは曲がっている。自力での修復は不可能だろう。

「すいません。俺おれが話しかけたせいで……」

「あ～、あんたのせいじゃないよ。あたしがドジっただけ」

「でも大丈夫ですか？　ここじゃ直すお金も……」

「伊達だてメガネだから生活に支障はないよ。勉強する気分を出すためにかけてただけなの」

「ならよかったです」

「でもお気に入りだったんだよね……」

　あ、どよーんと落ち込んでいる。これは何とかフォローしなければならないだろう。

「すごーい！　これみんな、英語の本？」

　ナイスだ、エル。気分が変わったのか、枇杷島さんは表情を落ち着かせ問いに答えてくれる。

「あたしはほとんど海外生活だったからね。英語のほうが読みやすいくらいだよ」

「植物の本ですね」

　英語の本が読めるほどの語学力はないが、絵と単語で何となくはわかる。

「あたしの専攻は植物学なの」

「専攻って、大学のですか？」

「まあそんなところ」

「でもランクのせいで十分に本を読めないんじゃないですか？」

「そんなことはないよ。ランクで制限されているのは貸し出しのみ。ゲートで隔離されているのは貴重な本、内部機密や外部の時事情報、あとは天て子し峰みね独自で集めた歴史の闇やみに関するものくらいだね。純粋な知識の本だけなら、国会図書館にも匹ひつ敵てきするレベルだよ」

　これはいいことを聞いた。これだけの結論を出すには相当時間がかかっただろう。

「それであんたたちはどうしてここに？」

「調べ物があって」

「図書館に来ていればそれくらいはわかるよ。何の、って聞いているつもりだったんだけど」

「二十四使徒って知ってますか？」

「何それ。キリスト教関連？」

「天て子し峰みねの専務はそう呼ばれるらしいですよ。ちょっと依頼があって調べているんです」

　下手へたに隠すより、問題のない情報は多めに出して信頼を獲かく得とくしたほうがいいだろう。

「依頼ねぇ」

　枇び杷わ島じまさんはボールペンを回しながら、じっと俺おれを品定めするように見つめてくる。

「まぁ、バイトをやるよりは賢かしこいか。じゃあ悪いけど、あたしは勉強続けたいから」

「すいません。お邪じや魔ましました」

　頭を下げて去ろうとしたとき、枇杷島さんが背後から尋たずねてきた。

「そうだ。バイトをやらず、起業にも参加していないってことは、考えているってことだよね？」

「……『何を』って聞いていいんですか？」

「言わぬが花じゃない？　まあ、あたしとしてはあんたが考えてるってわかっただけで十分だよ。もし結論が出たら聞かせて。あたしの考えと答え合わせをしてみようか」

「いいですね。考えておきます」

　それからは真ま面じ目めに本を調べた。途中昼食のために一度席を離れたが、それ以外は本に目を通し続けた。当然全部は読み切れないので、とりあえず全体の把は握あくに努めた。

　本の傾向として、二十四使徒の業績について書かれたものがほとんどだった。

　戦争の調停と戦後復興。インターネット制せい覇はの裏側。火星移住計画……。どれも間違いなく下手な日本の首相より凄すごい実績だが、どうも当たり障さわりのない内容が選ばれているように感じる（偉人列伝のようなノリで書かれているから仕方がないところだが）。

　ただ一点だけヒントを見つけた。精神感応金属の発見を指導した男の名前である。

　男の名前は神こう戸べ十じゆう蔵ぞう。そう、かつての二十四使徒に神戸一いち夜やと同じ苗みよう字じの持ち主がいたのだ。




　夕焼けに染まる帰り道。エルは唐とう突とつに尋ねてきた。

「それで、あのお姉さんが言ってた考えって何なの？」

「……そうだな。社会ではあまり教えてくれず、でも候補生として、いや、何をするにしても絶対に考えておかなきゃいけないことについてだ」

「え～、全然わかんないよ。誰だれにも言わないから教えてよ～」

　今まで黙っていたが、エルは手伝ってくれているし、ちゃんと秘密は守ってくれそうだ。ならば教えてあげてもいいだろう。

「ゲームで言うならクリア条件についてだ」

「つまりどうやれば昇格できるかってこと？」

「そうだ。俺おれたちは幹部になれるかどうかを試されているんだ。少なくともバイトをするために来ているんじゃない」

「あの起業する人もそんなようなこと言ってたよね」

「ああ。だが金がない、法律の擁よう護ごがない、そのくせ自由だけはやたらある。そこから出題者の意図が透けて見える。おそらくこれらの制限と自由は、本来の目的を忘れさせるためにある」

「……確かに。言われてみれば簡単なことだけど、じゃあボクが昇格のことを考えていたかっていうと、いつの間にかしなくなってたよ」

「天て子し峰みねの試験は滅め茶ちや苦く茶ちやに見えて、ちゃんと理由がある。例えば屋上の試験がそうだ。あれは『覚悟』や『決断力』を見るのに最適だ。そして現状も『目的を見失わないかどうか』という課題のためと考えれば理に適かなっている。ＲＰＧであるだろ、途中でお使いをさせられるの」

「あるある。やらなくてもいいのに、お金とかもらえるからついついやっちゃうんだよねー。そっか、ここでは最速クリアが大事だから、お使いイベントに釣つられちゃいけないんだね。あ、だからお兄さんはバスで『質問をあえてしなかった人が何人かいる』って言ってたんだ」

「質問したらライバルにも気づかれかねないからな。だからあえて黙っていた」

「そう考えると、『目的を聞く』ってのは最悪の質問だね。ネットで攻略法を見ちゃうとか、チートとか、そういうのと同じって言えるかも」

「ゲームならそれもありかもしれないが、テスト中、先生に答え聞いちゃダメだろって話だ」

「そりゃあ怒られて当然だね……。でも課題って、それだけじゃなさそうだね」

「俺の予測では、第二のステップは『昇格条件──つまりはクリア条件を発見すること』じゃないだろうかと思ってる。お使いばかりせず、ちゃんと魔王の居場所を探さなきゃな」

「そりゃそうだね。うーん、当たり前のことなのに、リアルだとどうして思いつかないんだろ」

　確かにエルはこれらに気がついていなかった。しかし直感的にどこか引っかかっていた。

　勘かんとは感覚的に物事を瞬しゆん時じに感じ取り、脳で整理される前に答えを出すものだと聞いたことがある。ただ普通の人ならば勘は曖あい昧まいで当たったり当たらなかったりする。しかし彼女は経験的に外したことがないためか、確信している。これは天才と呼べるだけの才能ではないだろうか。

「でもさ、どうして『目的を見失わない』とか『目標を見つける』とかが課題なのかな？」

「エルには実感が湧わかないかもしれないが、これは当たり前のようで凄すごく難しいことなんだ。戦争だって、負けのほとんどはこれができなかったからだ」

「へ～。じゃあそれに気がついたお兄さんは凄い人だね！」

「どうだかな」

　ビル群へ目をやると、半島の中央部にそびえ立つ、天子峰市の象徴と言える七十二階建てのセントラルタワーが黄昏たそがれ色いろに染まっているのが見えた。

「まだ試験は始まったばかりだ。神こう戸べ一いち夜やのように、天て子し峰みねには間違いなく俺おれ以上のやつがごろごろいる。それがどんなやつらなのか……興味深いと思わないか、エル」










　その二　加か納のう弥や助すけの記録考察




　図書館で調べた内容の記録と盗聴内容の確認が終了した俺おれは、食パンが切れてしまったことを思い出した。時刻は午前零時。夜一人で出歩くのは危険かもしれないが、大丈夫だろう。

　コンビニに行くためには、病院の隣にある公園を通り抜けるのが一番である。中に入ると、運悪く喧けん嘩かをしている場面に遭そう遇ぐうした。

　一人が複数に囲まれている。輪の中央にいる男の姿は街灯のおかげで見えた。

　伊い勢せさんだった。あの金髪と特攻服を見間違えることはない。周囲には三人ほど倒れている人影が見えた。おそらく伊勢さんがやったのだろう。

　いい観察機会かもしれないと思い、俺は気づかれないよう遠巻きから見守った。

「助けないのかい？」

　突然声をかけられた。集中していたのならいざ知らず、警戒していて気配に気がつかなかったなんて初めてだった。

　彼──いや、彼女か。口調と低めの声から男だと判断しかけたが、顔を見ればれっきとした少女とわかる。

　おそらく年とし頃ごろは同じか、少し下。中性的といった言葉がこれほど似合う少女はいないだろう。

　透明感のある瞳ひとみとさっぱりとしたショートヘアー。紫むらさきのシャツと薄地のジーンズは男物だ。そんな服装が彼女の美び貌ぼうと合わさり、独特の空気をかもし出している。また風変わりにも右手にだけ黒い革の手袋をはめていた。

　そんな中でも圧倒的に目立つのは白髪だった。量は十分にあるが、老人のような白さだ。

「助けないよ。面白そうだから観察する」

「正直者だね、君は。でもいいのかい？　表情から察するに、囲まれているのは君の知り合いのようだが」

「災難のほとんどは、自じ業ごう自じ得とくで説明できるよ」

「真理だね。じゃあぼくはぼくの自業自得で介入してくるよ」

　一触即発の最さ中なか、少女は無む造ぞう作さに歩み寄っていった。

「やぁ、こんばんは。月が綺き麗れいな夜だね」

「あぁ？」

　男たちはこちらに気づいて寄ってきた。少女は振り返って尋たずねてくる。

「これでも自業自得かな？」

「そうだな。自業自得だな。本当に巻き込まれるのが嫌いやなら、君が現れた時点で去るべきだった。それは俺の過失だ」

「君は公正な人物のようだ」

　少女は好意的な笑みを見せた。その間に退路はあっさりふさがれた。

「喧けん嘩かはよくないよ。人間、傷つかなくて済むならそれにこしたことはないんだ。君たちに傷つく覚悟があったとしても、ね」

「ごちゃごちゃうるせぇんだよ！」

　背後にいた男が少女に殴なぐりかかった。しかし──

「えっ？」

　少女は拳こぶしをがっちりと摑つかみ取っていた。細い身体からだのどこにそんな力が秘められているのか、軽々と片手で男を持ち上げると、力任せに地面へ叩たたきつけた。

「てめぇ！」

　今度は二人がかかっていったが、やはり結末は同じだった。

「話し合いをする際、まず互いの武力を見せつける必要があると、ぼくは考えている。納得してくれたなら話し合いに応じてもらえないだろうか？　まだ力が見たいというのなら、やぶさかではないが」

「ふざけんな！」

　男たちが一いつ斉せいに少女へ襲おそいかかる。俺おれも無関係ではいられず、戦わざるを得なかった。

　左腕にバットが当たった。折れてはいないだろうが、鈍い音がした。しかし立ち止まっては袋叩きにされるだけのため、すぐさま反撃する。

　少女の強さは圧倒的だった。俺はどうにか一人を倒すだけで限界だったが、その間に十人以上を地面に転がしていた。

「く、くそっ、いったん引くぞ！」

　その声で男たちはどこかへと消えていった。伊い勢せさんを探したが、すでにいなくなっていた。

　伊勢さんのいた場所には何人も倒れた男がおり、彼が自力で脱出したことを物語っていた。声をかけてこなかったのは、たぶん知り合いがいると思っていなかったからだろう。

　男たちがいなくなると、少女は倒れていた者たちを助け始めた。そしてこう語りかける。

「仲間を置き去りとはひどいね。君たちはとても勇敢だった。それは誇るべき素晴らしい才能だ。その勇敢さを活いかす場所は必ずある。だから新たな道を模索したほうがいい」

　助けられた男たちの心境はどうだっただろう。何を言っているんだ、だろうか。それともそうかもしれない、だろうか。

　少女には不思議な魅み力りよくがあった。人の心にすっと入り込んでくる透明感と優やさしさがある。

　普通の人が言えば前者の反応だけだろうが、彼女が言ったことで後者の気持ちが湧わき上がっていたのかもしれない。助けられた男たちは毒気を抜かれた表情で去っていった。

「遅くなってすまなかったね。腕を見せてくれないか？」

　バットで殴られたことを言っているらしい。左腕を出すと、彼女は触診してくれた。

「ねんざだね。全治一週間ってところだ。左腕はできるだけ使わないようにね」

　そう言って、包帯を取り出して丁てい寧ねいに巻いてくれた。

「手当て、助かったよ。しかし医術に心得が？」

「やぶ医者程度にはできるつもりだよ。それにぼくが巻き込んでしまったんだ。手当ては当然のことだよ。ああ、そうだ。君の健闘を讃たたえて、コーヒーを贈らせてもらえないかな？」

「おごりであれば」

「正直でいいね、君は」

　彼女は自動販売機で二つのホットコーヒーを買って、一つを俺おれに投げ渡した。

「君、面白いって言われないかい？」

　ベンチに二人で腰かけると、彼女はそう尋たずねてきた。

「変人とはよく言われるよ。でも君も変人って言われてるんじゃないかな？　面白い、じゃなくて、変人って」
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「正解だ。でも君は面白いと思ってくれている。どうかな？」

　彼女に見つめられると、心の奥底まで覗のぞかれそうな気がする。それが不快ではなく、むしろ理解してくれるのではないかと錯さつ覚かくさせられるから不思議だ。

「正解。どうしてわかった？」

「においだよ。君とぼくはまったく違う人間だけど、どこか同じにおいがする」

「変人のにおいか。いい響ひびきじゃないな」

「まったくだね」

　コーヒーに口をつける。

「でもね、変人でなければ天て子し峰みねでは出世できないと言われている。君はそういう意味で、天子峰向きの人間なんだと思う」

「天子峰向き、ね」

　褒ほめられているのかけなされているのかわからない。

「こんな話を知っているかい？　サッカーでは同じチームに二人のファンタジスタはいらないそうなんだ」

「天才がコートに二人いると、天才同士がぶつかり合って駄だ目めになるって話だろう？」

「そう。また会社では一人の天才が企画や開発をすれば、他の人は手足となりさえすればよいという話もある」

「同じ結論だな」

「そうだね。二つも似たような話があるんだから、これは一般的な常識だろう。でもね、ここの考え方は違う。二人の天才がいるならば、二人の天才を御せる天才がいればいい。そういう発想をする会社なんだ」

「そんな天才がいなかったら？」

「そういう天才を見つけてくる天才を見つければいい」

「堂々巡りだな」

「そうだね。気狂いじみた発想だよ」

「でも──そこが悪くない、だろう？」

　どちらからともなく笑い合う。悪くない。そう、悪くない気分だ。

　缶に口をつける。だがあの黒い液体は落ちてこなかった。

「コーヒー、なくなってしまったね」

「ああ」

「じゃあお別れだ」

「そうだな」

　二人でゴミ箱へ空あき缶を捨てた。

「また会えるかな？」

「縁があれば」

「そうだね。そのときが来ればまたコーヒーをごちそうしよう」

「見返りは？」

「粋いきな遭そう遇ぐうへのお祝いでどうかな？」

「随ずい分ぶん安いコーヒーだな」

「じゃあそれに加えて楽しい会話での歓待を君に課そう」

「今度は高すぎる気がするが、いいだろう」

　そのまま少女と別れた。連絡先を聞かないのは、ルールだ。俺おれと、彼女の、暗黙の。

　たまにはこんな粋いきな夜があってもいい。そう思ったのだ、俺も、彼女も。




　俺が寮りようへ戻ってくると、玄関に血まみれの男が倒れていた。

「大丈夫か！」

　慌あわてて駆け寄る。そこにいたのは、企業内企業の設立に奔ほん走そうしているはずの加か茂もさんだった。

　俺は即座に一いちの宮みやさんに電話をかけた。それがベストの判断だと思った。

「加茂さん！」

　パジャマ姿の一宮さんは走ってやってきた。

「加か納のうくん、どういうことだ？」

「俺にもわかりません。コンビニから帰ってきたら倒れてて」

「とりあえず病院に──」

　と一宮さんが言いかけたところで、加茂さんが止めた。

「やめてくれ……。落ちたくないんだ……」

「そんなこと言ってる場合じゃ！」

「頼む……」

「じゃあ枇び杷わ島じまさんに来てもらおう」

　一宮さんは枇杷島さんに電話をかけたが、深夜のせいか出なかった。

「僕が直接呼んでくる。それまで君がここにいてくれ」

「わかりました」

　一宮さんは走って寮に戻っていった。

「誰だれがこんなことをしたんですか？」

　俺の興味があったのは、そこだった。

「元候補生……。やつら、おれたちを妬ねたんでやがるんだ……」

　そこまで言って加茂さんは気絶した。この企画屋は元候補生と連絡を取ろうとしていたのか。企画屋だけあって面白い目のつけどころだ。だがこの有様では失敗したということか。

　その後枇杷島さんがやってきて、手当てのため加茂さんの自室に運んだ。騒ぎを察して集まってきた綾あや芽めなどがサポートに回ることで、無事処置は完了した。枇杷島さん曰いわく、鼻骨を骨折したらしく、応急手当てはしたが、きちんと治すには病院に行く必要があるとのことだった。

「夜は遅いし、詳しいことは朝にして、今日は解散しよう」

　一宮さんの一言で解散となった。部屋に戻る際、俺は元候補生の存在が気になっていた。




　朝になり、どうにも騒がしいので俺はベッドから起き出した。騒ぎは調理室からだった。

「どうしたんですか？」

　入り口付近にいた一いちの宮みやさんに尋たずねてみる。

「ああ、彼の携帯が盗まれたらしくてね」

　一宮さんの視線の先に包帯だらけの加か茂もさんがいた。

「確かに上着のポケットに入ってたんだ！　あいつらに取られないよう必死で守ったんだ！　間違いない！」

　ふと加茂さんがこちらを向いた。視線で思い出したのか、一宮さんは笑顔で俺おれを紹介した。

「加茂さん、加か納のうくんです。彼があなたを見つけたんですよ」

　その瞬しゆん間かん、いきなり加茂さんが摑つかみかかってきた。

「てめぇか！　てめぇが盗んだのか！」

「ちょ、ちょっと加茂さん！」

　いきなりのことで意味がわからなかった。

　一宮さんにとっても意外だったのだろう。慌あわてて割って入るが加茂さんの怒りは止まらない。

「加茂さん、冷静に」

「ふざけんじゃねぇぞ！　人の弱みにつけ込みやがって！　この盗人ぬすつと野郎！　死んじまえ！」

「どうか落ち着いて……」

　一宮さんはなだめながら加茂さんを調理室の外に押し出す。二人がいなくなると、とたんに室内は静寂に包まれた。

　ふと俺は、周囲の視線が集まっていることに気がついた。これは……騒動に巻き込まれた者に対する哀あわれみではない。明らかな猜さい疑ぎの視線だ。

「あ～、よく寝た。ん？　お兄さんどったの、この雰囲気」

　あくびをしながらエルが室内に入ってくる。俺は思わず脱力した。

「お前、いい神経してるよ」

「えっ？　褒ほめてくれた？」

「ある意味な」

「加茂さんにはとりあえず部屋で安静にしてもらった」

　一宮さんが戻ってきても空気は改善しない。痛いほどの視線は未いまだ全身に突き刺さっている。

「加納弥や助すけ。吐くなら早いほうがいいぞ」

　真ま面じ目めな顔をして隼はや人とが小声で囁ささやいてきた。

「言っておくが、俺はやってないぞ」

「犯罪者はみんなそう言うんだ」

「加納くん、ちょっと聞かせてもらっていいかな？」

　一宮さんは真剣だ。ほらきたと隼人が横でつぶやいたので、腹に軽くパンチを入れておいた。

「まあ、この状況じゃしょうがないですね」

「君だと思っているわけじゃないんだ。でも疑いを晴らす必要はあると思ってね」

　憎まれることも疑われることも苦痛ではなかった。ただやはり濡ぬれ衣ぎぬは心外であるし、くだらぬことで情報収集に支障をきたすのは不快だった。

「君はコンビニ帰りに加か茂もさんを発見したと言っていたけど、どうしてそんな夜中にコンビニに？　それにその怪け我がは？」

　関係ないと思いますが、と前振りを入れ、俺おれは正直に語った。一いちの宮みやさんは公園での喧けん嘩かや一緒にいた女性について尋たずねてきたが、この件にはまともな説明をすることができなかった。相手が誰だれだったのか実際に知らないからしょうがないのだが、我ながら怪しいことこの上ない。

「加茂さんは上着のポケットに携帯が入っていたと言っているけど、君は見たかい？」

「いえ、見ていません。ポケットに入っていたこと自体、今、初めて知りました」

「他に加茂さんの携帯を見た人はいないかな？」

　返ってきたのは沈黙だけだった。

「僕は加茂さんの上着が手当てのために脱がされ、側そばに置かれていたのは覚えてるんだ」

「じゃあその間、誰でも盗めたのでは？」

「でも人がたくさんいた」

「不可能ではないと思いますが」

「ただリスクは高いね。疑いたくないが、加茂さんと二人だけだったのは君だけなんだ」

　どうも埒らちが明かない。それどころか、反論するほど立場が悪くなっている。

　おそらく先ほど公園での出来事を語ったことも影えい響きようしているのだろう。怪しいことを言ったことで、信用がなくなってしまったのだ。だからといって真実なので、他に言いようがない。

「お兄さんは違うよ」

　はっきりと擁よう護ごしてくれたのはエルだった。

「お兄さんが携帯盗んで何か得するの？　お兄さんはそんなことする人じゃないよ」

「ライバルを落とそうとしたんだろ」

　エルは目を吊つり上げ、発言者を探した。だが誰が言ったのか発見することができなかった。

「ボクはずっとお兄さんと一緒にいたけど、ライバルとか気にする人じゃないよ！　そんな普通の感覚してないんだよ！　食事だって夕食以外はいっつも食パンばっかりなんだよ！　だからしないよ！　そうだよね！」

「ああ、その通りなんだが論点がずれてる」

「ああもう、そうじゃなくて……！」

　エルの気持ちは嬉うれしいが、事態は悪化したと言っていい。『あんな小さい子を騙だまして心が痛まないのか』なんて声まで聞こえてくる。

「ちょっといいですか」

　綾あや芽めが手を挙げた。

「なんだい？」

「私、最初から聞いていたんですが、弥や助すけ先せん輩ぱいは違うと思うんです」

「先輩だからかばおうっていうのか！」

　綾あや芽めは普段からは考えられないような鋭い目つきで野や次じを飛ばした男をにらみ返した。

「あなたが犯人だったとしたら、弥助先輩のような話をしますか？　どう考えても怪しいですよ？　もう少しマシな話を用意しておくはずです」

「馬ば鹿かだから考えてなかったんだろ？　んでとっさに言い訳した。十分筋は通るぜ」

「どうでしょうね。そもそも弥助先輩にとっては得よりリスクのほうが大きいです。私は紛失か加か茂もさんの勘かん違ちがいの可能性が高いと思いますが」

「そんなにかばうなんて怪しいじゃねーか」

「ならあなたも十分怪しいですよ。誰だれかを非難することで本当の犯人から目を逸そらさせようとしているんじゃないですか？」

「何だと！」

「ちょっと待った！」

　一いちの宮みやさんが止めた。

「僕も光こう明みよう寺じさんが言ったように、紛失か勘違いじゃないかと思う。この件は僕が責任を持って調べるから、とりあえず話を収めてくれないか？　争っても良いことはないだろう？」

　一宮さんの言葉で一応収まった。だが疑いの視線は消えることがなかった。




「お兄さんが盗んだりするはずないのに！　やるのはせいぜい盗聴くらいだよ！」

　エルは怒りが収まらないようで、部屋までついてきて愚ぐ痴ちをこぼした。その愚痴が見事的中していたため、俺おれは一いつ瞬しゆんヒヤリとした。まったく、これだからエルは侮あなどれない。

「あの、弥助先輩……」

　少し時間を空あけて綾芽がやってきた。

「ごめんなさい。もっと早く助けられればよかったんですけど」

「いや、謝る必要なんてない。十分助かった。ありがとう」

　あれだけ空気が悪い状況で真っ向から立ち向かうには相当勇気がいる。強い正義感を持つ彼女がいなければ、最悪寮りようから追い出される可能性もあった。感謝は当然のことだ。

「先輩、それで私、ちょっと気になることがありまして」

「何？」

「朝、加茂さんのお見舞いに行ったんですけど、そのとき一宮さんが先にいたんです」

「二人きりになる機会は、一宮さんにもあったということか」

「ええ」

　つまり彼女が言いたいこととは──

「一いちの宮みやさんが犯人じゃないかと、そう思ってるのか？」

「そこまでは……」

「でも少し疑っている」

「……そうですね」

「違うだろうな」

　俺おれはそう告げた。

「一宮さんが犯人と仮定すると、可能性は二つ。一つは一宮さんによる窃せつ盗とう。もう一つは加茂さんと共同での自作自演だ。だがどちらもデメリットが大きすぎる。やるなら決定的場面でやるべきだ。そのことがわからない人じゃないと思うが……」

　あの人は事務屋であり、調整屋だ。物事を進めるには欠かせない人材だが、陰いん謀ぼうをする類たぐいの人間ではないように思う。まあ観察対象としては陰謀をする一面があったほうが面白いのだが、現状を見ている限り、それだけの器うつわではない。しかし演技の可能性も捨てきれないか──

「もしかして、すでに決定的場面だったりして」

　エルのつぶやきは波紋のように室内に広がった。

　思いもよらなかったがその可能性はある。現在目的は見えないが、大きな利益を得るための一手だったのかもしれない。本意ではなかったが──なんて言い訳、一宮さんなら言いそうだ。

　だとしたら注意しなければならないだろう。候補生最高のエリート、一宮忠ただ志しの行動に。




　ここ数日通っている図書館からエルと共に戻ってきた俺は、夕食を一緒に食べる約束をして別れた。そして自室に戻ろうとしたとき、

「弥や助すけくん」

　と本ほん郷ごうさんに部屋の中から声をかけられた。部屋の扉は手が入る程度に開かれていた。

「どうしました？」

　部屋に入ると、机に向かっていた本郷さんが振り返った。目に飛び込んできたのは、小学校低学年くらいの魔法少女がプリントされたＴシャツだった。

「いやね、今日は朝、大変だったみたいじゃないか」

「ええ、まあ」

「ぼくは途中からしか見ていなくてね。君の口から事情を聞きたいんだけど、良ければ教えてくれないかな？」

「いいですけど」

　特に隠す理由もないので、俺はありのままを語った。

「ああ、なるほどねぇ。君も災難だったね」

「信じてくれるんですか？」

「確信があるわけじゃない。でも君はぼくなんかにも分け隔へだてなく話してくれている。だからぼくは君を信じたいんだよ」

「一いちの宮みやさんやエルもいるじゃないですか」

　二人は組織内で彼と比較的話をしている人物である。

「枝え流る夢むくんは好きだよ。無む邪じや気きで可愛かわいいじゃないか。もう少し年が若いと最高だけど、あの年であれだけ胸が控えめだなんて、かなりの逸いつ材ざいだよ！」

　十分子供だと思うのだが、ストライクゾーンは人それぞれなので介入しないことにした。

「でも忠ただ志しくんは嫌いだね。ぼくに話しかけるのは義務感からというのが見え見えじゃないか。ぼくはね、ああいう態度が一番嫌いなんだよ」

　それはわかる。偽ぎ善ぜん的な正義感は腹が立つものである。

「君もぼくのように部屋の中に閉じこもっていたほうがいいよ。外に出るから問題に巻き込まれるんだよ。何ならソフト貸すよ？」

　本ほん郷ごうさんの背後にあるノートパソコンには、二次元美少女が微笑ほほえんでいた。

「確かにそうだと思いますけど、外に出ないと調べ物ができないので」

「やることがあるならしょうがないか」

　本郷さんはそれ以上勧めてこなかった。

「ああ、そうだ。いろいろ話してくれた代わりに、ぼくからいい情報をあげよう」

「何ですか？」

「さっき話に出ていた忠志くんのことだよ。彼、結構きな臭くさいよ」

「……どういうことですか？」

「ぼくがどうしていつもドアを少し開けておくかわかるかい？」

「いえ」

「見てみるといいよ」

　俺おれはドアを少しだけ開けて覗のぞいてみた。すると階段を上ってくる人の姿が見えた。

　そういえばこの場所は三階が男子禁制のため、待ち合わせ場所になることが多い。それだけに仲のよい男女がここで話し込んでいる姿を幾度も見たことがあった。

「……話し声までは聞こえませんね」

「でも、誰だれと誰が繫つながっているのかよくわかるだろう？」

「そうですね」

　盗聴器はこの地点に置いておくべきだったのかもしれないな、と俺は思った。

「忠志くんは今日の盗難事件以後、人を入れ替わり部屋に呼んでいる。今のところ五人くらいかな。それも比較的忠志くんと仲良くしていた人ばかりだ。忠志くんは今まで表面上誰かをひいきすることがなかった。それだけにこれはかなりおかしな行動だよ」

「……確かに」

「君はこれを元に、どんな予測を立てる？」

「盗難事件の調査でしょうか？」

「だとしたら仲がいい人ばかりを呼ばないよね？　ぼくはもう一歩深く考えてもいいと思うんだ」

「なら……」

　本ほん郷ごうさんは一いちの宮みやさんに好意を抱いだいていない。だからシビアな答えのはずだ。

「……組織の再編成」

　本郷さんは黄色い歯を見せて笑った。

「うんうん、ぼくもそう思ってるんだ。今の組織はちょっと人数が多すぎる。彼はもう一度信頼できる人と組織を作り、その他の人には加入条件を厳しくして統制しようと思っているんじゃないかと予想しているんだ」

「ありそうなことですね。それで、その中から俺おれやあなたは除かれている、と」

「枝え流る夢むくんもだね。たぶん忠ただ志しくんは表面上どう取り繕つくろおうと、君への疑いを持ったままなんだよ。枝流夢くんは君と一緒にいるから外した、ってところじゃないかな」

　なるほど、一理ある。組織化は現状、非常に有効な策だ。数は力であり、法律のない状況下で身を守りたければ群れるしかない。ただ組織には弱点もある。今回のような相互不信である。だから今度は信頼できる人物だけで固めるつもりだろう。

　当初の組織は生活用。その後信頼できるメンバーが見えてきたら統制用の組織を作る。

　実に合理的だ。だとすれば当初の組織でリーダーとなったのも、統制用の組織への伏線だったのかもしれない。リーダーとなれば人望を獲かく得とくできるし、多くの人と接しやすく、信頼できる人物を見つけやすい。これを初めから計画していたとすれば、一宮さんは相当の策士だ。

「今までの話の根拠は？」

「忠志くんが動いているのは事実だよ。でもその後はぼくがそう考えているだけだ。信じるかどうかは君の勝手だよ」

　本郷さんの推測がもし真実なら、二つの組織のリーダーとなる一宮さんの権力は他の候補生の追つい随ずいを許さず、寮りよう内ないに教官以外の独裁者を誕生させてしまうこととなる。断定するには早すぎるが、今はリスクを犯すだけのメリットが一宮さんにあったことがわかっただけで十分か。

「本郷さんはどうしてこのことを俺に？」

「君はぼくによくしてくれているからね。気になっていることを教えてあげたかったんだ」

「助かります」

　本郷正まさ信のぶ、か。二階と三階の間にあるポイントに目をつけるとは面白い発想だ。オタクなのかもしれないが、彼もまたビルから飛び降りるという狂気の沙さ汰たをやってのけた男なのである。見た目や言動で興味対象から切り捨てるのは早計だということが証明されたと言えるだろう。

　……そういえば、この条件は候補生すべてに当てはまることだ。ならば隼はや人とも注意すべき人物の一人なのだろうか？

　突然、ゲームのレベルアップ音が響ひびいた。そういえばメールの着信をこの音にしていたっけ。

『いい気づきです。その調子で頑張って。私はいつもあなたを応援しています』

　見透かしたような文面にぞっとした。差出人は不明。仮にＸとでもしておこうか。

　最初、Ｘは神こう戸べ一いち夜やかと思った。幹部ならば候補生のアドレスを手に入れるのも難しくないだろうし、会話の傍ぼう受じゆや先読みもできそうだ。だがあの男はこんな真似まねはしないだろう。

　次に浮かんだのは公園で出会った少女だった。彼女が幹部ならば……と思ったが、あの少女は颯さつ爽そうとしていた。メールのときだけこんな女性っぽい文面を送るとは思えない。

　とりあえず害は無さそうだし、調べる手段はない。ならば放っておけばいいか、と思った。




　今日の夕食はカレーだった。俺おれがいつものように夕食係から皿を受け取ると、明らかに量が少なかった。おかしいなと思って夕食係の顔を見ると、その表情は想像以上に冷たかった。『何か文句あるのか』と語っていることは一目でわかった。

　朝の騒動の犯人が俺だと思っているということか。しょうがないかもしれない。綾あや芽めが何かと誘ってくれるが、メンバーに溶け込めているとは到底思えない。

「なにこれ！　お兄さんの明らかに少ないよ！　どういうこと！」

　エルの声が調理室中に広がる。周囲は会話を止やめ、こちらへと視線を向けてくる。

　しかし夕食係も負けてはいなかった。堂々と否定する。

「どこがだよ。なぁ？」

「そうよね～。普通よ、普通。ね～」

「エル、いいよ」

「よくないよ！　こんなのひどいよ！」

「うるさいわね！　ほら、後ろ並んでるんだからさっさと行ってよ！」

　夕食係はカレーの皿を突き出した。見たところエルの分は普通盛りだ。

　だがエルは受け取ろうとしなかった。しょうがなく俺が皿を受け取った。

「ほら、エル。どこに座る？」

「…………っ！」

　エルは顔を伏せ、俺の服を引っ張った。どうやら出て行こうという意味らしい。両手がカレーでふさがっているため、俺はエルのなすがままに出口へ連行される形となった。

　エルは勢いよく引き戸を開け、俺を廊下に出した。それから反転すると、涙を目一杯に溜ため込んで思い切り叫んだ。

「バカヤローーー！」

　同時にバンッと激しい音を立てて閉める。エルはそのまま立ち尽くし、泣いていた。

「行こう。カレーが冷めるぞ」

「…………うん」

　俺おれが歩き出すと、エルは黙って後ろをついてきた。




　エルは俺の部屋に着くまでは泣いていたが、室内に入ってカレーを差し出すと、今度はがつがつと食べ始めた。どうやらやけ食いのようだった。

　そして食べ終えたとたん、

「水ううううううううう」

　と叫んで部屋を出て行った。数分後、戻ってきたエルの顔は晴れやかになっていた。

　よく見ると、袖そでが湿っていた。顔を洗って気持ちを切り替えてきたといったところか。

「あ～、もうやんなっちゃうね、ホントに」

　エルはベッドにダイブする。部屋に来たときはいつもそこにいるのでお気に入りなのだろう。

「俺はホントにどうでもいいんだからな」

「わかってるよ。お兄さんがそういう変人だってことくらい」

　枕まくらに頭を沈め、足をバタバタする。

「でもさ、腹立つじゃん！　見た？　あの嫌いやな顔！　ああもう、いつか絶対、こうして、こうして、こうしてやる！」

「それ俺の枕だから、ある程度で勘かん弁べんしてやってくれな」

　枕カバーが破れそうな勢いだったので止めたのだが、エルは無視してベッドの上でどたばた暴れまくる。しょうがなく放置していると、さすがに疲れてきたのか、大の字になって寝そべった。

「エル、今日みたいなことはもうやらないほうがいい」

　そう告げると、エルは飛び起きた。

「どうして！　ボク間違ったことしてないよ！」

「やってしまった後で言うのもなんだが、こんなことをすればお前は俺の派は閥ばつの人間ということになる」

「派閥？　バッカみたい」

「その意見には同感だが、そういうものなんだ。俺の側そばにいると、お前が損をする。実際お前がずっと俺と行動しているせいで、一いちの宮みやさんの企たくらみにお前が入っていない」

「なにそれ？」

　俺は本ほん郷ごうさんから聞いたことを教えてやった。

「俺と一緒にいなければ、お前は声をかけてもらっていただろう。だから──」

「お兄さんはボクが邪じや魔まなの？」

　潤うるんだ瞳ひとみで見つめてくる。その瞳があまりに真っ直すぐすぎて──俺は思わず視線を逸そらした。

「邪魔とは思っていない」

「でもどうしても側にいて欲しいとも思ってないでしょ？」

「……ああ」

「たぶんそれはボクにだけじゃなくて、すべての人に対してそうなんじゃないのかな？」

「……そうだな」

「そう、お兄さんは空っぽなんだ。だから執着もしないし、ある意味誰よりも平等。その中でも一番お兄さんがおかしいところは、自分に対しても執着しないところ。だから変人なんだ」

　……そうなのかもしれない。

「お兄さんの心の部屋はね、誰だれも引き止めない代わりに、いつも空あいているんだ」

「自分ではよくわからないな」

「間違いないよ。ボク、そういう人のにおいって何となくわかるんだ」

「一種の才能だな」

「違うよ。これはボクの姑こ息そくさ、だよ」

　普段と違った大人おとなびた瞳ひとみで冷笑する。彼女のシニカルな姿は痛々しいものがあった。

　エルは体操座りになり、枕まくらを抱だきしめた。

「ボクね、寂しいのは嫌い」

「…………」

「だから、甘えるの大好き。でもね、甘やかされるのは嫌い。難しいでしょ、ボク」

「そんなことはないと思うぞ」

「お兄さんとは相性がバッチリだからだよ。きっと前世が兄妹きようだいだったんだ」

「しかし俺おれといると、お前が昇格できなくなるかもしれない」

　エルが天て子し峰みねに来たのは深刻な事情があったからだろう。何せ小学生なのだ。事情がなければ来る理由がない。そのため昇格できないということはエルにとってすべての破は綻たんを意味する。俺は失敗してもいい。思いつきで来たのだから。だからこそ付き合わせるわけにはいかない。

「大丈夫だよ。お兄さんはここなら出世するよ。それでボクもおこぼれで昇格できるってわけ。言っておくけどボクの勘かんは当たるよ？」

「その勘に命を賭かけられるのか？」

「賭けられるよ。だってボクはすでに一度、命を賭けてきたから」

　ビルの縁ふちに立ったとき、おそらく彼女は『たぶん助かる』という勘だけを頼りに、命を賭けたのだろう。

　小学生の少女がするには重すぎる決断だ。そのときエルはどんな気持ちだったのだろうか。

「俺はお前のように誰かの気持ちを背負うことはない。だから踏みにじるかもしれない」

「お兄さんはね、背負わないところがいいところだと思うよ。でも少しずつ背負おうとしてきているのかもしれないね。だって本当にどうでもいいなら、確認なんてしないから」

　その一言は俺にとって衝しよう撃げきだった。

　そう、エルの言う通り、学校での俺はただ見ていた。見ているだけだった。どうでもよかったから。だから何があっても冷ややかに、植物のようにただそこにいるだけだった。

　だがエルとクラスメートでは決定的に違うところがある。学校にはエルのように命賭がけの決断をする者などいなかった。だからだろうか。俺おれがエルに熱を感じるのは。

　エルは俺にないものを持っている。一般人と比べても、特別な何かを。だから俺は──

「面白い」

　明確な何かを抱いだかないままぼんやりと過ぎていく日々。そんな時間の中で見つけた普通ではない世界と、普通ではない少女。そこで感じた新たな心の動き。これこそ俺が探し求めていたものの一端なのかもしれない。

「わかった。エル、ここにいていいぞ。もうお前の行動にケチはつけないから安心してくれ」

　そう言うと、ふいにエルの瞳ひとみから涙がこぼれ落ちた。

「……あれ？　どうしたんだろう、ボク。こんなに嬉うれしいのに……あははは」

　緊張の糸が切れたのだろう。大人おとなでも戸惑うこの環境で、頼れると思っていた人間から突き放されそうになったときの心細さは、想像を絶するものだったに違いない。

「ごめんな、エル。俺、こんな風だから、全然気づいてやれなかった」

「やだなぁ、お兄さん。お兄さんが謝ることなんて何もないじゃん」

　エルは笑いながら涙を拭ぬぐった。しかし拭っても拭っても涙は止まらない。

「ああ、もう何で……、よしこうなったら──おやすみ！」

　エルはいきなり毛布にくるまった。

「お、おい、エル、さすがにそれは……」

「すーすー」

　わざとらしい寝息だ。だが何となく、このままにしてやったほうがいいと思った。

「……おやすみ、エル」

　俺は電気を消し、机に向かった。ヘッドホンをして、日課である盗聴の分析を始める。

　それが終わり、床に転がって寝ようとしたとき、エルの寝言が聞こえた。

「お母さん、大丈夫だよ……きっとボクが治してあげるから……」

　そういえばエルはここへ来た理由をこう言った。

『お金が必要だったから』

　またその後こう続けた。

『詳しい理由は聞かないで欲しいなぁ。あんまり人に言い回ることでもないしね』

　そうか。エルは母親の治療費を稼かせぐためにここへ来たのだ。

　こんなところに来るからには、父親や親しん戚せきがいないか、いても匙さじを投げたのだろう。だからこそエルは一人悲壮な決意を秘め、命賭けの試験に臨のぞんだのだ。

　……この気持ちは何だろうか。守ってあげなければと思っているのか？　俺が？

　混乱が記憶中枢を刺激したのだろうか。

　突然のフラッシュバック。脳裏に過去の映像が次々と映し出されていく。

　ジャングルジム。駆け寄る友達。得え体たいの知れない者を見る目。病院。父と母。喧けん嘩か──

　誰だれも理解してくれない。味方はいない。ただ一人、立ち尽くすだけ……。

「くっ……」

　俺おれはよろめいた。慌あわてて机に手をかけ、身体からだを支える。

　……だが、これでわかった。

　エルも俺と似た場所に立っていたのだ。でもエルはそこから前に進むと決めたのだ。

　俺は逃げたのかもしれない。俺は人間関係を築く努力をしなかった。その後反省もせず、興味の赴おもむくまま動くだけで、誰にも好意を持たなかったのをいいことに、自分が生きやすいよう表面の付き合いしかしてこなかった。

　そんな俺の心が動くのは、エルと過去の自分を重ねたためだろうか。それもまた興味からだと言ってしまえばそれまでだ。だが、もしかしたらもっと別の何かではないだろうか……。

　エルを子供扱いしておきながら、自分自身の心すらわからない。

　ただ今の気分は悪くない。ならばそれがすべてか──

　俺は布ふ団とんをかけ直し、エルの頰ほおに流れる涙を袖そででそっと拭ぬぐった。

　床に転がって天井を見ていると、ふとアイデアが浮かんだ。エルに対し、好意があると仮定してみよう。そうすれば人に対して好意を持つことができるのかわかるかもしれない。




　翌日、俺が調理室でエルと朝食を取っていると、綾あや芽めに声をかけられた。

「先せん輩ぱいとエルちゃん、今までより仲良くなってませんか？」

「そうか？」

「そうですよ。ほら、距離が近いです」

　いつもと同じように思えるのだが、彼女には感じるところがあるのかもしれない。

「お姉さんめざといねー。実はボクとお兄さん、昨日義兄弟の契ちぎりを交わしたんだよねー」

「本当ですか！」

「いや、交わしてないから」

「お兄さん、一秒ではしごを外すのはどうかと思うよ」

　最後の食パンを口に収めた俺は、立ち上がって空となった袋をゴミ箱に捨てた。

「そういえば先輩は、いつもエルちゃんとどこに出かけているんですか？」

「図書館だ。あ、そうだ。綾芽に聞いておきたいことがあったんだ」

　そこで神こう戸べ一いち夜やなどのことを聞いてみたが、回答は『知らない』だった。なぜそんなことを聞くのか尋たずねてきたので、ちょっとした依頼があるとだけ言っておいた。

「じゃあ綾芽、俺たちは行くよ」

「ちょっと待ってください。途中まで私も一緒に行っていいですか？」

　ここでは話せないことがあるらしい。承しよう諾だくして外に出ると、警戒しつつ綾あや芽めが切り出した。

「実は先せん輩ぱいの耳に入れておきたいことがありまして」

「何だ？」

「一いちの宮みやさんは今、自警団を作ろうとしてます」

　やはりその件だったか。昨日の盗聴記録の中に自警団を匂におわせる会話があったため、もしかしたらとは思っていた。

「さすが先輩、気がついていたんですね？」

　表情で綾芽は察したようだ。さすがの鋭さである。

「まあな。自警団と言うからには、生活用ではなく、統制用の組織だな？」

「でしょうね。一応みんなの安全を守るという建前はありますが……」

「いつ強権を振るってくるかわからない、ってことか」

　ならば本ほん郷ごうさんの推測は真実だったということになる。

『もしかして、すでに決定的場面だったりして』

　やはりあのエルの言葉は的を射ていたのかもしれない。

「実は私、自警団のメンバーの一人なんです。それで誘われたとき、先輩とエルちゃんも入れてはどうかと提案したんですが……」

「疑われているからダメなんだな、俺おれたちは」

「……すみません」

「いや、綾芽のせいじゃない。それどころかこうして情報をもらえて助かっている」

　綾芽の厚意には本当に頭が上がらない。彼女がいなければきっと完全に孤立していただろう。

「綾芽は一宮さんが独裁者になると思うか？」

「正直わかりません。ただ先輩たちは危険視されているので、気をつけたほうがいいかと」

「やだな～、こういうの」

　エルの性格からすれば、裏でこそこそするのは気に入らないのだろう。

「あ、ちょっとすみません」

　綾芽は足を止めると、道みち端ばたに生えていたタンポポの葉を摘み、ポーチに入っていたビニール袋に詰め始めた。

「……それ、どうするんだ？」

「食べるんですよ。これは生えたばかりなのでちょうど食べ頃ごろだと思いまして」

「ぶっ！　ちょ……お姉さん、イメージに反してサバイバルすぎるって……」

　綾芽はまともなほうだと思っていたが、認識を改めたほうがいいのかもしれない。

「ここの食事はどうしても偏かたよっちゃうじゃないですか？　やっぱり緑のものも食べなきゃ」

「タンポポが食べられるって、よく知ってたな」

「私、孤児院育ちなので、結構サバイバルしたことがありまして」

「……はっ？」

　予想だにしていなかった発言に、俺おれは続く言葉が出てこなかった。

「そういえば言ってませんでしたね。別に隠していることでもないんですけど」

「……いや、俺こそ驚おどろいてしまってすまない。あまりに意外だったから」

「よく言われるんですよ。どうしてでしょうね」

　いや、そりゃみんな驚くだろう。容姿や仕草はどこぞのご令嬢にしか見えないのだから。

　綾あや芽めはあらかた摘み終えると、すくっと立ち上がった。

「じゃあ私、そろそろ戻ります」

「綾芽はバイトをしないのか？　そうすればこういうこともしなくて済むと思うんだが」

「一いちの宮みやさんの自警団絡がらみでお手伝いをしていまして、これが結構忙しいんです」

　意図的にバイトをしていないっぽいな。なら彼女もまた目的を見破っているのかもしれない。

「あ、そうだ。先せん輩ぱい、清きよ美みさんに伝言頼んでいいですか？」

「……ああ、枇び杷わ島じまさんのことか。図書館にいつもいるの知ってるんだな」

「ええ。『メールの返信、もっと早く返してください』って伝えてください」

「……遅いのか？」

「半日遅れが基本なんです、あの人。すぐ読んでるくせに遅いんですよ」

「随ずい分ぶん仲がいいな」

「どうなんでしょうね。私の片思いかもしれないので」

「どういうことだ？」

「清美さん、面白いじゃないですか。美人でかっこよくて頭もいいのに、実は物もの凄すごくドジで。知らない人には冷たいですけど、打ち解けてくると凄く優やさしいですし」

「お気に入りというわけか」

　考えてみれば、綾芽と枇杷島さんには共通点が多い。容姿端たん麗れいで学があるのに鼻にかけないところとか、男まさりなところがあるとか。それだけにウマが合うのかもしれない。

「先輩も……なんですけど、気づいてないですよね？」

「ん？　すまん、聞こえなかった」

「い、いえ、何でもないです！　それじゃあ先輩、また」

　そうして綾芽と別れた。するとエルがジロジロと覗のぞき込んできた。

「お兄さん、いつの間に綾芽お姉さんの好感度ＭＡＸにしたの？　もう一つイベントが起きればベッドシーンに突入しそうな雰囲気じゃん。ボクのことなんて一晩だけの関係だったんだね」

「半分くらい意味がわからないが、小学生の女の子がそういう言葉を使うのはやめておこうな」

「あ、でもさ、あれってもしかして……ううん、何でもない」

「どうした？　言いたいことがあるならはっきり言ってくれ」

「いいの、本当に。それよりお兄さん、昨日夜遅くまで机に向かってたね。また記録してたの？」

　実は昨夜ゆうべ、打ち明けるか迷っていた。でもエルに好意を持っていると仮定した。好意を持つということは、信頼するということだ。信頼しているならば、すべてを話すはずだ。

「エル、人に言わないって誓えるか？」

「お兄さん、ボクを誰だれだと思ってるの？　そんなことするわけないじゃん！」

　曇くもりなき瞳ひとみでエルは断言した。ならば言うしかあるまい。

「実は俺おれ、盗聴をしていてな。昨日もそれの確認してた」

「ふ～ん」

　エルの反応は鈍い。

「驚おどろかないのか？」

「いや、お兄さんなら盗聴くらいやってると思ってたし」

　これでも結構迷ったのだが、結果というのはこんなものかもしれなかった。

「それよりこれからどうするかだよ。綾あや芽めお姉さんは味方みたいだけど、対策立てなきゃ」

　対策といっても武器を買う金やツテはないし、仲間を集めるには知り合いが少なすぎる。

　いや、ツテか。資料もまとまってきているし、彼に意見を聞いてみるのもいいかもしれない。




「よう、待たせたか？」

「いえ」

　伊い勢せさんはあいかわらずの特攻服姿だった。漆しつ黒こくなので、明かりが少ないと見えにくい。その代わり頭の金髪は非常に目立っていた。

　時刻は夜九時。電話をしてみると、この時刻に公園の南口へ来るよう指定してきたのである。

「ちょっと場所を変えるぞ」

「わかりました」

　公園を出る。伊勢さんが案内したのは、校舎の隅にある倉庫の裏だった。

　倉庫は使われておらず、人はまず来ない。その裏手となれば塀へいとの間に台車などが打ち捨てられた一メートル程度の隙すき間まがあるだけなので、秘密裏に話すには最適だ。

「すまないな、わざわざ出ばらせてよ」

「電話やメールだと危険がありますから」

「おっ、気づいてやがったか。オレの勘かんだが、電話とメールはほぼ間違いなく天て子し峰みね本部に傍ぼう受じゆされてるぜ」

「でもこの携帯に盗聴器とかが仕掛けられていたらお手上げですけどね」

「仕掛けられている可能性はあるが、教官には連絡がいってないだろうな」

「どうやって調べたんですか？」

「蛇じやの道は蛇へびってことよ」

　あいかわらず何をやっているか訳がわからない人である。

「伊い勢せさん、神こう戸べ一いち夜やには会えましたか？」

「いや、ダメだった。どうやらやつはすでに街から出たようだ」

「そうでしたか」

「でもいい情報だった。他には何かないか？」

「これにまとめておきました」

　初日以降、ほとんど成果は挙がらなかった。詳しくなったのは神戸一夜と血縁関係にあると思われる神戸十じゆう蔵ぞうについてくらいだった。

「ほう、あの野郎についてはランクＦ以上じゃないと出てこないのか……」

「どうです、役に立つものはありました？」

「ちょっとだけ、だな」

　伊勢さんはライターで資料を燃やした。証拠は残しておかないということか。

「でも努力してくれたことはよくわかった。お前はスパイじゃないようだ」

「スパイ？」

「ああ、候補生の中には、確実に天て子し峰みね内部のやつがいる」

「それって、禁きん門もん室しつですか？」

「禁門を知っていたか。だが違うな。あそこは情報収集と内部統制、そして人事評価に特化した機関だ。天子峰本体とは採用も別で、完全に独立している。あそこは見ていてもルールを犯さなきゃ手は出してこねぇよ。オレが言っているスパイってのは、報告、扇動、混乱要員だ」

　完全なミスだな。その発想はなかった。そりゃ天子峰だから何かやってくるだろうとは思っていたが、そこまでしているとは予想外だ。だとすると携帯盗難もスパイの仕し業わざか？　天子峰ならば、最初の試練だなんて言っても不思議はない。

　しかし伊勢さんはどうやってその事実を見つけたのだろうか。まったく興味深い人物だ。

「あと教えてやれることはランクについてか。Ｆっていうのは、幹部の最低ランクの主しゆ査さを示すものだ」

「……もう少し詳しく教えてもらえますか？」

「悪いな、そこまでは教えられねぇ。だが今は意味がないものだ」

　伊勢さんを不機嫌にはさせたくない。ここは素直に引き下がっておいたほうがいいだろう。

「代わりに伝説を教えてやるよ」

「何ですか？」

「候補生の最短記録ってやつだ。候補生は世界中にいるが、最短記録は三み里さと信しん一いち郎ろう──石いわ刀と昴すばるを代理に指名したやつ……っていうか、ここの本来の社長だ。そいつは十五年前、たった一日で幹部になった。意味はわかるか？」

　試されているのかもしれない。そういう挑戦的なところが彼にはある。

　すでにここへ来て六日経たつが、未いまだ幹部昇格は遠い。それを一日で成し遂とげた男がいることに驚おどろくだけではダメなのだ。物事の本質を考えろ。冷静に、より深く──

「……そうか、この試験は『一日でクリアが可能なこと』なんですね」

「そうだ」

　実際は半日もいらないのかもしれない。初日、自由となったのは形ばかりの入社式が終わった後。その頃ころには昼を過ぎていた。残った時間は半日もなかっただろう。

「ああ、あと一個。特別給って覚えてるよな？」

「基本給の一万円以外にある給料ですよね？　どうやったらもらえるかはわかりませんが」

「能力に応じてだ。会社の役に立つと思われる知識や実績、経験があればつく。誰だれがもらっているか全員はわからないが、一いちの宮みや忠ただ志しと枇び杷わ島じま清きよ美み。この二人は確実にもらっている」

　一宮さんの華か麗れいな経歴。枇杷島さんの語学力。確かにもらっていてもおかしくない二人だ。

「いくらくらいかはわかりますか？」

「言えないな」

　言えない、ということは知っているということか。

「教えてやれるのはこれくらいか。ああ、金をやらなきゃな」

「情報がもらえたのでいいです」

「そういう訳にはいかねぇんだよ。金を払わなきゃ筋が通らねぇ」

「そういうことであれば」

　伊い勢せさんに口座番号を教えると、しばらくして五万円が振り込まれた。

「特別給もらっていたんですか？」

「いいや、オレはもらってねぇよ」

「じゃあこんな大金、どうやって」

「秘密だ。いい情報を集めてくれば、そのうち教えてやるよ」

　年はそう変わらないのに、恐ろしいほどの情報収集能力だ。単独行動ばかりで寮りようにまともに帰っていない伊勢さんだが、それだけに候補生たちの中でも際きわ立だった凄すごみがある。

「まあ何かあれば連絡してこい。話くらいは聞いてやる。それに情報もまたあれば助かる」

　伊勢さんは寮を出て行った。今日も寮には帰らないらしい。様々な情報を得ることができたが、彼自身が何をやっているかは謎なぞのままだった。




「突然のことですまない。時間もないだろうから手短に説明する」

　午前八時。教室に伊勢さんと枇杷島さんを除くほとんどの候補生が一堂に集まっていた。

　呼びかけ人は一宮忠志。昨夜ゆうべ、彼から大事な話があると一いつ斉せいメールが飛んだのだ。

「明日、教官が戻ってくることはみんなも承知しているだろう。加えて外では元候補生が僕たちを狙ねらっているし、内部でも事件が発生して不安が増している。これらのことを踏まえ、僕は自警団を作らなければならないと考えた。昇格も大事だが、生活できなくては意味がない。法律の擁よう護ごがない僕たちは、自衛手段を持たなければならないと思うんだ」

　壇だん上じようの一いちの宮みやさんの左右には、五人ずつ候補生が立っていた。どうやって手に入れたのか、男は警棒、女はスタンガンを装備している。その中に綾あや芽めと加か茂もさんがいた。

「そのため自警団を結成する。自警団はみんなの安全を守るためのものだ。バイトの送り迎えや買い出しの護衛は自警団が請け負う」

　おおぉ、と声が上がった。

「しかしその分彼らはバイトをすることができない。そのためこれは有料サービスとする」

「どういうことですか？」

　疑問視する声が飛んだ。

「僕らの警護が欲しい人は、月額三万を支払ってほしい。無論今はそんなお金を持っていないだろう。だがバイトをすればその中から出すことができるはずだ。そのため今月の護衛料は来月払いでよいとする」

　現在一万円でやりくりしている候補生にとって三万円は途方もない大金だ。それでも安全は喉のどから手が出るほど欲しいことを、俺おれは盗聴によって確認していた。

「私、希望します！」

「あ、わたしも！」

　希望者は瞬またたく間に増えていった。女性にいたってはほとんどが護衛を頼んでいた。

「お兄さんはどうするの？」

「……確認してみるか」

　希望者が列を作る中、俺は一宮さんに近づいた。

「一宮さん、依頼希望って今日出さなくても大丈夫ですか？」

「ああ、構わないよ。ただし翌月払いは今月だけのサービスにするつもりなんだ」

「わかりました」

　俺は教室を出た。エルも後を追ってくる。すると同時に教室を出た本ほん郷ごうさんと目が合った。

「弥や助すけくん、どうだい？　ぼくの言ったとおりだっただろ？」

「そうですね。本郷さんはお願いしないんですか？」

「ぼくはほとんど部屋を出ないからね。安全だよ」

「なるほど」

「ああ、そうだ。最近気づいたことがあってね」

「何ですか？」

「忠ただ志しくんは毎日病院へ通っているよ。ぼくの部屋の窓から病院の入り口が見えるんだ」

「……教官に会いに行ってるのでしょうか」

「それしか考えられないね。最初に撃たれた日ひ野のさんとは無関係のようだし」

　一いちの宮みやさんが権力を握ったことは決定的となった。現在彼とは敵対していないが、いざとなったら暴力でねじ伏せられる危険性がある。ならば対抗策が必要だ。

　俺おれは部屋に戻ると、エルに提案した。

「一宮さんを尾行しよう」

　俺は腕に巻いていた包帯をほどいた。これをつけていては目立ってしまう。

「取っていいの？」

「もう大丈夫だ」

「ならいいけど……」

　俺はジャケットを羽織った。尾行するなら、早めに動き始めたほうがいい。

「あ、そうだ。調べ物は？」

「ひとまずは終わりだ。ああ、それでお金がもらえた。今度時間があるときうまいものをおごって……って、金を渡せばいいか。じゃあ半分──」

「いいよ。それはお兄さんのもの。ボクは時々おごってもらえるだけで十分」

「わかった。報ほう酬しゆうの半額分、おごってやるよ」

「そういうところきっちりしてるねぇ」

「数字は一番わかりやすい基準だからな」

　エルには寮りよう内ないの監視を指示した。おそらく俺よりエルのほうが警戒されていないため、何かと人の目がある寮内の尾行はエルのほうが向いている。

　俺は校門で張り、一宮さんが外に出たときは共に追う。そういうことになった。




　夕食の時間となった。とはいっても俺とエルはカレーを減らされてもめて以来、夕食を調理室で取らないことにしていた。そのため俺は食事を受け取ると、その足でエルと共に自室へ向かった。だが二階の廊下に差し掛かったところで人の気配を感じたとたん、いきなり背後から警棒を振り下ろされた。

　頭に衝しよう撃げきが走る。とっさに皿を落とさないよう努力したが無む駄だだった。夕食の焼きそばは無残にも床に撒まき散らされた。

「お兄さん！」

　犯人の顔を見てみると、加か茂もさんだった。

「ひどいよ！　何するの！」

「この盗人ぬすつとが。さっさと死ねよ」

「違うよ！　ボクたちは──」

「どうかしたのか？」

　一宮さんが階段を上ってきた。加茂さんはすかさず肩をすくめてみせた。

「人がいるとは思わなかったらしくてな。驚おどろいて加か納のうが転んで頭をぶつけたんだ」

「違うよ！　この人が警棒で殴なぐってきたの！」

「……本当ですか？」

　一いちの宮みやさんの目は厳しい。しかし加か茂もさんは動揺する素振りを見せなかった。

「おいおい、おれを疑ってるのか？　この怪け我がでそんなことする余裕あると思うか？」

　なかなかの役者ぶりである。危害を加えてきたのでなければ褒ほめてやりたいところだ。

「お前、こいつが疑われてる原因がおれにあるからって、はめようとしてるんだろ！　一緒にやっていかなきゃいけないときなのに、何考えてるんだ！」

　エルが不快さを隠そうともせずにらみ返す。一宮さんは迷った挙あげ句く、ぽつりと言った。

「……とりあえず片付けましょう。代わりに僕のものを──」

「またそんな風に！」

　エルが激げつ昂こうした。

「そんなことしたって意味ないよ！　だってボクたちは『正しい』んだもん！　ごまかしたって、ボクたちを疑ってることには変わらないじゃん！」

「…………」

　一宮さんは沈黙した。

「お兄さん、いいよ。これボクが食べるから」

　エルは唇くちびるを嚙かみ締め、落ちた焼きそばを拾った。そして拾い終えると、一宮さんに向けて舌を出した。

「べーっだ！」

　一宮さんはエルが背を向けても動くことができずにいた。




　部屋に入っても、エルはあいかわらず不機嫌だった。俺おれが無理やり皿を奪うばって落ちた焼きそばを食べてやると、何か思うところがあったのか、しみじみとつぶやいた。

「何とかしなくちゃね」

　エルの危機感はもっともだ。ついに恐れていた事態が起こってしまったと言えよう。

　今のところ一宮さんが主導して襲おそわせたかはわからないが、寮りようの内部でも安全を確保できなくなった。かといって外も危険だ。第二の課題である『目標を見つける』も大事だが、それに並行してどうにか対抗策を見み出いださなくてはならない。

　やはり天て子し峰みねはやすやすと進めさせてくれるほど甘くないようだ。

　俺はエルと一宮さんの尾行結果を確認した。注目すべき点は二つある。

　一つ目は昼食をレストランで取ったこと。最低七百円はするような店で、一宮さんがお金を持っていることが確定的となった。伊い勢せさんの情報は正しかったのである。

　二つ目は病院へ入ったこと。エルに病院内で情報を探らせると、看護師の一人から一宮さんが教官の部屋へ行っていたことがわかった。これで本ほん郷ごうさんの助言も正しかったことが証明された。

「対抗できそう？」

「全然駄だ目めだな。自警団の連中は武器を持っている以上、一いちの宮みやさんが金を持っていることは知っているはずだ。教官のところへ行っていたことも、いくらでも説明のしようはある」

「じゃあ……どうするの？」

　寮りよう内ないで襲おそわれたとなると、かなり状況はやばい。ならば仕掛けるしかないか。

　俺おれはメールを打ち始めた。

「何をしてるの？」

「一宮さんに直じか談判をしてくる」

「でもさ、あの人きっと玉虫色の結論出すだけだよ」

「安心しろ。狙ねらいはこれだ」

　俺は予備の盗聴器を取り出した。

「直接一宮さんの部屋につけてくる。動揺しているだろうから、今が最大のチャンスだ」

「ええっ？　それかなりやばいんじゃ……」

「このままでもジリ貧だ。ならば逆転の一手を打ったほうがいい」

「案外ギャンブラーだね、お兄さん」

　メールを送信、と。すぐに返信はきた。メールには八時に部屋に来て欲しいと書いてあった。




　危険があるのでエルを部屋に残し、俺は深呼吸後、一宮さんの部屋の扉をノックした。

「一宮さん、加か納のうです」

「どうぞ」

「失礼します」

　部屋の中には、意外な人物が待ち受けていた。

「こんばんは、弥や助すけ先せん輩ぱい」

「綾あや芽め……。どうしてここに？」

「客観的に聞くことができる第三者が欲しくてね。よかったかな？」

「構いません」

　一宮さんが今一番信頼しているのは綾芽なのだろう。ここに呼ばれたことがいい証拠だ。

　俺は一宮さんの向かいに座った。この場所はベッドを背にしており、ベッドの下に盗聴器を隠しやすそうだと考えてのチョイスである。

「それで話を聞かせてくれないか？」

　俺は正直に語った。そういった意味では、盗難事件のときと変わりがなかった。

「う～ん」

　一宮さんはやはり結論を出せないでいる。優秀だがやっぱりそういう人なのだ、この人は。

「光こう明みよう寺じさんはどう思う？」

「断言はできませんけど、私は加か茂もさんのほうが怪しいと思っています」

「根拠は？」

「私が弥や助すけ先せん輩ぱいの立場で相手の失しつ墜ついを狙ねらって狂言をするなら、リーダーを狙います」

「つまり僕か」

「そうですね。正直なところ加茂さんを狙っても、弥助先輩に得は少ないです。ただ弥助先輩が加茂さんに私し怨えんがあるなら別ですが」

　綾あや芽めは単にかばうだけでなく、俺おれに分の悪い推測も言った。公正であることを証明するのによい語り口だ。綾芽の言が信頼できるだけに、一いちの宮みやさんの迷いも深まっているようだった。

「僕にはどちらか判断がつかない」

「……そうですか」

「でもね、枝え流る夢むちゃんには謝りたい気持ちでいっぱいなんだ……」

　一宮さんが顔を伏せた。

　──今がチャンスだ！

　袖そで口ぐちに仕込んだ盗聴器を素早くベッドの下に滑らせる。

　一宮さんは……気づいていない。綾芽は……顔を見つめると、微笑を返してきただけだった。

「そうですか。わかりました。エルには俺からよく言っておきます」

「すまないね」

「いいえ、気にしないでください」

　俺は席を立った。仕込みが終わったのなら、長なが居いしないほうがいい。

「ああ、そうだ。一つ聞いていいですか？」

　しかし盗聴で成果が挙げられるとは限らない。去る前に一度攻撃を加えておこう。

「一宮さんは教官のところに通っているようですけど、何をしに行っているんですか？」

　一宮さんは虚を突かれた表情をした。綾芽は動揺していない。知っていたということか。

「そうか、だから君は僕を信用していないんだね」

「いえ、信用したいから聞いたんです。正直に言うなら、俺が襲おそわれたのは一宮さんの指示ではなかったのかとちょっとだけ疑っています。だからその疑いを晴らしたいんです」

「……そうか」

　一宮さんは肩を落とした。だがすぐに真しん摯しな目をして語り始める。

「いずれ話そうと思っていたことだ。僕はね、教官と和解しておく必要があると考えているんだ。今後、必ず教官と顔を合わせることになる。ならば仲良くなっておいたほうがいい。今日、僕は自警団という武器を持って、候補生に暴力を振るわないでもらえるよう頼んできた。教官は怪け我がのせいか少し丸くなっていてね。了承してもらえたよ」

「そうでしたか」

「わかってもらえたかな？　僕はね、暴力が嫌いやなんだ。不和も嫌だ。だからそのためにできることをなるべくしたいだけなんだ」

「教えてくれてありがとうございました」

　はっきりとわかった。一いちの宮みやさんは独裁者になれない。その資質も願望も、ない。

　ならば携帯の窃せつ盗とうは誰だれがやった？　有力なのはスパイだが、組織化への早さを考えると、誰かの意図のようにも感じる。どちらにせよ対策の方向性を変える必要があるだろう。警戒すべきは一宮さんより、自警団内部の人間だ。一宮さんがあの調子ではいずれ統制が利きかなくなり、加か茂もさんのように暴走する可能性が高い。またスパイにも気を配る必要がある。

　まったく敵だらけだ。しかしうまく切り抜けながら見つけなければならない。昇格条件を。

　そんなことを考えながら部屋を出ると、廊下で綾あや芽めに呼び止められた。

「弥や助すけ先せん輩ぱい！」

「どうした？」

「ちょっと相談があるんです。先輩の部屋に行っていいですか？」

　そういえば以前、何かあれば相談に乗って欲しいと言われていた。最近お世話になりっぱなしだし、できることなら力になってあげたいところだ。

「相談は構わないが、部屋にはエルがいるんだ」

「ならいいところがあるんです。一緒に来てもらえませんか？」

「いいけど、風呂に間に合わなくなるぞ」

「構いません。先輩との話のほうが大事ですから」

　本人が言うならまあいいかと思い、俺おれは綾芽の後ろをついていった。

　連れてこられたのは伊い勢せさんと会話をした倉庫の裏だった。

　完全に人目につかないところに来るなり、綾芽が身体からだを寄せてきた。

「先輩……あの……実は……」

　白い手が頰ほおに伸びてくる。においまで漂ただよってきそうな距離。彼女の髪が鼻をくすぐった。

　その瞬しゆん間かん、綾芽は俺の襟えりを摑つかみ、きゅっと首を絞めた。

「見ちゃったんですよ。先輩が怪しいものをベッドの下に潜もぐり込ませているのを、ね」

　妖よう艶えん。そう表現するのがふさわしい色気が彼女からかもし出されていた。清せい楚そな雰囲気はどこへやら。獲え物ものを狙ねらう肉食獣じゆうの瞳ひとみで心の奥底まで犯そうと覗のぞき込んでくる。

　これが綾芽？　本当に？

　目の前にいても信じられない。確かに気になる点はあったが、ここまでとは……どれだけ猫をかぶっていたというんだ。驚きよう愕がくも呆あきれも通り越して、むしろ尊敬したくなる。

「何ですか、あれ。調べればすぐわかっちゃうんですから、教えて欲しいんですけど」

「何のことだ？」

　一応とぼけてみる。だが彼女は許してくれなかった。

「またまた。実はわかってます。あれ、盗聴器ですよね？　以前ネットで似たようなものを見たことがあるんです」

「偶然だろ？」

「じゃあ何ですか？　違うならはっきり教えてください。でなきゃ盗聴器つけてたって言いふらしますよ？」

「…………わかった。認めよう。あれは盗聴器だ」

「ほらやっぱり」

　濡ぬれた唇くちびるから笑みが漏もれた。

「よかったわ。このまましらを切り通されたらどうしようかと思っていたもの」

「どうせ現物を調べればわかると思うが」

「ごまかす方法ならいくらでもあるじゃない。一いちの宮みやさん、優柔不断だもの。もめたらさっきのようにうやむやになっちゃうかもしれないでしょ？」

　まったく恐ろしい。つい数分前まで一宮さんの右腕みたいな顔をしていたのにこれか。

　どこからどこまでが演技だったのかがわからなくなる。わかったことと言えば、彼女がかなり慎重だということくらいか。絶対的な優位を取るまで隙すきを見せない様は、まるで狩人かりゆうどだ。

「しかしそれが本性か」

「がっかりしちゃった？」
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「驚おどろいたが、がっかりはしていないな」

「そう、それよ」

　首を絞める力が強まった。

「私が気のある素振りをしてたのに、振り向かなかったのはなぜ？　私にあれだけされて落ちなかった男なんて今までいなかったのだけれど」

「お前が俺おれなんかを相手にすると思っていなかったからな」

「ちっ、ここまで朴ぼく念ねん仁じんだったなんて。私としたことが……」

　なるほど。彼女がアタックを仕掛けてきていたのは、簡単に落ちそうと考えたからだったか。

　おかしいと思っていたんだ。彼女ほどの女性が俺に好意を持つなんて、普通ありえない。それだけに好意を向けられる度たびにもやもやしたが、今は理由が判明してすっきりした気分だ。

「それでお前は俺に何を望むんだ？　ここまで本性を出してきたってことは、脅きよう迫はくしようってことなんだろう？」

「ふふ」

　綾あや芽めは命を握る超越者としての笑みを浮かべた。

「僕しもべになりなさい！　私の命令なら何でも実行する、忠実で有能な僕に……！」

「嫌いやだ」

　時が止まったように綾芽は硬直した。

「ちょっと聞こえなかったんだけど」

「それは嫌だと言ったんだが」

　余よ程ほど気に食わなかったのか、全力で首を絞められた。

「あんた立場わかってる？　私の言うこと聞かなきゃあんた破滅なのよ！」

「お前の僕になったら自由がなくなるだろ？　バラされたら寮りようにはいられなくなると思うが、自由はある。なら俺は自由を取る」

　伊い勢せさんは寮にほとんどいないのに、ちゃんとやっている。ということは、寮から出てもやれないことはないということだ。確かにかなりの劣勢となるが、終わりじゃない。

　暴力は怖くない。自分の運命を自分で決められないほうがよっぽど怖い。

「ちょ……寮から出たら死ぬわよ！　危ない目に遭あった子が何人いるか──」

「情報収集だけが今のところ生きがいでね。できるだけ拘こう束そくされたくないんだ」

「もう避けるのが不可能なところまできてると思うんだけど」

「まだだよ。まだ命は取られてない」

「あんた、おかしいわよ」

「自覚している」

　綾芽は首から手を離すと、俺の顎あごをくいっと持ち上げた。

「でもいいの？　あんたがいなくなればあの子は大変よ」

「エル、か……」

　自分だけなら何とかなる自信はあるが、外に出れば彼女を守る余裕はなくなるだろう。だとすれば連れて行くことはできない。ならば今のうちにできる限りの対処はしておくべきだろう。

「なぁ、お前の力でエルを仲間に入れてやることはできないか？」

「……へぇ。あの子のことは無関心じゃないんだ」

「まだはっきりとはわからない。俺おれの願望が作り上げた幻げん想そうかもしれない」

「意味わからないんだけど」

　どうやればこの感情を伝えられるだろうか。わかりやすい例を出すのがいいかもしれない。

「サイボーグってわかるか？」

「知ってるわよ、それくらい」

「昔よく言われたんだよ。サイボーグって」

「あんたにぴったりのあだ名ね」

「だろう？　言い得て妙だと俺も思ってる」

「自分で言うなんて、馬ば鹿かじゃないの」

　と言われても、本気でうまくつけたなと思うから仕方がない。

　一般的な感性から言えば納得するなんて頭がおかしいことはわかっている。だが嫌けん悪お感かんが湧わかないのだ。すると残るのは合理的なことだけで、自分がもし正常で側そばに俺みたいなやつがいたら気持ち悪いだろうなって、理解できてしまう。それゆえに表現の的確さに感心してしまう。

　でも最近エルに抱いだいた感情は、そんなおかしさから逸いつ脱だつしていた。守ってあげなければなんていうまともな感情、今までなら頭をよぎりさえしなかったのだ。そしてその変化はある可能性に結びつく。

「俺は自分がサイボーグじゃなくなるかどうか、知りたいんだ」

　おかしいことを自覚しているからこそ知りたい。俺が本当に人間らしくなれるのか、を。

「だからエルを守ってやって欲しい。安全な場所を確保できたら、迎えに行くから」

「あんたがそんなこと言うとはねぇ……。じゃあいっそあの子をいびってあげようかしら」

　綾あや芽めの顔には魔性と呼ぶにふさわしい微笑が浮かんでいる。だが……違うだろう？

「いや、お前はしないよ」

「どうして言い切れるの？」

「盗難事件のとき俺を助けただろう？　あれが切り時だったと俺は思ってる。枇び杷わ島じまさんが教官にセクハラされたときもそうだし、今日だってそうだ。お前には野心があるかもしれないが、同時に公正さと正義感も持っている」

　綾芽の本性は真っ黒だった。でもすべてが演技だったとはどうしても思えないのだ。

「な、何を言ってるのよ……！　馬鹿じゃないの？　褒ほめたって何も出ないわよ！」

　僅わずかな照れ。でも目の奥には、後ろめたさが存在している。

　目の前で揺れ動く感情。相反する二面。そう、綾あや芽めの心は両極端なものが混じり合って溶け合うことなく一つの形となっている。

　言うなれば光と闇やみ。正義感が光とすれば、闇は──

「ああ、そうか。今わかった。お前が盗難事件の犯人なんだな？」

「……どうしてそう思うの？」

「元々いろいろと違和感があったんだ。あれがお前の犯行だというのなら腑ふに落ちる」

「それだけじゃ根拠としては弱すぎるけど」

「そういえばお前、加か茂もさんのスーツを持ってハンガーを探していたな。あのときなら可能だったってことか」

「…………」

「思いがけない人物が犯人扱いされたことで、お前は焦あせった。だからかばった」

「でも私に得はない」

「いいや、ある。お前の狙ねらいは、一いちの宮みやさんの失脚だろ？」

　綾芽は──否定しない。

　そういえば一宮さんを警戒し始めたのは携帯盗難の際、綾芽が『ちょっと気になることがある』と言って、一宮さんと加茂さんが二人だけで会っていたと吹き込んできたからだ。疑うほどではないとつぶやきながら、不信感を植え付けていたのだ。ならすでにあのとき失脚の伏線を張っていたのか。しかも自分だけは俺おれたちの味方だという顔をして。呆あきれるほどの手並みだ。

「一宮さんに組織を作らせ、副リーダーになっておいて、おいしくなったところで奪うばうつもりだったんじゃないのか？　となると、自警団の組織化があれだけ早かったのもお前が入れ知恵していたからか。盗んだ携帯を一宮さんのカバンにでも入れておけば失脚なんて簡単にさせられるから、組織化は早いほうがいいもんな。副リーダーというのも絶妙だ。お前が告発すれば信頼はお前に集まるし、副リーダーならば次のリーダーでもおかしくない。一宮さんが磐ばん石じやくな組織を作ったら計画は破は綻たんだから、切り札を入手するため、お前はリスクを犯したわけだ」

「……机き上じようの空論ね」

「表情を見る限り合っているように思うんだが」

「何の証拠にもならないわ」

「そうだな」

　沈黙が訪れた。王手はかかっているのに、相手を追い詰めるだけの決め手が互いにない。

　だが本来敵対する必要も、どちらかを僕しもべにする必要もないのだ。急速に変化する関係を冷静に見つめれば、落としどころはある。

「なぁ、俺たち協力できると思わないか？」

「へっ？」

「俺はこれ以上干かん渉しようを受けたくない。だが今後、もっと嫌いやがらせを受けるだろう」

「それを防ぐために私の後押しをしてもいいと？」

「そうだ。俺おれは別にリーダーが一いちの宮みやさんじゃなくてもいいんだ。どうせあの人は自滅する。だがそれまで待つのはきつい」

　綾あや芽めは額に指を当て、思案し始めた。

「……わかったわ。あんたの状況じゃ裏切る心配はなさそうだし」

「同盟成立だな、綾芽」

「一応喜ばしいことだ、と言っておくわ。これからよろしく、や・す・け・せ・ん・ぱ・い」

　険のある言い方である。しかし今の彼女らしい言い方だと評すべきなのかもしれない。

　面白いじゃないか。演技で好意を持っているように見せかけているよりずっと魅み力りよく的だ。まったくこれほど面白い人材だったとは……自分の目の節穴ぶりが情けない。

　綾芽はじろりとにらみつけてくると、また連絡するとだけ言って去っていった。

　そのとき、ゲームのレベルアップ音が鳴り響ひびいた。

『あなたらしい、いいアイデアですね』

　またＸからか。いつでも応援しているとは、いつでも見ていることでもあるらしい。まあいい。レベルアップの音と共に、自分の行動が大きな課題をクリアできたように思えるのだから。




　翌朝、嵐あらしは突然訪れた。いつものように朝食でにぎわっている調理室に、教官が入ってきたのである。

「よう」

　あれだけの怪け我がだったのにもう歩いている。どういう肉体をしているのだろうか。それとも天て子し峰みねの技術のおかげだろうか。

「おい誰だれか！　椅い子す！」

「……はい」

　一宮さんが用意すると、教官は当たり前のように座った。

「飯か。俺様の分は？」

「ありません。食パンでよければ僕の分を差し上げますが」

「何……だと……？」

　教官は目を血走らせると、一宮さんの胸ぐらを摑つかんで引き寄せた。

「あぁ、てめぇ、俺様にあんなエサみてぇな食事をさせようってのか？」

「し、しかし、みんなお金がないんです」

「なめてんじゃねぇぞ。てめぇには金があるだろうが」

　ざわめきが起こった。自警団以外は一宮さんが金を持っていることを知らなかったのだろう。

「ですがこれは大事な給料ですので……」

「口答えすんのか？　今のところ抑えてやってるが、いい加減こいつが火を噴くぜ？」

　教官は懐ふところから拳けん銃じゆうを取り出して見せつけた。

「待ってください！　昨日暴力は振るわないと……！」

「何だそりゃ？　知らねぇなぁ、俺おれは」

　一いちの宮みやさんは全身を震ふるわせた。

　やはりこうなったか。杞き憂ゆうかもしれないが、準備はしておいたほうがいいだろう。

　そう思い、俺はエルを小声で呼び寄せた。

「一宮さん！」

　自警団のメンバーが声をかける。あいつをぶちのめせと命じてください。そう目が語っている。だが──一宮さんは彼らを制した。

「島しまさん、買い物に付き合ってくれるかな？　費用は僕が出す」

「あ、は、はい。わかりました」

「教官、サンドイッチでいいですか？」

「豪華なやつな。ローストビーフとか入っているやつだ」

「……わかりました」

　何とか矛ほこ先さきは収まったが、自警団のメンバーの怒りと失望は見て取れた。

「ん……？」

　教官は綾あや芽めを見て視線を止めた。

「てめぇ、まだいやがったのか」

「……悪いですか？」

「悪いに決まってんだろうが！　てめぇみてぇなゲテモノ、近くにいるだけで気持ち悪わりぃんだよ！」

「ゲテモノ……」

　綾芽は身体からだを震わせ、じっと耐えている。

　意味がわからなかった。綾芽は誰だれが見ても美人である。可愛かわいさで言えば候補生の中でトップであることは間違いなく、アイドルにも劣らない。女好きと思える教官がその綾芽をなぜ毛嫌いするのだろうか。

　その答えは教官の口から出た。

「そうだよ、ゲテモノだよ！　てめぇ、女みたいななりしてあれがついていたんだろうが！」

　教官の視線は股こ間かんにある。そこに関係しているものと言えば──

　……えっ？　まさか……いやいや、それはないだろう。だがしかし……。

「私は……女です。一緒に入浴した人もいるので、証言してくれる人はいくらでもいます」

「どうだかな」

「私はただ病気だっただけです。それも今はありません。私は完全に女です」

　……その言い方からして、以前はあったということか。

　思ってもみなかった話に、頭がうまく回らない。

　視線は綾あや芽めに集中していた。誰だれよりも美しい彼女がそんな状態だったなど、誰が想像しただろうか。声を潜ひそめ、囁ささやき合う候補生たちは、明らかに今までと違う目で彼女を見つめていた。

　その視線に、俺おれは強い反感を覚えていた。

　俺のときも皆こんな目だった。自分たちが正しくて俺だけが間違っていると、目で蔑さげすむのだ。

　俺はまだいい。本当におかしいのだから。だが綾芽は違う。綾芽は真っ当な身体からだと感性を持っているのだ。そんな綾芽に、皆はどうしてこんな残ざん酷こくなことができるのだろうか。

「じゃあ今見せてみろや。それなら信じてやってもいいぜ。ほら、さっさとしろよ！」

　綾芽はぐっとスカートを握り締めた。

　これ以上の屈くつ辱じよくがあるだろうか。馬ば鹿かにされ、嘲ちよう笑しようされ、脱げとまで言われる。

　彼女が積み上げてきたものがガラガラと崩れ落ちる音がした。

　綾芽は教官をにらみつけた。この世の怨おん念ねんがすべて込められたような、恐ろしい形相だった。

「ああああぁぁぁぁ！」

　綾芽は駆け出した。懐ふところから出したのはスタンガン。その間、僅わずか数秒。普通の人間なら驚おどろいている間に過ぎてしまう時間である。

「死ねぇえぇぇ！」

「遅おせぇよ、ゲテモノ」

　だが教官は普通の人間ではなかった。

　──ダンッ！

　綾芽の肩から血が舞った。その後トドメとばかりにもう一度銃声。今度は横腹から血が噴き出していく。

　教官は満足げに銃口へ息を吹きかけた。

「へへっ、しびれるだろう？」

「光こう明みよう寺じくん！」

　一いちの宮みやさんが駆け寄った。まさか準備が活いきるとは、な。

「大丈夫か！　誰か救急車を！」

「てめぇ、何やってんだ？」

　教官が発砲した。威い嚇かくであったようで、一宮さんのすぐ横の床に穴が開いただけだった。

「てめぇは朝飯を用意するんだろうが！」

「でも……！」

「さっさとしろ！」

「……はい」

　一宮さんは教官の命令に従い、買い出しに向かった。

「おい、ゴミを片付けておけ！」

「は、はい！」

　俺おれは目立たぬよう気をつけながら綾あや芽めを運ぶのを手伝った。綾芽の怪け我がが悪化しないようそっと、それでいて教官から早く逃れられるよう急いで運ぶ。

「誰だれか救急車を……」

　真まっ青さおな顔で運びながらつぶやいた候補生に対し、俺は告げた。

「それならさっきエルを走らせた。ここからなら電話より走ったほうが早い」

「いつの間に……」

「一いちの宮みやさんが『救急車を』と叫んだ辺りだ」

　あのとき教官の目は完全に逸それていた。出口にも近かったので、その隙すきに行かせたのだった。




　綾芽は救急車で病院に運ばれ、緊急手術となった。俺はとある人物にそのことを伝えなければならないと思い、エルと図書館へ来ていた。

　どうせ側そばにいても何もできないのである。寮りようにいても危険なだけだ。ならば綾芽のことを心配するだろう人物に伝えておくのも悪くないと思ったのだった。

「こんにちは、枇び杷わ島じまさん」

「ども～」

「ああ、あんたたちか」

　枇杷島さんはあいかわらず難しそうな本とにらめっこしていた。

「答えが出たかな？」

「それもありますが、報告がありまして」

「報告？」

「綾芽が教官に撃たれました。現在病院で手術を受けています」

「えっ！　どうしてそんなことに……」

　俺は簡潔に状況を語った。

「半はん陰いん陽よう、か……」

「知ってるんですか？」

「第一次性徴における性別の判別が難しい状態のことで、いわゆる性同一性障害なんかとはまったく違う。原因は性染色体の異常とか、母体のホルモン異常とか様々あるけど、あたしもまったく気がつかなかったくらいだから、深刻なものではないだろうね。あの子の言葉をそのまま受け取るなら、普通の女性と違うのは生せい殖しよく器きだけだったんだと思う」

「それなら現在、普通の女性と同じでは？」

「君は気にしないとしても、一般的な男性はどう思うかな？　やっぱりためらいみたいなものは生まれるんじゃない？」

　……確かに。さっきの視線がいい例だ。孤児院育ちじゃ特に苦労したことだろう。

　先天的に眩まばゆいばかりの才能を持ちながら、地獄の幼少期を送ることになったがゆえにあんな極端な性格になったのだろうか。それなら妙に完璧だったのもわかる気がする。

　でも今は考えるのはやめにしよう。枇び杷わ島じまさんには頼まなければならないことがあるのだ。

「すみません、実は──」

「見当はつくよ。お金のことじゃない？」

「……ご明察で」

　幸い駆けつけた病院の医師は人道的であり、お金がなくとも手術をしてくれると言った。ただしできるだけお金を工面して欲しいとも言われていた。

「安心して。あの子の入院費はあたしが出す。あの子には一度助けられた。これで貸し借りなしにしておくよ」

「貸してくれるんじゃなくて、出してくれるんですか？　どうしてそこまで……」

　枇杷島さんは頰ほおを搔かいた。

「あの子、意地っ張りでしょ？　それに相当な負けず嫌い。そのくせそんなところを毛ほども見せず、すました顔をしてる。あたしにもそういうところがあるから、つい感情移入しちゃうときがあるの。しかもあたしより筋金入りだね、あの子は。だから何だか放っておけなくて」

　綾芽が枇杷島さんの前でどれだけ本性を見せていたかわからないが、これだけはわかる。枇杷島さんは綾芽の本質を理解している。たぶん俺おれなんかよりずっと。

「まあ、あたしはお金なんてなくても大丈夫だしね。スラムに比べればこの街は天国だって。お金で命が助かるなら、あたしはあの子じゃなくても出すよ。もちろん嫌いなやつには出さないけど」

「……意外にたくましいですね」

「知らなかった？　フィールドワーク系の学者はタフなの」

「学者？　お姉さんって大学生じゃなかったの？」

　エルの問いに枇杷島さんは今日初めて笑みを見せた。

「そういや言ってなかったっけ。これでも元准じゆん教授なの。大学は三年前に飛び級で卒業したよ」

「すご～い！」

　この人、本当は面倒見がいいのだろう。エルに対する表情を見ているとそれがよくわかる。

「それより少年。あんたさ、何であたしがお金持っているってわかったわけ？」

「出所は言えませんが、とある筋から聞きまして」

「ふぅん、誰だれにも言ってなかったんだけどね。まぁ、今は聞かないでおいてあげるよ」

　枇杷島さんが本を片付け始めたので、俺とエルも手伝い、三人で図書館を出た。




「そういえば答えが出たんだったね。聞かせてもらえるかな？」

　病院へ向かう途中、やおら枇杷島さんが尋たずねてきた。

　枇び杷わ島じまさんの言う『答え』。つまり幹部への昇格条件は、今まで集めた情報を一つ一つ整理していけば自おのずと見えてくる。

「わかりました。俺おれたちは幹部候補生としてここに来ました。だから当然、幹部としての才覚があることを見せる。それが昇格の条件となるでしょう」

「道理だね」

「ではその条件とは何か？　統率力？　行動力？　まあそれらもあるでしょう。しかし社長は最初に実績を挙げろと言っています。となると、昇格には確固たる実績が必要です」

「だろうね」

「では実績とは何でしょうか？　企業内企業は一つの正解だったと考えています」

「一つ、ということは、いくつかあるって考えてるんだよね？」

「そうですね。企業内企業を成功させることで示せるのは企画力や経営力でしょう。しかし会社が求めているのはその能力だけじゃないと思います」

「あたしもそう思う。たぶん天て子し峰みねは、もっと広い意味で『実績』と言ってる。例えばさっき挙げた統率力とか行動力とか、そういった幹部として有用そうな能力がアピールできれば別の方法でもいいんじゃないのかな？」

「同感ですね」

　現在の候補生には不可能だが、例えば公園で出会った少女。彼女が候補生の一人だとしたら教官を心服させられるかもしれない。それだけの魅み力りよくが彼女にはあった。そうしたら教官以上の器うつわがあると示したことになり、その時点で昇格するのではないだろうか？

「実績と言うとつい利益って考えてしまうっていうところが、社会人経験者が陥おちいりやすい罠わなだろうね。普通、新入社員はお金をもらって勉強させてもらってるようなものなんだ。だから今は可能性を見せる段階じゃないかとあたしは推測してる」

「そうですね、俺もそんなところじゃないかと思います」

　さすが語学も堪たん能のうな才女だ。考え方が合理的でよく整理されている。

「他の手段を考えるとしたら、新商品の企画でしょうか。今までになかった発想や技術を取り入れたもので、実現性が高いものであれば会社は評価するでしょう。つまりあなたがやっていることですね？」

　枇杷島さんはその癖くせのある髪をすいた。

「やるね、あんた。その通りだよ」

「どんな企画だったの？」

　エルが尋たずねると、枇杷島さんは優やさしく微笑ほほえんだ。

「新しい化粧品。南米の奥地にいいオイルが出る植物があるんだ」

「へ～」

　エルが尊敬の眼まな差ざしを向ける。枇杷島さんは表情を引き締め、会話の矛ほこ先さきを俺に戻した。

「で、あんたはどんな企画を考えてるの？」

「俺おれは研究なんてできませんし、新商品の企画も今は浮かんでいません。でも別ルートの予測は一応あります」

「聞かせてもらえるかな？」

　彼女は正直に話してくれた。ならばこちらも話すのが礼儀だろう。

「俺は前から考えていました。いくら優秀でも、教官は好き勝手して良いのだろうかと」

「あたしたちには権利がないし、寮りようは不法地帯だからいいんじゃないの？」

「だから教官は罰せられません。でもこれで二人の候補生が撃たれました。日ひ野のさんはともかく、綾あや芽めには将来幹部になる可能性があったはずです。なのに教官はその芽を潰つぶしてしまったと考えられませんか？　それは会社にとって大きな損失ですよね」

「まあ、確かに」

「天て子し峰みねは常識外と言えるほど実力を重視しています。ならば実力の査定を厳しく行っていると考えられます」

「つまり？」

「教官が教官として不適格であると上層部に知らせればいいのです。それは査定を助けたことになり、一つの実績となります」

　ヒントは伊い勢せさんが言っていた最速通過にあった。半日で試験に合格したということは、企業内企業での昇格ではない。企画を持ってきたとしても、半日で審査が行われるか怪しい。しかし入社したその日に告発を行い、一目でわかる明確な証拠があれば認めざるを得ない。

「おぉ～、なるほど～」

　エルは拍手で褒ほめ称たたえてくれたものの、枇び杷わ島じまさんの視線は厳しい。

「でも一般的な企業において、内部告発はもっとも嫌われる行動の一つだね」

「一般的な企業ならばそうでしょう。でもここは天子峰です。内部告発された人間より、した人間のほうが有能であれば問題ないと考えるんじゃないでしょうか？」

「あんたにはそれだけ有能と認められる自信があるの？」

「ありません」

「じゃあどうするの」

「わかりません」

　枇杷島さんは肩透かしを食らったようだった。

「そこまで話を進めておいてそれはないんじゃない？」

「方法がわからないから後手に回っているんです」

「まあ、難しいところだね」

　枇杷島さんの反応から第二の課題である『目標を見つける』については確信を持てた。そしておそらく第三の課題──いや、最後の課題は……『目標を達成できるか』だ。

　そう考えると、天て子し峰みねが候補生に求めていることは、案外シンプルだ。

　目的を見失わず、目標を見つけ、達成できるか──それだけのこと。

　だがその過程には障害があり、実力が無ければ乗り越えられないようにできている。だからこそ互いの能力の差も露ろ骨こつに出るという寸法か。それだけに真っ先に完かん遂すいした者は、リーダーにふさわしい人間だろう。

　リーダー。そう、今の俺おれたちにはリーダーが必要だ。

　たどり着いた目標──『内部告発』。これを成し遂とげるのは生なま半はん可かなことではない。

　教官を相手にする以上、俺とエルだけでは不可能だろう。成し遂げるにはもっとたくさんの人間の協力がいる。だからこそ必要なのだ。人を集め、まとめあげ、実行の方策を考え、指揮することができる──そんなリーダーが。

　俺にリーダーとなる器うつわはない。人を集められるだけの人じん徳とくはなく、まとめあげる統率力も方策を考える構想力もない。またエルや枇び杷わ島じまさんもそういうタイプではない。

　そのとき、レベルアップ音が携帯から鳴った。

『あと少しのようですね。あなたなら、きっと成し遂げられます』

　あいかわらずタイミングがいい。ありがとさん、と心でつぶやき、携帯をポケットに戻した。

　とりあえず仲間を探そう。その中にリーダーとなれる人物がいるかもしれない。

　教官が戻ってきた以上、安あん寧ねいはない。外へ逃げても、追われるに決まっている。

　ならば後は時間との勝負だ。

　幸い同期は選ばれた人間。必ずリーダーとなれる人物がいるはずだ。

　食うか食われるか、二者択一だというのなら、食いちぎってやろうじゃないか。










　その三　前夜祭
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　綾あや芽めは御み影えい堂どうを見上げていた。金こん色じきの蓮はすや天てん蓋がいで彩いろどられた宮くう殿でんの中心部である本尊には『法ほう然ねん上しよう人にん御自作の張はり子この御影』と言われるものが飾られている。この美しく荘そう厳ごんな宮殿は、阿あ弥み陀だ様がおいでになる極楽を表していると言われていた。

『南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ、南無阿弥陀仏……』

　こう唱えていれば心も身体からだも清らかになり、人生を心豊かに生きぬき、死後浄土に生まれて仏さまになることができるという。

　綾芽は救われたかった。心豊かに生きたかった。

『なーにやってんだよ！』

　綾芽と同じ年とし頃ごろの男の子たちは拝んでいる綾芽の姿を見つけると、髪を引っ張った。

『離してよ！』

『うるせぇんだよ！　お前には穢けがれがあるくせに！』

『やめて！』

　彼らは綾芽を裏手に引きずっていき、殴なぐった。……しかし、阿弥陀様は何もしてくれない。




　法主は信者たちに説く。南無阿弥陀仏と唱えれば必ず救われる、と。だがこうも言う。南無阿弥陀仏と唱えるだけでは阿弥陀様の御み心こころに近づくのに時間がかかる、と。

『……先祖の悪行がため、穢れがあるのです。これは拙せつ僧そうが念じて清めた仏ぶつ壇だんです。これで先祖を奉じれば必ずや救いは訪れるでしょう』

　陰からそんな言葉を聞いていた綾芽は、最初信じていた。だが救われたくて様々な文献を読むうちに、法主の言葉が噓うそだとわかっていった。




　光こう明みよう寺じから破門され、それでも名を騙かたる偽いつわりの寺。法主は孤児を集めることで補助金をもらい、裏では農作業をやらせ、信徒には詐さ欺ぎまがいの法具を売りさばくエセ宗教者。そこに集まるのは僅わずかな違いを見つければより弱きと断じ、いじめ、救いとする、正しよう真しん正しよう銘めいのクズたち。なじることも、ののしることも、妬ねたむことも、隠すことも、殴ることも、蹴けることも、棒で叩たたくことも──綾芽に対するすべてが肯定された異常な家。それがこの寺だった。




　綾芽はよく飢うえを凌しのぐため山の中で木の根をかじった。そんなとき、いつも思っていた。

　私は強くなってやる。誰だれよりも手に入れてやる。すべてを、だ。そして復ふく讐しゆうしてやる。学校のやつら、同じ孤児、法主だけじゃない。世界すべてに、だ。間抜けな面つらをしてのうのうと生きているやつら、見ているがいい。私は絶対に許しはしない。

　必要なのは力。頭脳、体力、美び貌ぼう、金、地位、名誉、権力。心だって美しく着飾ってやる。そのためにはまず抜け出さなくてはいけない。この寺を。




　綾あや芽めは法主に提案する。東京の全ぜん寮りよう制せいの進学校へ行きたいと。

『私は必ずよい成績を上げてみせます。そうすれば奨しよう学がく金きんが出るので、寺に迷惑はかかりません。それと、頃ころ合あいを見て出版社にこんな手紙を送りましょう。法主様のおかげでこんなに立派に成長できました。私の幸福は法主様のおかげです、と。そうすれば法主様の御み心こころは全国に轟とどろくでしょう』

　法主はこの言葉を聞き、小躍りして喜んだ。

　無事綾芽は開かい聖せい中学へ入学した。綾芽は自分磨みがきに心血を注いだ。

　ひたすら勉強した。合間を縫ぬって身体からだを鍛きたえたり美容の研究をしたりした。鏡の前で表情を練習し、どうすれば相手の心が摑つかめるか思い悩んだ。寺に戻るくらいなら寝る時間など惜しくはなかった。そして入学から一ヶ月も経たたず、学校で一番の優等生と認知されるようになった。

　教師たちも籠ろう絡らくした。従順で、素直で。教師たちの保護欲を刺激するような模範生を演じた。やがて校長や教頭とも仲良く話せるようになった。同級生の両親を狙ねらい、ＰＴＡのお偉いさんや有名企業の重役などとも親交を結ぶようになった。

　その頃、法主からそろそろ出版社に手紙を書くようにと言われてきていた。だから綾芽は出版社に手紙を書いた。




　──寺の実態を暴ばく露ろした告発文を。




　校長、教頭などを筆頭に、周囲の大人おとなたちを味方につけての万全な態勢だった。

　大人たちは見事に踊ってくれた。法主を責め、身辺のこともすべて片付けてくれた。授業料や生活費なども複数の人が後見人を買って出てくれたので問題なかった。

　高校に入る前、生活費を切り詰めて貯ためた金によって、忌いまわしい身体との決別をした。手術の際には、涙脆もろい女教師に病状を話して後ろ盾だてとすることで無事受けることができた。だけどまだだ。まだ私の復ふく讐しゆうは始まってもいない。

　腐くさっている。何もかも。男も、女も、大人も、子供も、老人も、みんな腐っている。

　力が欲しい。もっと、世界を変えられるくらいの、大きな力が。私が変えてやる。この世界を、すべて────
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　俺おれたちが綾あや芽めの顔を見ることができたのは、日が暮れようとしていた時刻だった。

　病院に着いたときすでに手術は終わっていたが、麻ま酔すいが切れるまで待った。幸い命に別条はないとのことだった。

「凄すごい精神力だね、彼女。病院に運ばれてきたとき、あれほどの出血にもかかわらず意識を保っていてね。本当にびっくりしたよ。あんな患者は初めてだ」

　これは医者の弁である。

　麻酔が切れたといっても綾芽の目が覚めたわけではない。そのため俺たちは個室で眠りについている綾芽と面会した。本来ならまだ会ってはいけないのだが、枇び杷わ島じまさんがお金を出すと聞いた医者が、家族扱いしてくれたためだった。

「綾芽、加か納のうくんから聞いたよ。随ずい分ぶん危ない橋を渡っていたみたいだね」

　枇杷島さんはベッドの横に腰かけ、綾芽の乱れた髪を綺き麗れいに整えた。

「あんたさ、向こう見ずだよね。こんな綺麗な顔してさ。清せい楚そにしてれば何でも叶かなうだろうに。どうしてここまでするんだい？」

「清きよ美み、さん……」

　目が静かに開いた。綾芽はおぼろげなまま、頭をなでていた枇杷島さんの指に、そっと手を重ねた。

「清美さん……私は、与えられるなんて乞こ食じきみたいな真似まね、まっぴらなの……。私は、私の力で奪うばうの……」

「綾芽……」

　枇杷島さんは綾芽の手を握り締め、涙をこぼした。

「無茶しないで。いいから休みなさい。あとはあたしがうまくやっておくから」

「駄だ目め。聞かせて。あれから何があったか。私の予測が正しければ、たぶん大変なことになってる。寝てられない……！」

　覚かく醒せいしてきたのだろう。口調ははっきりとしていき、力強さが戻っていく。だが顔は青ざめたままだ。手に力が入らず、身体からだを起こすことさえできない。なのに……綾芽は立とうとする。

　なんて意志の強さだ。こんな風になってもまだ戦おうとしているのか。

　熱を感じる。エルのときに感じた──いや、もっと凝ぎよう縮しゆくした熱が、俺の心を揺さぶっている。

　そうか。お前もまた、俺にないものを持っているんだな。

　──ガシャン！

　突然、窓ガラスが割れる音がした。

　寮りようの方角からだ。一枚ではない。二枚、三枚と連続して音が聞こえる。

「うわっ、あれ！」

　エルが窓の外を指差した。

　幸いこの病室の窓から寮りようと公園が一望できた。そうして見えたのは、寮から走って逃げ出そうとする候補生の少女の姿だった。それを追いかける警棒を持った男。自警団の一人だ。男は少女を捕まえると、泣き叫ぶ少女を引きずり寮の中に入っていった。

「どういうことなの……」

　枇び杷わ島じまさんのつぶやきに、綾あや芽めが答えた。

「おそらく教官が完全に自警団を取り込んだんだと思う」

「そんなこと……」

「脅おどされている雰囲気がないところを見ると、自警団の連中に『俺おれの言うことを聞けば昇格させてやる』とか、『自分は黙認するから好きなものを奪うばえばいい』とでも言ったんじゃないかしら。そうすればタガが外れるわ」

　俺は頭の中でその状況下をシミュレートした。

「なるほど。寮内は候補生や関係者でなくては立ち入れない。しかも候補生同士ならば何をやっても法律上問題はない。恐怖で理性が麻ま痺ひしたか」

「それがやり口よ。理性を外すには言い訳を用意してあげればいい。あと有効なのは共犯にすることね。おそらく教官は見せしめにリンチでもしたんじゃないかしら。全員に一発ずつ殴なぐらせるとか、そういうの。そうすれば完全に共犯となるわ。最低だけど、歴史上様々なところで使われたくらい有効な手法よ」

　確かに同じような状況下で暴走した事件や犯罪はいくつもある。その可能性は高そうだ。

「どうするの？　寮に戻れないよ？」

　エルが悲痛な声を上げた。

「寮内の様子を確認してみよう」

　俺は携帯を取り出し、本ほん郷ごうさんにコールした。

「本郷さんですか。加か納のうです」

「今日は何だい？　寮内のことでも知りたいのかな？」

「ええ。本郷さんは今も寮にいますか？」

「いるよ。現在鍵かぎをかけて、机をバリケードにしたところさ」

「やばそうですね」

「かなりね。聞こえる声から判断するに、暴力の暴走だね」

「原因ってわかります？」

「ああ。教官がね、食事用の資金を没収したようだ。あれはぼくたちの死活問題となるからね。代わりに人から奪ったお金は自分の持ち物にしていいということらしい」

「オラァ！　クソデブ！　開けろ！」

　電話越しにドアを突き破ろうとする音が聞こえてきた。

「大丈夫ですか？」

「ああ。ぼくより他の人を狙ねらったほうが効率がいいからね。すぐに去ると思うよ」

「そうですか。でも出られないんじゃ……」

「隙すきを見て逃げるよ。食料の備び蓄ちくもあることだし、心配しないで」

「ならいいんですが」

「彼らのやり口は、脅おどして金を自分の口座に振り込ませるってパターンだね。幸い自警団にも女性はいたから、女性への暴行はないようだよ」

「そうですか。手伝えることがあれば言ってください。できることならします」

「ありがとう。必要となったら連絡するよ」

　電話が切れた。

「聞こえたか？」

「ええ、大体は。それにしてもあんた、あの気持ち悪いオタクと繫つながってたのね」

　綾あや芽めがジト目を向けてくる。

「案外情報通でね。いい情報を何度ももらってる」

「今の話を聞く限りでは、見かけよりずっと理性があって話ができる人みたいだけど……」

「あ～、でも盛り上がってくると危ない感じになっちゃうよ」

　エルの補足に、綾芽は心底嫌いやそうな顔をした。

「まあ、私からも一応聞いてみるわ。あんまりかけたくないけど」

　綾芽は机の上に置いてあった携帯を取ってもらい、電話をかけた。

「はぁ～い、君のナイト・六ろく条じよう隼はや人とだよ────って、うわぁあぁぁぁ！」

　場にしらけムードが漂ただよう。危ない状況のはずなのに、なぜこれほど緊張感がないのだろう。

「すみませんすみません！　ほら見てください！　僕はもうお金ないんですよ！　えっ、服？　やだなぁ、そんなの何に使うんですか？　まさか僕のことが好き──ああぁぁああぁ、ごめんなさいごめんなさい！　これ滅め茶ちや苦く茶ちや安物なんで勘かん弁べんしてください！　ホントですホント！　ブランド物なんて言ってたのは噓うそですって！　それっぽく改造してただけです！　ほら、生地がやばいでしょ！　ここの縫ぬい目お手製ですよ！　えっ、本当ですか！　ありがとうございます！　さすが旦だん那な、きっと出世しますよ！　ええ、はい、お任せください！　呼ばれればこの六条隼人、いつでもあなたのお役に立ちます！　それでは！　どうも～！　…………くそっ、この僕を馬ば鹿かにしやがって。ファッキューメーン！　うわぁぁあぁ、冗談ですって、冗談！」

　聞くに堪たえなかったのだろう。綾芽は無言で携帯を切った。

「うわぁ……」

　エルのつぶやきが、すべてを物語っていたと思う。聞いていた側の感想としては『うわぁ』としか言いようがないのだ。

「ある意味凄すごいよね。会話せず全部状況わかっちゃったよ」

　確かに凄いと言えば凄いだろう。まあ、絶対に真似まねはしたくないが。

「でもこれからどうしようね。寮りようが駄だ目めなんじゃ住む場所なんとかしなきゃいけないけど、あたし今回の入院費払ったらほとんどお金ないし。家を借りられるほどのお金、誰だれか持ってる？」

「噓うそ……。清きよ美みさんがお金出してくれたの……？」

　綾あや芽めは枇び杷わ島じまさんを凝ぎよう視しした。

「まあね。あんたには借りがあるからね。これでチャラだよ」

「そんな……。私、返すから！　時間がかかっても、必ず返すから！」

「じゃあ出世払いということにしておこうか。あんた、無茶をしなけりゃ絶対出世すると思うからさ。期待してるよ」

「清美さん……」

　綾芽は枇杷島さんの手を握り締めて泣いた。

　あの綾芽が泣くなんて……。

　正直言って驚おどろきを隠せない。一いつ瞬しゆん、噓泣きじゃないかと疑ったが、すぐに打ち消した。

　いや、これはきっと、偽いつわりの涙じゃない。演技するときにあった僅わずかな違和感が今はない。

　綾芽、お前にはやはり、純粋な部分が残っているんだな──

　いいか悪いかはわからない。ただそれこそが綾芽なんだなと思った。

「家を借りるのが無理なら、長期戦は難しい。ならいっそ昇格を目指して勝負をかけてみたほうがいいかもな。エルはどう思う？」

「いいね。ボク、結構賭かけに強いよ？」

「昇格……？　どういうこと……？」

「お前の意見が聞きたかったんだ。案があれば教えて欲しい」

　俺おれは綾芽に枇杷島さんと話した内容を伝えた。

「さすが清美さん。最初から見抜いていたんだ」

「あたしは元々研究したくて来たからね。社会人なら天て子し峰みねとか関係なく通用する考えだったし。でもあんたたち用の昇格方法を考え出したのは彼だよ」

「へぇ、やるわね、弥や助すけ先せん輩ぱい」

　賞賛と言うには毒のある物言いだ。対抗馬として見てあげてもいいといったところか。

「『内部告発された人間より、した人間のほうが有能であれば問題はないと考える』か。確かにその可能性は高いと私も思う」

「だがしかし、どうやればいいのか思いつかないんだ。何かいい方法があればいいんだが」

「そんなの簡単よ」

　綾芽はあっさりと言った。

「分析は得意だけれど、陰いん謀ぼうは苦手みたいね、弥助先輩。そんなんじゃはめられるわよ？」

「事実はまってるよ。それで、どうすれば証明できる？」

「考え方を変えればいいのよ」

　綾あや芽めは笑った。腹黒とか陰いん謀ぼう家かとか、そういった名称がぴったりと来るような笑みだった。

「教官を私たちより無能に貶おとしめてしまえばいいのよ。そうすれば私たちのほうが有能ということになるわ。ね、簡単でしょ？」




　問題は上に報告する副教官が味方についてくれるかだが、綾芽は確信を持って言った。

「大丈夫よ。私はスパイを探るため、副教官のところに通っていたの。副教官は教官と同じ総務部でも人事課の主事。教練課の教官とは課も違えば幹部でもないわ。そのため私たちにはとても同情的よ。まあ、あとで一応確認を取ってみるわ」

「頼む。しかしスパイに関して気づいていたとはな」

「当たり前じゃない。多くの人間と接していたもの。大体の目星ぐらいついてるわ」

「ちなみにどのくらいいる？」

「少なくとも五人以上。下手へたしたら二十人ってことも」

「最低でも一割以上か……。多いな」

　そして最大なら半数以上とは。まったく限度ってものがあるだろう。あいかわらず狂ってる。

「一いちの宮みやさんは馬ば鹿かじゃないわよ。ちゃんとその存在に気がついていたわ。だから候補生一人一人に別の情報を流し、本部に情報が伝わっているか照合していたの」

「照合なんてどうやって」

「本部と確実に連絡取っている人がいるでしょ？」

　本部と連絡を取るには本部の人間である必要がある。ということは──

「……そうか、教官と副教官か。だからお前は通っていたというわけか」

「そう、二人にカマをかけてたの。ちなみに一宮さんが教官、私が副教官担当よ。地道な作業だし正確性もイマイチだけど、何人か特定できたわ」

「自警団の連中はスパイ候補から外れたってことか」

「そうよ。結構個性の強い連中が多かったでしょ？　あれっておそらく候補生の特徴よ」

「よくお前は信用されたな」

「盗難事件で反論したことが功を奏したのよ。スパイならあんなに目立つことしないでしょ？」

　確かに綾芽が言うように、スパイはさりげなくメンバーに溶け込んでいる可能性が高い。それだけに目立つ人間、例えば個人行動をするような人間は考えにくい。

　逆に言えば目立たず、自警団にも入っていない人間が怪しい。ということは──

「もしかして俺おれはスパイと考えられていたのか？」

「当初、あなたたち二人のうち、どちらかがスパイだと思っていたわ。だって元からの知り合いでもないのに、いつも二人セットでいるんだもの。一方が候補生で、もう一方が行動を監視するためのスパイかもって疑いたくならない？」

「確かにな」

　単独行動が多い人間に対し、味方を装よそおってマンツーマンでマークするのは有効だ。

「でも私も一いちの宮みやさんもあんたは候補生と考えていたわ」

「えっ？　じゃあボクにスパイ容疑がかかってたの？」

　エルが驚おどろきの声を上げた。

「普通に考えれば主導しているほうが候補生の可能性が高いわ」

「う～ん、まあ、言われてみれば」

「何で懐なついているのか私たちからじゃ意味不明だったしね。一時期、かなり怪しんでたわ。でも何度もあんたをかばっているところを見て、スパイならここまでしないと思ったの」

「ああ、だから一宮さんはエルに謝りたいって言ったのか」

「裏でいろいろ動いていたんだね～」

　エルはスパイ容疑のことを全然気にしていないようだった。

「清きよ美みさんが信用できたのは、単独行動していたから」

「単独行動しているのはフリで、実は外出している連中の見張りだったって可能性もあるぞ」

　綾あや芽めは首を左右に振った。

「私、資料の一部を見せてもらったことがあるの。それで完全に白とわかったわ。だってスパイが作るには専門的な知識が多すぎるもの。偽ぎ装そうのために用意した資料なら、もっとわかりやすいものになるわ」

「わかりにくい資料で悪かったね」

　顔は引きつっているが、怒っている感じはしない。何でも言い合える仲なのだろう。

「論文を書く癖くせだろうからしょうがないわよ。その知識量が清美さんの長所よ」

「まったくこの子は。褒ほめているんだか、けなしているんだか……」

「だから私は、清美さんは白、あんたとこの子もほぼ白だと思ってるわ」

　綾芽の推理は納得できた。しかし一つ問題がある。

「お前が白だと決まったわけじゃないな。お前が黒なら、すべてミスリードだ」

「怪しいと思うなら質問してみれば？　答えてあげるわよ」

「……まあ大丈夫だろう。これだけ仕切りたがるスパイがいたらそれはそれで問題だ」

　綾芽は拳こぶしを握り締めてにらんできた。立つこともままならないくせに元気なことだ。

「とにかく教官を捕まえさえすれば、汚職の捏ねつ造ぞうでも何でもやりたい放題だから問題なし。問題はどうやって捕らえるかよ」

　とはいえ、銃を持っている軍人風の男と正面からやり合うのは無理だろう。

「やるからには勝てるだけの人材を集めなければならないわ。まずはあんたたち二人はやる気がありそうだから決まりね。それと清美さんは……」

「やるよ。あたしも寮りようにいられないんじゃジリ貧だしね。教官に恨うらみもある。それに大立ち回りって嫌いじゃなくてね。ジャングルに行くときの緊張感がよみがえってくるよ」

「へぇ～、ジャングル！　すご～い！」

「無事出世できればいつか連れてってあげる。物もの凄すごくワクワクするんだから」

　傍はたから見ているだけなら遊園地へ行く計画を立てているような和なごやかさがあるのだが、話題がジャングルとは頼もしい女性陣である。

「もう一人くらい男手が欲しいところなんだけど、誰だれかあてはある？」

「お前は？」

「ないわ。今の自警団は信用できない。寮にいる連中も、再起不能か、教官の手下か、天て子し峰みねのスパイのどれかでしょ。あんたは？」

　条件的には難しい。寮にいれば取り込まれているだろうから、よく外にいる人間で、個人行動が多く、目立つ人間。それでいて荒事に向いているとなおよい。

　そんな要素を兼ね備えた、打ってつけの人物が一人だけいる。

「一人いる。伊い勢せ七なな彦ひこ。あの人はおそらく白だ」

「確かに白っぽいとは思うけど、大丈夫な確信はあるの？」

「盗難事件のとき、俺おれは証言しただろう？」

「……あっ」

　さすがの記憶力だ。ちゃんと覚えていたらしい。

「喧けん嘩かをしているところを見たのよね」

「そう。喧嘩するスパイがいたら間抜けだろう？」

「いいわ。腕っ節も強そうだし、これからの作戦に最適よ。でも連絡は取れるの？」

「ああ」

　しかし──と呆あきれるように綾あや芽めは言う。

「あんたさっきのオタクといい、訳のわからない人脈持ってるわよね」

「その二人がフィギュアの話で盛り上がっていたって言うよりは現実味があるだろう？」

「……マジ？」

「マジ。そうだ、本ほん郷ごうさんも白っぽいと思うが、どうだ？」

「白かもしれないけど、引きこもりじゃ捕ほ獲かくの戦力にはならないわね。下手へたに誘うと情報が流出する可能性があるわ。危険だからあいつはやめておきましょ」

　とりあえず伊勢さんに連絡を取ることになった。電話をかけてみると、すぐに出た。

「オレだ。そろそろ連絡が来ると思っていた。寮がやばいか？」

　彼は彼で読んでいたか。

「ええ。それでいろいろとお話ししたいことが」

「いいぜ。ただ今はちょっと忙しいから、一時間後でいいか？　場所は好きにしていい」

　俺おれは寮りようや病院から少し離れたコンビニを指定した。

「じゃあ六時半に」

　携帯電話を切ると、綾あや芽めが不満を漏もらした。

「あんた、どうしてここを指定しないのよ」

「あの人は凄すごく用心深いんだよ。前会ったときも集合してから場所を変えている。あの人の話では、電話やメールはまず間違いなく傍ぼう受じゆされているらしい」

「なるほどね。私もそうじゃないかとは思ってたけど、伊い勢せがもう摑つかんでたとはね……。あの自由奔ほん放ぽうぶりといい、やっぱりギフテッドね、あいつ」

　本性の綾芽は伊勢さんすら呼び捨てなのか。なかなか怖いもの知らずである。

「ねぇ、お兄さん。そういえば社長もギフテッドって言ってたよね。ギフテッドって何なの？」

「確か天才とか、そういうのじゃなかったか？　詳しくは知らないが」

　違うわよ──と言って、綾芽が解説する。

「天才が『神がかり的な』といった意味で使われるのに対し、ギフテッドは教育学や心理学で使われる言葉よ。平均以上の能力、高いＩＱ、高い目的達成意識、高い創造性などを持っているのがギフテッドと言われているわ」

「それって、やっぱり天才じゃん」

「様々な項目に該がい当とうしているのがギフテッド、とにかく凄い人が天才、と区別すればわかりやすいかしら？　おそらく一番の差は神経的素養にあるわ」

「神経的素養？　わかりにくいな」

　感覚神経がどうとか、シナプスがどうとか、そういうことか？

「乱暴に要約すれば、過か敏びんってことよ」

「正確にはＯＥ──過度激動だね。過敏さの程度や種類は同じギフテッドでも人それぞれだよ」

　枇び杷わ島じまさんが補足する。さすが才女。ギフテッドの知識にも精通しているようだ。

「う～ん、それって、感受性が強いとか、そういうこと？」

「それもＯＥの一つね。感じやすいということは、吸収力が高いということよ。ゲームで言えばギフテッドのキャラクターだけ二倍三倍と経験値が入るといったところかしら」

「何それ、滅め茶ちや滅め茶ちや有利じゃん！」

　ギフテッドは『神から与えられた資質』という意味だけでなく、『先天的な学習能力の高さ』をも指す言葉だったのか。

「学校の成績はよくなかったが、芸術家としては天才って人がいるだろう？　そういう人は天才だけどギフテッドじゃないってことか？」

「そうね。芸術の才能にはタレンテッドって言葉もあるから、そっちかもしれないけど。あくまで教育学として、普通では伸ばしきれないほどの才能と過敏性を持った人間に対し、どのような教育をすればいいかっていうのがギフテッド研究の根底にあると私は考えているわ」

　その研究の行きつくところは『究極の人間』ではないだろうか。教育の目的自体、『社会への適応』と見るか、『個人の持つ最大値を引き出すもの』と見るかに分かれ、詰め込み教育は前者、ゆとり教育は後者がコンセプトであるとすれば、ギフテッド教育は究極の後者となるだろう。

「じゃあ歴史上の偉人はどうだ？　あれもギフテッドか？」

「英雄なんてのはギフテッドの代表例かもしれないわね。『リーダーシップの天才』っていう言い方はあまりしないけど、ギフテッドは過か敏びんなだけに相手の気持ちを理解することに長たける人もいるわ。うまく作用すれば、並外れたリーダーシップを発揮するというわけ」

「なるほど」

「かといってギフテッドはあくまで教育学的な分類にすぎないから、結構身近にいるわよ。小学校や中学校であれば学年に一人はいるんじゃないかしら」

　世に出ない天才が多いように、近くに隠れているギフテッドも多いということか。

「ここまで聞くと、天才より良く聞こえるな」

　天才よりも才能の幅が広く思えるし、社交面でも優すぐれていそうだ。

「そうとも言えないわ。ギフテッドの特性として切り離せないのが、その『悲劇性』よ」

　綾あや芽めの言葉を受け、枇び杷わ島じまさんが論文を読むかのように語った。

「ギフテッドは過敏であるがため、より楽しみ、より悲しみ、より怒り、より恐れ、より共感する。深く感情移入し、愛着心、責任感、自省意識も非常に強い。楽しさに過敏なだけならいいけれど、責任感や自省意識の強さから、自己批判が強く、それだけに楽に生きられない。例えば死の終局といった抽象的な心配ごとが引き金となって鬱うつ状態になった例も報告されてる」

「うわぁ……」

　エルが苦笑いした。

「そんなんじゃせっかく能力高いのに、全然楽しくないじゃん」

「まさに悲劇だな。過敏性は諸もろ刃はの剣というわけか」

「でも逆に苦しみが強いがゆえに、高潔な人格や高い精神性を持つに至る人も多いらしいわ」

　良くも悪くも両極端だ。

　華々しい能力と引き換えに与えられてしまった繊せん細さいな心。ギフテッドが輝くには周囲の理解と本人の強い精神力が必要となるだろう。

「ギフテッドの子供なんかだと、過敏すぎて人と違う行動を取ってしまったり、精神年齢が高すぎて周囲と話が合わず、孤立することが多いようね。そのためにあるのがギフテッド教育よ。国としては才能ある人間が潰つぶれるなんて、損失以外の何ものでもないもの」

「なら幹部候補試験は大人おとな用ギフテッド研修所になるな。さしずめ天て子し峰みねはギフテッド会社といったところか？」

「天て子し峰みねの社員全員がギフテッドとは思わないけどね。ただここへは命を賭かけてきた人も多いから、ギフテッド率は相当高いはずよ」

「命を賭けるとどうしてギフテッドなの？」

　エルの問いに、俺おれは答えた。

「ギフテッドは高い目的達成意識を持ってるって綾あや芽めが言ってただろ」

「あ、そうか！」

「普通の人はどんな理想があろうと命まで賭けないわ。命を賭けるのは余よ程ほどの事情を持ってるか、余程思い込みが強いか、それこそギフテッドくらいじゃないかしら」

　余程の事情があっても普通の人間はなかなか命を賭けないし、思い込みが強い人も同様だ。だからこそ綾芽は『ギフテッド率が相当高い』と表現したのだろう。

　面白い話じゃないか。一般人よりギフテッドのほうが自分の命の使い方を選んでいる。与えられた能力の中には、限られた命の儚はかなさを知る力も含まれているということだろうか。

「天子峰の試験がギフテッドクラスでないと立ち向かえないように設定されているのは確かね。逆にギフテッドからしてみれば、これだけの刺激を与えられるのは喜びかもしれないわ。頑張れば理想を叶かなえられるだけの権力とお金が与えられる点も、非常に魅み力りよく的なはずよ」

　綾芽はおそらくギフテッドに該がい当とうしている。高い能力、極端な精神、どちらも当てはまる。

　そういえば学校で見かけた綾芽は、いつも人の中心で微笑ほほえんでいた。でも今思い起こしてみると、実際は孤独だったのかもしれない。なぜなら今のほうがずっと活いき活きして見えるからだ。日本で一番と言われる高校でも綾芽の能力と精神からすれば、物足りなかったのだろう。

　綾芽自身、自分がギフテッドだと気づいているに違いない。でなければこれほどギフテッドについて詳しく調べていないだろう。

　そういえば枇び杷わ島じまさんは話をしている間、ずっと表情を硬くしていた。それはおそらく綾芽がギフテッドであると感じているのと同時に、『悲劇性』について知っていたからだ。

　綾芽の幼少期は、おそらく地獄だ。たぶん、俺が覗のぞいた地獄より、もっと恐ろしい地獄。

　俺は感性が薄かったため耐えられた。だが綾芽は人一倍苦しみを感じるギフテッドの特性を間違いなく持っているだけに、どれほど苦しんだだろうか。だからこそいち早く綾芽の途方もない苦しみに気がついた枇杷島さんは、沈ちん鬱うつにならざるを得なかったに違いない。




　俺が約束のコンビニで立ち読みをしながら待っていると、伊い勢せさんは時間ぴったりに現れた。

「つけられてるな」

「ええ。盗聴されていたのは間違いないようですね」

「場所を変えるか？」

「はい。話は病院で」

「病院？」

「光こう明みよう寺じ綾あや芽めを覚えていますか？」

「ああ。初日に教官にたてついた気のつえー嬢ちゃんだろう？」

「彼女が今日、教官に撃たれました」

「命はありそうだな」

「ええ。ただ動けないので、彼女の病室が会議室状態です」

「なるほど。病院ならまず大丈夫だな。わかった、詳しいことは後で聞こう。まずはこの状況をなんとかしなきゃならねぇが、病院なら簡単だ」

　伊い勢せさんが肩をぽんと叩たたいてきた。

「お前、演技はうまいか？」




　救急車がコンビニに到着すると騒ぎに気がついて周囲を歩いていた人たちが集まってきた。伊勢さんが焦あせる素振りをしながら救急隊員を俺おれのもとへ連れてくる。

「急に腹が痛いって言って！　助けてやってくれ！」

「動かさないで。そっと担架に」

「急いでくれ！」

　俺は担架に乗せられ、そのまま救急車に運び込まれた。伊勢さんもさりげなく同乗し、救急車は発進した。救急隊員は俺の容態を調べていたが、ふと手を止めた。

「……どういうことだい？」

「お前、演技下手へたすぎるぞ！」

　伊勢さんが俺の頭を叩はたいた。これでも頑張ったつもりだったのだが、全然ダメだったらしい。

「すいません。どうしても救急車で運んでもらう必要があったので」

「ああ、これが原因か」

　窓の外には物々しい雰囲気の候補生たちがうろついている。

「ということは候補生か、君たちは」

「そうです」

　救急隊員はため息をついた。

「たまにこういうことがあるんだよ。毎年毎年死人や怪け我が人にんが出ているくらいだから、必死なのはわかるんだがね」

「すいませんが降ろすのだけは勘かん弁べんを」

「救命士として怪我をするとわかっている人間を降ろせないよ」

「感謝します」

　皆さんを守るものは、市民の理性と良心、そして仲間だけです……か。どうやら副教官が言っていたことは正しかったらしい。




　俺おれが伊い勢せさんを伴って病室に入ると、一種の緊張感が場に生まれた。伊勢さんの特攻服と雰囲気にはそれだけの威い圧あつ感かんがあった。

「どうも伊勢さん。光こう明みよう寺じ綾あや芽めです」

　綾芽は礼儀正しく頭を下げた。伊勢さんは眉まゆをしかめた。

「あれ、お前の話とだいぶ違うな？」

「綾芽、どうして猫かぶって──」

　枕まくらが飛んできて、俺の頭にヒットした。

「何ソッコーでバラしてんのよ！」

「お前、数時間前まで死線さまよってたんだから大人おとなしくしてろよ……」

　何気なく突っ込んだとたん、綾芽がベッドに倒れかけた。動いたことが原因でめまいがしたようだ。それを見て、枇び杷わ島じまさんが叱しかった。

「馬ば鹿か！　何やってるの！」

「もう大丈夫かなって思ったんだけど、まだちょっと調子が悪いみたい」

「ちょっとじゃないでしょ！　さっきまで起き上がることもできなかったじゃない！」

　俺たちが来たから元気に見せたかったのか。

「いいの。勝負は今なの。止めないで」

　真まっ青さおな顔に宿る闘志に満ちた瞳ひとみ。もはや執念と呼ぶにふさわしい精神力である。

「嬢ちゃん、無理はよくないな。せめて寝てろ」

「病人扱いしないで」

　さすがの伊勢さんもこの強情さには呆あきれたようだった。しょうがなくそのままで説明をする。

「────なるほど。それでオレに仲間になれって言いたいわけか？」

「そうです」

　伊勢さんは指を鳴らした。

「じゃあ今度はオレから提案だ。お前らまとめてオレに乗らないか？」

「えっ？」

　まさか逆スカウトとは。一いつ匹ぴき狼おおかみタイプだと思っていたが、警戒していたから一人でいただけか。今までもかなり高く評価しているつもりだったが、もう一段階上げる必要がありそうだ。

「オレはすでに外で家を確保した。オレの仲間になればそこで匿かくまってやる。それにオレも教官を近日中に襲しゆう撃げきする予定だった。オレたちの目的は一致する」

「だから下につけって言うの？」

　綾芽の言葉には明確な拒絶が表れている。

「そうだ。はっきり言ってやる。お前たちは全員合わせてもオレ一人より劣っている」

「何ですって！」

　綾芽が激げつ昂こうしたので、エルと枇杷島さんが慌あわてて押さえに入った。

「もうバレてもいいから、オレのやり口を教えてやる。オレは最初から寮りよう内ないが荒れることを読んでいた。スパイがいることも予測していた。じゃあ外に向かうしかないよな。よう嬢ちゃん、お前がオレの立場なら外で何をする？」

　綾あや芽めはじっと考えていたが、ハッと気がつき、口を開いた。

「元候補生を取り込む」

「はははっ！　やるねぇ、嬢ちゃん。なかなか頭が回るじゃねぇか」

　なるほど。元候補生は敵対的だが全員ではないはずだ。もし取り込むことができれば一年分の情報が入るのは非常に大きい。なんてことを思いつくのだろう、この人は。

　二人の頭には例年同じような試験をやっているという確信があるようだ。考えてみれば毎年やることを変えるには手が込みすぎているし、変えて成果が出なかったでは話にならない。ならばきちんと実績を挙げている方法を踏とう襲しゆうしているはずだ。

「そうだ。オレは元候補生を取り込もうとした。どうせまともな生活をしていないだろうから、チンピラをぶちのめして情報を吐かせた。そしたら簡単に見つかったぜ」

　綾芽は自分が今まで気がつかなかったことに怒りを覚えているようだった。

「知ってるか？　一年して退寮した場合、天て子し峰みねは市民権をくれるんだ。まあ幹部候補生ではなくなるらしいがな。首を切られずあの状況下で一年耐え切ったことに対する評価らしい」

「……敗者復活もある、ということですか」

「そうだ。天子峰は有用な資源を無む駄だにしない。一般市民になってからも元候補生には幹部昇格のチャンスがある。幹部の手伝いで功績を挙げたりして一定の実績となれば昇格だ。だがそいつらは元候補生だけあって、そこの嬢ちゃんみたいに自尊心が強くてな」

「うるさいわね」

　綾芽は口を尖とがらせたが、伊い勢せさんは華か麗れいにスルーした。

「候補生に嫉しつ妬としていたから様子を見ていたんだが、たまたま馬ば鹿かが交こう渉しようしようとしてよ」

「それって加か茂もさんじゃ」

「ああ、そんな名前だったな。そいつが外に連れ出されたとき、アジトに残ったのは冷や飯食ってた一人だけでよ。金目の物を盗んで、盗まれた責任はお前にあるから後で殺されるぞって脅おどして、強引に仲間にした」

　大だい胆たんすぎる行動だ。よくやるものである。

「でもそれなら、どうして公園で喧けん嘩かを……」

「あれは馬鹿へのリンチがひどかったから助けてやっただけだ。ん？　もしかしてあのときいたやつって、お前だったのか？」

　なるほど、話が繫つながってくる。

「寮内で事件が起こるとわかっていたのは仲間にした元候補生のおかげですか」

「ああ、あいつのときもそうだったってよ」

　ならば教官が一週間いなかったことも予定に組み込まれていたということか。

「昇格条件も聞いたんですね」

「いや、それはオレが考えた。昇格は他のやつには連絡されないらしい。いなくなったやつが昇格したか死んだか行方不明かは区別がつかないってよ」

　元々最速通過の話を聞いたのは伊い勢せさんからだ。独自の情報を数多く抱かかえ、これだけ頭の回転が速いのだから、昇格条件に気がついても不思議はない。

「じゃあ俺おれへの報ほう酬しゆうは元候補生から盗んだものだったんですね」

「ちげーよ。あれはオレが稼かせいだ金だ。盗んだ金はあいつのものだ。そうじゃなきゃ筋が通らねぇだろ」

　……なるほど。脅おどして協力者にしたのに裏切られていない理由がわかった気がする。

「あんな大金、どうやって稼いだんです？」

「お前、警察に寄ってみたか？　賞金額が書かれた犯罪者リスト、無料で配布してるぜ」

　この人はどういう頭の構造をしているのだろうか。警察は守ってくれないと言われているのにあえて行くなんて普通じゃない。

「犯罪者リストと言っても凶悪犯だけじゃないぜ。一定時間経たった軽犯罪や、ストーカーなどの経費の割に実績が挙がりにくい事件にも賞金はかかってる。それにここは犯罪者が外に逃げにくい場所だからな。他よりずっと捕まえやすい。裏じゃ賞金稼ぎなんて職業があるんだぜ？」

「えええっ！　賞金稼ぎって、ゲームみたいじゃん！　何なのそれ！　そんなのあるの？」

　エルの言う通り、あまりに突拍子が無さ過ぎて本当にあるのか正直怪しい。

　しかし実際にお金は持っていた。もしかして別のところで稼いだ可能性もあるだろうか？　　噓うそをつくタイプには見えないが、並外れた行動力といい、突拍子も無い発想といい、ちょっと底が知れないだけに結論は保留にしておいたほうがいいだろう。

　ふと、これだけの能力があるのに、なぜ候補生のリーダーになろうとしなかったのか気になった。リーダーにはメリットがあるし、一いちの宮みやさんと争ってもこの人なら確実に勝てただろうに。

　候補生を警戒していただけか。……いや、メリットが少なかったのだ。

　この人は凄すごすぎて普通の人はついていけない。フットワークの軽さが伊勢さんの長所と思えるだけに、候補生がいるとかえって足を引っ張ってしまうだろう。それを読み切っていた伊勢さんはリーダーのメリットを捨てて一人を選んだのだ。

　だが、そう、例えばここに揃そろっているメンツなら遅れを取らないのではないだろうか──

　伊勢さんは金髪をかき上げた。

「これでわかったろ。お前たちはオレより下だ。住むところは元候補生の舎弟が借りている。ちょっと狭いが、何とかなるだろう。わかったならオレにつきな」

　今、必要なのは『リーダー』だ。リーダーに必要な要素をこの人はすべて兼ね備えている。

　だが──もう一人いる。決して伊勢さんにひけを取らない能力を持った人間が。

「伊い勢せさん、俺おれは内部告発を行うためにリーダーを探していたんです。そしてあなたがリーダーにふさわしい能力を持っていることが今のお話でよくわかりました」

「ということは、オレの下につくと受け取っていいのか？」

「ちょ、あんた──」

　綾あや芽めが乗り出してきたので、俺は手を掲げて制した。

「でも、もう一人見つけたんです。それが綾芽です」

　綾芽は決して伊勢さんに負けていない。したたかさや陰いん謀ぼうで言えば伊勢さんを凌りよう駕がしている。

　中でも気になるのはあの執念だ。その奥に潜ひそむものを、俺は見たいと感じている。

　綾芽は苦労知らずのお嬢様じゃなかった。むしろ土にまみれてあがく、苦労人だ。それだけに、異常に人間臭い。怒りも悲しみも苦しみも、そして純粋さでさえ綾芽は人一倍持っている。

　そのせいだろうか。機械じみた俺の感情にさえ訴えかけてくるものがある。何を思い、どんな行動をするか、期待を抱いだいている自分がいる。

　そこへ来ると伊勢さんは事情を抱かかえているのはわかるが、事情の中身がわからないだけに疎そ外がい感かんがある。それだけに勝負を託してよいのか疑問が残る。

「どちらがいいか俺にはわかりません。だから──聞かせてください。伊勢さんは何のためにここへ来て、何を目指しているんですか？　二十四使徒、神こう戸べ一いち夜や、田た神がみ四し季きのキーワードはあなたとどんな関係があるんですか？」

　伊勢さんは明らかに動揺し、考え始めた。そして数秒後、おずおずと口を開いた。

「……悪いが言えないな」

「じゃあ綾芽、お前はどうなんだ？」

　そう聞くと、綾芽からは即座に返ってきた。

「以前一度言ったことがあるけど、必要ならもう一度言ってあげる。私はこの世にある不条理を何とかしたいの。誰だれもやらないから、私がやるの。目標としてはとりあえず七賢人。その上もあるかもしれないけど、今はまだ見えないから、ひとまずはね」

　以前も聞いたのに、聞こえ方が全然違う。前は正義感いっぱいに聞こえたのに、今は私利私欲にまみれている。不条理なんて言葉を使っているが、実のところは自分に嫌いやがらせをしてきたやつらに復ふく讐しゆうしたいだけなんじゃないだろうか？　だがそれがかえって面白い。

「石いわ刀と昴すばるを見て、とりあえずか。お前は凄すごいな」

　このどこまでも不ふ遜そんな覇は気きと執念に俺は惹ひかれているのだと思う。彼女の並外れた熱を浴びると、凍いてついた俺の心が溶けていくように感じるのだ。

「決まりですね。俺は綾芽につきます」

「残念だな。オレはこのメンバーじゃお前を一番買ってたんだが」

「今回が終わりじゃありません。またの機会にはご一緒できることもあるでしょう」

「いい断り文句だ」

　伊い勢せさんは背を向けた。だが歩き出す前に、俺おれは呼び止めた。

「待ってください」

「まだ何かあるのか？」

「これからが本番じゃないですか？」

「何のだ？」

「ゲームですよ。別に下につかなくても、協力していけない理由はありません。互いに作戦を考え、同時に実行しましょう。そうすれば互いに成功率が上がるはずです」

「共闘か」

「いいえ、ゲームです。伊勢さんと綾あや芽め、どちらが先に教官の首を取るか。一般的なゲームオーバーつきのゲームですよ」

　合理的な判断として勧めたつもりだが、実のところ俺が見てみたいだけなのかもしれない。この傑出したギフテッド二人の勝負を。

「……お前、ロックだな」

「ロックはロックでも石のほうでしょうね。何の面白みもない、道みち端ばたに転がっているような」

「お前みてぇのがその辺に転がっててたまるか。それに石ってのは、子供にしてみりゃ万能の遊び道具なんだぜ？」
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「伊い勢せさんはまだ童心を忘れていないんですか？」

「ああ、オレはガキだよ。お前をおもしれぇと思う、ガキだ」

　伊勢さんは男前な笑みを見せると、荒々しくパイプ椅い子すに座った。さぁ、ここからが本番だ。




　話し合いの開始前に枇び杷わ島じまさんが釘くぎを刺した。

「作戦会議もいいけど、ここの面会時間は八時までよ」

「大丈夫。それまでには終わると思うから」

「そうだな」

　綾あや芽めと伊勢さんにはすでに頭に描えがくものがあるようだ。

「じゃあまず綾芽、お前の作戦を聞かせてくれないか？」

「その前に、伊勢、とりあえず今日と明日どっちがいいかだけ聞かせてくれない？」

「オレはどっちでも構わないぜ」

「じゃあ明日。一日もらえるなら奇き襲しゆうなんかに頼らない、より完成度の高い策を披ひ露ろうするわ」

「おもしれぇ。乗った」

「ちょっとちょっと」

　枇杷島さんが話に割り込んでくれて俺おれは安心した。正直、話が早すぎてついていけない。

「まず、どうして選択肢が今日か明日だけなの？」

「清きよ美みさん、教官に時間を与えるのは非常に危険なの。時間があればあるほど洗脳は強くなるし、教官の怪け我がも回復するわ。それにゆっくりしていたら候補生に銃を与えて武装する可能性もあるわね。そうなったら寮りようは要よう塞さいと化して、迂う闊かつに襲撃できなくなるわ」

「何よりやべぇのは三日後、三み里さと信しん一いち郎ろうが戻ってくることだ。噂うわさではかなり危ない男だそうだから、入社式の感じだと、石いわ刀と昴すばるのほうが内部告発しやすいだろうな。となると、明後日あさつてには内部告発する必要がある。だから明日までに決着をつけようってわけだ」

「今日襲撃するメリットは奇襲が成立しやすいことよ。今日、教官は寮に宿泊しているから、大きなチャンスだわ。逆にデメリットとしては準備時間が少ないことね。明日はその逆よ」

「ということは、やはりその情報を持ってやがったか」

　伊勢さんの発言の意味がわからない。この二人は頭が良すぎて当たり前のように話を飛ばすから厄やつ介かいだ。凡人としてはいちいち聞かざるを得ない。

「情報って、どういうことですか？」

「お前、今日教官が寮にいるって確信があったか？」

　……ない。副教官は自宅に帰っているから、教官が寮にいなくても不思議はない。

「この嬢ちゃんはいつの間にかいる前提で話していた。つまりこいつはこっそりと教官が寮に泊まってるって情報を摑つかんでいたってことだ」

「使えないやつだけど、一応スパイを送り込んであるから」

　そうか。綾あや芽めは俺おれが伊い勢せさんを迎えに行っている間に隼はや人とと連絡を取っていたのか。

「もちろんこの嬢ちゃんが教官は寮りようにいると思い込んでいただけって可能性もあったが、結果は見ての通りだ。こいつはそんなタマじゃねぇんだよ」

「宿泊情報はメールで確認したから、今日は警戒されていると思うわ。だから明日にしたの」

　まったくこの二人は恐ろしい。何のやり取りもせずこれだけの情報を認識し、互いに同じ結論を出した上で、相手が気づいていることを察知し、牽けん制せいし合っているのだから、ちょっとレベルが違う。

「ちょっと待って。どうして寮で襲おそうの？　外で待ち伏せして捕まえればいいんじゃない？」

「清きよ美みさん、教官は幹部よ。対して私たちには自衛権しかないわ。そんな私たちが幹部を外で襲ったら法律的にどうなると思う？」

「……重罪ね」

　綾芽は補足した。

「もちろん外で襲ってもバレなければいいのよ。でも教官は相当訓練されているだろうし、狙ねらわれることも自覚しているはずだから、準備もなしに人ひと気けのないところには行かないと思うわ。だから不意打ちで確保、なんてことは不可能に近いでしょうね。それなら寮内のほうが手段を選ばなくていいだけやりやすいわ」

「何かさっきから戦争するみたいな話しぶりだけど、物ぶつ騒そうすぎやしない？」

「甘あめぇよ、あんた」

　伊勢さんが舌打ちした。

「あんたさ、もしかして『あくまでも企業の試験だから暴力沙ざ汰たにはなるべくしないほうがいい』なんて思ってるんじゃねぇのか？」

　枇び杷わ島じまさんが息を吞のむ。伊勢さんの予測は正せい鵠こくを射ていた、ということか。

「はっ、馬ば鹿か言ってんじゃねぇよ。最初から寮の敷地内は何でもありって言われてんだ。と、くれば暴力を無視するほうがおかしいぜ。歴史でも勉強し直したらどうだ？」

　歴史から戦争を抜けば歴史が成り立たないと言いたいのか。

　遠回しな言い方だが、意味は理解できる。何でもありな状況で暴力を抜くほうが不自然だ。

「伊勢、あんた言い過ぎ」

　綾芽が放っているのは殺気だ。重病人だからこそ、その迫力は尋じん常じようじゃない。

「清美さんは暴力を無視してない。あくまで避けようとしているだけ。それは人間として自然なことよ。それに暴力に頼らず試験を通過する方法も必ずあるわ。それまで否定するの？」

「……ちっ、お前の言うとおりだな。確かにオレが言い過ぎた。悪かったな」

　非があればちゃんと謝る。これがこの人の最大の長所だろう。

「あたしも謝るわ。確かに甘いこと言ってた。ごめんなさい」

　争いはもういいだろう。それより具体的な作戦を話し合うべきだ。

「じゃあ決行は明日でいいとして、伊い勢せさんはどうやって教官を捕らえるつもりなんです？」

「伊勢、あんた言わなくていいわ。私が当ててあげる」

　まったく、せっかく矛ほこが収まったのにあえて挑発するから綾あや芽めはたちが悪い。

「ほう、じゃあ言ってみろよ」

「あんたが仕掛けるのはゲリラ戦。違う？」

　伊勢さんは頰ほおをひきつらせ、笑った。

「こえーこえー。てめぇの頭ん中、どうなってんだよ」

「あんたの行動を聞いてたら誰だれでもわかるわよ」

「わかるのお姉さんだけだって」

　エルが突っ込んだ。まったく同感である。

「綾芽、説明してくれ」

「おそらく寮りようの外に出た候補生を片っ端からさらっていくって感じだと思うんだけど、違う？」

「長期戦ならそうするだろうな。そうやって兵ひよう糧ろう攻めに持ち込んでもよかったが、短期戦の今回は使う気ねぇよ」

「でも基本コンセプトは変わらないはず」

「……そうだな。オレは夜を見計らって教官を公園に連れ出し、襲おそう」

「外で教官を襲っちゃいけないんじゃないの？」

　さっきのお返しとばかりに枇び杷わ島じまさんが尋たずねた。

「当然だ。狙ねらいは一緒に来るスパイたちだ。スパイじゃねぇやつも混じってるだろうが、どっちにしろ一緒に来るやつの肩書きは候補生だ。どこで襲っても同じだ」

「一人でやる気？　あんた一人で何人倒せるっていうの？」

「馬ば鹿か言え。五十人は用意してやるよ」

　予想以上の人数に枇杷島さんが啞あ然ぜんとする。

「ちょ、そんな人数どこから」

「チンピラに情報をリークすればいい。候補生をゲットしたら一人につき十万とかはどうだ？」

「なるほどね。馬鹿が喜びそうなイベントだこと」

　綾芽は肘ひじをついて、ため息をついた。

「オレはやつを公園までおびき出したら即行で逃げる。当然、やつはオレを捕まえるために兵隊を散らすだろう。そこを襲わせる」

「各個撃破というわけね」

「そうだ。おそらくやつは兵隊の損そん耗もうを嫌いやがり、寮まで撤てつ退たいする。その瞬しゆん間かんを叩たたく」

「撤退せずに全員やられたら笑えるわね」

「やられたっていずれ寮に戻るだろ。そのときを狙えばいい」

　ということは、伊い勢せさんの狙ねらいは敵の数を減らすこともあるが、本命は教官の油断を引き出すことにあるのだろう。陽動は奇き襲しゆうのための伏線にすぎない。

「偉そうなことを言っていた割には穴だらけの策ね。教官は果たしてあんたの挑発に乗って来てくれるかしら？」

「乗るような挑発をすればいい」

「何より最後のトドメ、簡単に読まれるんじゃない？」

「きっちり仕留めてやるさ」

　どうやってトドメを刺すか。大掛かりな手法を使ってまでして教官の油断を引き出すのだから、ここが最大のポイントだ。

　しかし伊勢さんは言わなかった。おそらく意図的に。それは綾あや芽めへの対抗心からだろうか。

　綾芽もあえて詮せん索さくをしない。顎あごに手を当て、じっと考える。

「教官が寮りように戻る瞬しゆん間かん、当然奇襲を警戒するわよね？」

「そりゃそうだろうな」

「じゃあそのとき、私が援軍を出すわ。それで気が逸それるはずよ。あんたはその隙すきをついて仕留めなさい」

　伊勢さんが目を丸くした。

「……ほう、意外な言葉が出てきたじゃねぇか。お前は手柄を独り占めしたいタイプかと思ってたぜ」

「あいにく私は目的至上主義よ。目的を達することができるのなら個人的な感情は後回しよ」

　ライバルに手柄を譲ゆずることができるとは……綾芽にもまだまだ奥があるようだ。

「で、どうなの？　受けるの？」

「そりゃありがてぇぜ。でもどうせ見返りを要求するんだろ？」

「当たり前でしょ」

　さも当然とばかりに言う。伊勢さんもさすがに頭を搔かくしかないようだった。

「言ってみろ。何をして欲しい？」

「教官の持つ銃に賞金をかけて。候補生が十万だから、教官は百万くらいの予定よね？」

「ま、そんなとこだろうな」

「じゃあ五十万円。それと、策に支障がない範囲でいいから、あんたにチャンスがあれば教官から銃を離して。遠くに投げ捨てるとか、使えなくするとかだけで十分だから」

　綾芽には何が見えている。銃が重要視されるということは、伊勢さんが失敗した後のことか。

「いいだろう。受けてやる」

「ありがと」

「それより援軍って、どうするつもりだ？　どこにそんな奇特なやつがいる？」

「もちろん戦力として数えないわ。でも見せかけにはなる」

「……お前、何を狙ねらってやがる」

　伊い勢せさんにもわからないのか。

　綾あや芽めの大きな瞳ひとみはますます輝きを増し、透き通って見える。なのにその奥底に潜ひそむものがまったく見えず、不気味なくらいだ。

「私は考えていたわ。教官にとって何が一番やられたくないことか」

「それは？」

　俺おれが尋たずねると、綾芽はさわやかな笑顔を浮かべた。

「学級崩壊よ」

「っ……、それは……！」

　伊勢さんが驚おどろきの声を上げる。

「…………あー」

　少し遅れてエルと枇び杷わ島じまさんが声を合わせてうめいた。

　学級崩壊。その一言で何となくやりたいことが読めてくる。ただ手放しに賞賛といかないのは、その言葉が持つえぐみと、決戦じみた伊勢さんの作戦とは対極の手法であったためだろう。

「もうわかったわよね。私は候補生に裏切らせるわ。あんたはチンピラを使うけど、そいつらは寮りよう内ないに入らないだろうし、毛頭命を賭かける気なんてないはずよ。でも最終的に教官は寮内で捕らえなければいけない。ここにあんたの作戦の苦しさがあるわ」

　チンピラは所しよ詮せん金で釣つられた外部の者だ。教官が銃をちらつかせれば逃げるに決まっている。治外法権である寮内の危険性も知っているだろうから、寮への進入もおそらくない。だからこそ伊勢さんはゲリラ戦にしてチンピラを正面に立たせないようにしたのだろうが、これは抱かかえている矛む盾じゆんを成立させるための強引な手段だ。そもそもしっかりとした戦力があれば、堂々と正面から立ち向かって勝てるのだから。

　だが逆に、外で捕らえれば罪に問われる候補生にとって、寮内こそが教官を捕らえても良い唯一の場所となる。だからこそ、寮内で戦力となるのは候補生だけと言える。元々教官と敵対するだけの環境と理由は、候補生にしかないのだ。

「あんたは私のことを馬ば鹿かにしたけど、これはあんたができないことよね？　だって組織に参加しなかったのだから。私も内部がきな臭くさいことくらい最初から気づいていたわよ。でも最後に力となるのは同じ候補生しかいないとも確信していたの。だからあえて身を投じたの。そうして得た信頼とメールリスト。私はあんたと違う方法で力を蓄たくわえていたのよ」

　組織内での綾芽の得た信頼がここで活いきる。外に出ていた伊勢さんでは無理な作戦だ。ここにいる他のメンバーも、組織から距離を置いていたため、信頼が足りない。このメンバーの中では綾芽だけが成し得る必殺の刃やいばだ。

　そういえばここに来た日、石いわ刀と昴すばるが言っていた。




『材料を揃そろえてやらせてみれば勝手に格付けはされる』




　言っていた通りだ。現メンバーで綾あや芽めと伊い勢せさんは明らかに頭一つ抜き出ている。頭の回転の速さは凄すさまじく、洞察力、交こう渉しよう力りよくなどにおいても他を圧倒している。

　それでいてタイプはまるで逆だ。大だい胆たんと細心。伊勢さんにいさぎよさがあれば、綾芽には執念がある。伊勢さんが行動力に優すぐれるとすれば、綾芽は構想力において優れている。今のところ甲こう乙おつつけ難がたいが、格付けは結果が行ってくれるだろう。

　面白い──

　こんな二人が目の前にいること自体が奇跡だ。そしてその二人が互いに協力し合いながらしのぎを削けずるなんて、たまらないじゃないか。

「候補生が動かない場合もあるぜ？　そうなったらお前の作戦は破は綻たんだ」

「そうさせないわ」

　伊勢さんも先ほど『乗るような挑発をすればいい』と言った。やれるやれないではなく、そうさせる。有無を言わせない思考方法が二人には共通している。それこそが天て子し峰みねの求めるリーダーの条件なのかもしれない。

「どうやってやるつもりだ？　そう簡単に寝返らないと思うが」

「私が直接行って話すわ。あんたが教官をおびき出しておいてくれるんだから、その間なら忍び込む隙すきはいくらでもあるはずよ」

「ちょっと綾芽、そんな身体からだじゃ無理よ！」

「でもこれは私がしなきゃ無理なの。もちろん、私だけじゃたどり着くことさえできないわ。だから清きよ美みさんの力を借りたいの」

　綾芽が弱々しく手を差し出す。枇び杷わ島じまさんは一いつ瞬しゆん戸惑い、何かを口にしようとしたが、その言葉を吞のみ込んで手を上から重ねた。

「わかった。あんたはあたしが守るよ」

「ありがとう、清美さん」

　綾芽の瞳ひとみがこちらに向く。

「それと、あんたとエルちゃんも」

「ふぇ？」

「頼みたいことがたくさんあるの。あてにしてるわよ」

「任せてよ！」

　と言ってエルはすかさず手を重ねると、俺おれに顔を向けた。

　俺は──ためらっていた。

　手伝いたくないとかじゃなかった。ただ仲間同士で何かをするなんて、経験がなかった。

　考えてみれば、今までは見ていただけだった。どんなときでも、誰だれがどう動くのか観察するだけだった。ゲームで言えばプレイヤーではなく、横でプレイを見ている人間だった。

　でも今は違う。はっきりと綾あや芽めの力になりたいと思うし、勝って欲しい。そして見てみたい。綾芽がどこまで行けるかを。

　我ながら心境の変化にびっくりだ。でも、それもまた悪くないか──

「俺おれにできることであれば」

　綾芽の、エルの、枇び杷わ島じまさんの顔が明るくなる。

　俺は手を伸ばし、そっと重ね合わせた。その感触は、思ったよりずっと温かいものだった。




　伊い勢せさんは宿泊する部屋を確保してくると言って部屋を出て行った。

　その間、残ったメンバーで明日の打ち合わせをすることになった。

「…………と、これが援軍ってわけ。わかった？」

　綾芽の説明は実に明快なものだったが、すぐに言葉が出なかったのは、その構想力の凄すさまじさを改めて見せつけられたからだろう。

「あんたやっぱ凄すごいね。いけるような気がしてきたよ」

「ボクも！」

　綾芽はその反応に満足げだった。

「それで明日、清きよ美みさんとエルちゃんにそれっぽい人か、情報を知ってる人を街中で探してもらうことになるんだけど、ここで重要なのがエルちゃん」

「えっ、ボク？」

「誰だれに話しかけるかの判断が重要なのはわかるでしょ？　それをエルちゃんに任せたいの」

　エルは思いもよらなかった重い役割に困惑しているようだった。

「でも……ボクにできるかな？」

　なぜか綾芽が俺を横目で見てくる。

「こいつ、こんなんだけど、目的をちゃんと見破っていたし、能力もおそらく候補生の中でも上位よ。それを会ってすぐ看破したエルちゃんだからこそできると思うの」

「えええ！　ボク、看破とかじゃなくて、何となくお兄さんといただけだよ？　最初に隣になったのも偶然だし！」

「でも仲良くなったのは信頼できると思ったからでしょ？」

「そりゃそうだけど……性格が合っただけかもしれないし」

「無意識なのが凄いの。普通の人はあれだけの人間がいて、わざわざこいつを選びやしないわ。こいつを選んだ無意識の選択が、エルちゃんにとって結果的にベストだったって、私は思う。エルちゃんには人を見る目があるのよ」

　エルの長所は、特有の『勘かんの良さ』だ。この一点で言えば候補生でもトップクラスだろう。それを見事看破し、しかもその特徴を活いかしきるポジションを与えるとは見事な采さい配はいぶりだ。

「お兄さんもボクにできると思う？」

「適役だと思う。任せたぞ」

「……うん、わかった。できる限りやってみるよ！」

　綾あや芽めは次に枇び杷わ島じまさんを見た。

「清きよ美みさんとエルちゃんは朝あさ一いちで出発して。それで援軍を連れて午後十時には戻ってきて。伊い勢せには決行を九時半にさせるから、それくらいがちょうどいいはずよ」

「了解」

「うん、わかったよ」

「それと、今回は時間が勝負だから電車を使って。お金は私の残金をすべて使っていいから」

　お金か。マンションを借りるほどはないが、電車賃くらいなら持っている。

「それなら俺おれのを使ってくれ。伊勢さんからの調べものをした見返りが多少ある」

「そういえばあったねー」

「ホント？」

「ああ、五万もらってる。一日の電車賃なら一万円もあればお釣つりがくるだろ」

「何であいつそんなにお金持ってんの？　もしかしてさっき言ってた賞金首の賞金？」

「かもな。ただ正直なところ、賞金首が存在しているかどうか、俺は半信半疑だがな」

　エルの携帯口座に二万円を振り込んでやる。一万円で大丈夫だと思うが、いざというときのために多めのほうがいいだろう。

　枇杷島さんにも二万円振り込もうとしたが、いらないと言われた。綾芽の手術代等でかなり減ったが、まだそれくらいはあるとのことだった。

「それで、俺は何をすればいいんだ？」

「あんた、あのこと話していい？」

　意味がわからない。混乱していると、綾芽が手招きしてきた。しょうがなく耳を近づける。

　その瞬しゆん間かん、部屋の扉が開いた。

「なにお前ら乳くり合ってんだ？」

　伊勢さんがそうつぶやくと、綾芽に突き飛ばされた。

「ち、ちち違うわよ！　乳くり合ってるって何よ！」

「そうですよ。俺と綾芽ですよ。そんなことあるわけないじゃないですか」

「どっせーい！」

　綾芽は俺の腹にパンチを放った。だが弱っていたため威い力りよくがなかった。

「足りない……全然やり足りない……！」

「お姉さん待った！　花か瓶びんはやばいって！」

「あぁ！　傷が開いちゃったら台無しでしょ！」

　綾芽は女性二人に慌あわてて押さえられた。やれやれ、何をやってるんだか。

「ああ、もう言っちゃうわよ。あんたの盗聴器、いくつあって、今どこに配置してあるの？」

　なるほど、だからためらっていたのか。

「それなら合計七つ。今、俺おれが持ってる携帯音楽プレイヤーに一つ。残り六つのうち、教室、調理室、風呂、脱衣所、一いちの宮みやさんの部屋に一つずつ。残った一つはＰＣに隠してある」

「あんた、盗聴って……」

　枇び杷わ島じまさんの視線はさすがに冷たい。

「やるじゃねぇか。そういうことは早くオレに言えよ。いい使い方があったってのに」

　一方、伊い勢せさんには感心されてしまった。

「それって、どれで聞くことができるの？」

「俺のＰＣか音楽プレイヤーなら。一応すべて記録してあるから、過去のものでもいける」

「じゃあ同時に聞くことはできる？」

　同時という発想はなかった。

「……ＰＣなら、おそらく。音楽プレイヤーは無理だな。それより同時に流しても聞き分けられないだろ。お前は聖しよう徳とく太たい子しか？」

「失礼な言い草ね。聖徳太子じゃないけどできるわよ。可能なら問題ないわ」

　まったく呆あきれるほど何でもできるやつである。

「じゃあ伊勢、明日決行前に一度この部屋に寄って。盗聴器を渡すわ。それで、決行時には盗聴器を身につけておいて、情報を逐ちく次じ流して。説得のタイムリミットを計りたいの」

「まあ、それくらいはいいけどよ」

　綾あや芽めは俺を指差した。

「あんたは明日、ここでＰＣのセッティングと当日のミーティング。それと、今日寮りよう内ないで起こった出来事をできる限り把は握あくしたいから、今日中に盗聴の分析をしておいて」

「分析は構わないが、ＰＣは寮内に置きっ放しだぞ」

「大丈夫。何とかするから」

「お前がそう言うならいいが……」

「あの、そろそろ時間なんですが……」

　看護師が声をかけてくると、綾芽はわかりましたと猫かぶりで応じ、立ち去らせた。

「じゃあお開きね。あんたは明日、面会時間が始まる朝十時にここへ来ること。それと──」

　綾芽が枇杷島さんの耳元で囁ささやく。

「なるほど。わかったよ。帰りにでも確認しておく。ダメならすぐ伝えに来るよ」

「大丈夫だと思うけど、一応お願い。それと明日、清きよ美みさんとエルちゃんは一度午後に戻ってきて。二人にも盗聴器を渡したいから」

　頷うなずいて応こたえる。綾芽は大きなあくびをした。

「私、眠くなっちゃった。明日は大変だし、もう寝るわ」

「それがいいよ。あんたは無茶しすぎ」

　寝ころんだ綾あや芽めに、枇び杷わ島じまさんが毛布をかぶせた。

　ほとんど時間がかからず、寝息が聞こえてきた。恐ろしいほどの寝つきの良さである。緊張の糸が切れたのだろう。よほど無茶をしていたに違いない。

　死にかけて、起きてすぐこれだけ頭を働かせて。それだけで人間業わざじゃない。

　枇杷島さんが電気を消し、揃そろって部屋を出た。

　伊い勢せさんの家へ向かう途中、エルが俺おれの服を引っ張り、笑顔で言った。

「よかったね、お兄さん」

「いきなり何だ？」

「お兄さん頭が良すぎるから、学校じゃ対等に話せる人いなかったでしょ？」

「俺は成績普通くらいだったぞ」

「そういう頭がいいじゃなくて、本質がわかるとか、そういうこと。お兄さんや綾芽お姉さんが本当に頭がいい人だって、ボクでもわかるよ。だから学校で寂しかったんだよね？　だからさっき、凄すごく楽しかったんだよね？」

　たぶんお前もだろう？　とは言わないことにした。

　そうかもしれないな、と俺はつぶやき、エルの頭をなでた。




　伊勢さんが案内したのは寮りようから十分くらいのマンションだった。明日の仕込みがあると言ってすぐに伊勢さんは弟分の元候補生と出て行き、エルと枇杷島さんも眠った。おそらく相当疲れていたのだろう。今日一日であれだけのことがあったのだから仕方がない。

　俺も疲れを感じていたが、自分の枕まくらがないので寝られず、一人盗聴の分析を行っていた。

　今日に限ってはこのおかしな体質も幸いと言うべきかもしれない。何とも皮肉なものだ。

　電気が消された部屋の中。室内に差し込む月明かりに誘われ、俺は外の景色に目を向けた。

　明日が勝負だ。負けは死と同義と考えなければならないだろう。殺されないまでも教官なら全身の骨を砕くことくらいはやりかねない。加えて今後は奇き襲しゆうもより難しくなり、おそらく勝利条件から考え直す必要が出てくる。それでは立ち直ることができるかすら怪しい。

　それでも──そんなことにはならないと、勝てると、信じている。信じているなんて非合理的な言葉を使うのは我ながらおかしな気がするが、それもまた面白いじゃないか。

　ふと、消防車のサイレンが聞こえた。

　俺はそっとベランダに出た。強い風の中で見えたのは、寮から上がる炎だった。

　慎重に行けば見つからないだろう。危険だから二人はこのまま起こさずに行ったほうがいい。

　俺は音を立てないよう玄関の扉を開け、冷気が残る外へ飛び出した。




　　　＊＊＊＊＊




　伊い勢せ七なな彦ひこは寮りようの倉庫前に立っていた。目の前には、燃えさかる炎があった。

　火はすでに倉庫全体に広がり、歓喜の声を上げている。

「さぁ、パーティーの始まりだ」

　七彦は手の平にあったジッポをパチンと閉じ、その場を後にした。




　　　＊＊＊＊＊




　金かな山やま武たけ蔵ぞうが現場に着いたとき、すでに火災は食い止めようがないところまで広がっていた。

「クソがっ！　誰だれがやりやがった！」

　武蔵が周囲を見渡すと候補生が倒れていた。奇き襲しゆうを警戒して見張りに置いたスパイだった。

　頰ほおを殴なぐり、無理やり目を覚まさせる。意識が戻っていくのを見て、武蔵は尋たずねた。

「おい、誰がやったんだ！」

「教官……。伊勢のやつが……」

「あの野郎！」

　奇襲のおとりであるかもしれなかった。だとしたら戦力を集め、身を固めなければならない。

　そう考えた武蔵は反転した。すると玄関のすぐ横に真っ黒なスプレーでこう書かれていた。




　　　　　次はお前だ




　武蔵はわなわなと全身を震ふるわせた。

「伊勢七彦……！　殺してやる！　ぶち殺してやらぁ！　覚悟してやがれ！」

　午前零時。運命の日が、始まりを告げた。










　その四　先天的サイボーグ




　面会時間が始まると同時に俺おれは病院に入った。綾あや芽めは顔色こそよくないが、口調は昨日以上にはっきりしていた。

「待っていたわ。清きよ美みさんとエルちゃんは？」

「とっくに外に出てる」

「伊い勢せも？」

「伊勢さんは昨日の夜出て行ったっきり戻ってない」

「そう、わかったわ。じゃあ、まず盗聴の分析を聞かせてちょうだい」

　俺はポケットから一枚の紙を取り出し、手渡した。

「これにまとめてきた。読んでくれ」

　綾芽は受け取ると、無言で紙に目を通し始めた。

　昨日寮りようであった出来事をまとめると、以下のようになる。




・教官は副教官から食事用資金を奪うばい、食事を配給制にすると宣言

・また『金を俺様に持ってこい』『その金額が多いやつは昇格を考えてやる』と言っている

・その後、見せしめに手近な候補生に金を振り込ませ、手本をみせる

・振り込ませた候補生に対し、全員が一発ずつ殴なぐるよう強制

・一いちの宮みやさんが殴るのを拒否したため、教官は一宮さんから金を奪うよう命じる

・一宮さんがやられて以降、火がつき、金の奪い合いが始まる

・上納金が多かった上位十人を側近として、夕食を優遇している




　綾芽が紙を置いた。

「どうだ？」

「だいたい予測通りといったところね。ただ一宮さんの辺りはやっぱり分析してもらってよかったと思うわ。寝ずにやってくれたんでしょ？　ありがと」

「役に立ったならいい」

　普段がひねくれているせいかお礼を言われると新鮮に感じるから不思議だ。

「この資料にあるポイントの音声がどこにあるかチェックしてある？」

「編集してまとめておいた」

「こういうのは本当に得意ね、あんた」

「趣味だからな」

　ポイントの音声だけでも結構な分量がある。その間ただ待っているのも時間の無む駄だだろう。

「綾あや芽め、お前が聞いている間にやっておいたほうがいいことはあるか？」

「たくさんあるけど、まずはお客さんを迎える必要があるわ」

「客？」

　そのとき病室の扉が開いた。俺おれが振り向くと、そこには意外な顔があった。

「光こう明みよう寺じさん……」

「よく来てくれました、冴さえ子こさん。どうぞ、こちらへ座ってください」

　副教官、長なが森もり冴子。行きのバスで案内をしてくれた女性である。入社後は自分からは候補生と接触を持とうとせず、教官が怪け我がで入院している間は教官室でずっと事務仕事をしていた。

　副教官は椅い子すに座ったが、その後言葉を発さず、じっとうつむくばかりだった。

「副教官……？」

　俺が副教官の顔を覗のぞき込むと、メガネの上に涙が落ちていた。

「ごめんなさい、光明寺さん……。私、誰だれかがこうなるかもしれないってわかっていたのに、教官を止められなくて……」

「冴子さんのせいじゃないですよ。私が馬ば鹿かやっちゃっただけです」

「でも………。そのせいで……よりにもよって、相手があなただなんて……」

「冴子さんには権限がないのでしょうがないですよ」

　副教官は綾芽に対して親しげだ。綾芽は副教官のところに通っていたと言っていたが、しっかりと関係を作り上げていたようだ。

「冴子さん、私、一つ聞きたいことがあるんです」

「……何かしら？」

「教官を内部告発するには、どんな証拠がいります？」

　副教官は驚おどろいて顔を上げた。

「光明寺さん、あなた……」

「もう準備は進んでいます。後はあなたの協力が必要なんです」

　副教官は視線を落とし、考え込んでいる。そこで手た綱づなを緩ゆるめる綾芽ではない。

「私が撃たれたことはどうですか？　傷害罪にはならないでしょうけど、何らかの罪に問える可能性はありませんか？」

「……おそらく無理よ。寮りようは治外法権だもの。問題は教官権限を逸いつ脱だつしているかどうかだけれど、教官には候補生を統制する職務があるから、その一環として許されてしまうわ」

　教官の今までの暴れ方を見る限り、予測できる回答だ。

「じゃあ自分の判断で勝手に昇格させることは？」

　副教官は唇くちびるに手を当て、思案した。

「それは問題よ。教官には統制する権限はあっても、昇格させる権限はないわ。そもそも人事評価は禁きん門もん室しつと言われる独立組織が一手に担になっていて、教官には評価に関する権限がないのよ」

　そういえば禁きん門もん室しつに関して、伊い勢せさんがそんなようなことを言っていた。これは綾あや芽めに伝えておくべきだったな。綾芽なら教官権限を逸いつ脱だつさせるという勝利条件にも気がついただろうに。

「じゃあこの発言はどうです？」

　綾芽が目で合図をしてくる。昨日の盗聴記録からセリフを出せということか。

　俺おれは音楽プレイヤーを操作し、イヤホンを副教官に渡した。

「……これでは無理ね。あくまで『昇格を考えてやる』だもの。故意に権限を逸脱しようとする証拠──例えばネットを使わせるとか、勝手に出国させたとかならいいのだけれど」

「では権限逸脱の証拠となる音声を合成して作り、ネットに上げるとかはできますか？」

「不可能ね。合成は天て子し峰みねの技術なら百％見破れるわ。それにネットを使用する際は携帯認証が必ひつ須すなの。それで個人情報が記録されるから、ネットカフェでも必ず足がつくわ」

　ランクによってネットが使えなかったりするのだから、認証は当然必要というわけか。

「ごめんなさいね、光こう明みよう寺じさん。力になれなくて」

「構いません。確認したかっただけですから。では冴さえ子こさん、そういった証拠を私が持ってきたとき、冴子さんは上に報告してくれますか？　それが私は知りたいんです」

　副教官はぎゅっとイヤホンを握りしめた。

「……協力するわ。止められるものなら、私も教官を止めたいもの」

「ありがとうございます」

　綾芽は深々と頭を下げた。これで昇格への伏線はできたというわけか。

「それで、冴子さんにお願いがあるんですけど──っと、頼みごとはしなくて済みそうです。もっと適任の人が来てくれましたから」

「えっ？」

　副教官が振り返った。慌あわてて俺も視線を追う。そこに立っていたのは──

「お見舞いに来たよ、光明寺くん」

「一いちの宮みやさん……」

　昨日までは二つの組織のリーダーとして教官に次ぐ権力を保持していた一宮忠ただ志し。彼の姿は、見るからに落ちぶれたものとなっていた。




　副教官は帰り、代わりに一宮さんが彼女のいた席に座った。

　一宮さんの顔や身体からだには包帯が巻かれている。トレードマークと言えるメガネのフレームも一部曲がり、直した跡はあるのだが、元の状態に戻りきれていなかった。

「きっと来てくれるって思ってました」

「……そうか。君は慧けい眼がんの持ち主だからね。予測していることだろうと思っていたよ」

　それだけ言うと、一宮さんは両腕を胸の前で組み、黙ってしまった。

「一宮さん、今日のご用件は？」

「……お見舞いだよ」

「それもあるでしょう。でも一いちの宮みやさんが聞きたいのは今後どうすればいいかじゃないですか？」

　一宮さんは肩を落とし、大きく一度ため息をついた。

「……その通りだ」

　リーダーから転落し、教官からも目をつけられている一宮さんは、するべきことを見失った。だから一番信頼していた綾あや芽めのお見舞いを理由に、相談をしに来た。そういうことなのだろう。

「ではまず一つお願いがあります。六ろく条じよう隼はや人とと接触し、先せん輩ぱいの部屋からＰＣを持ってくるよう伝えてください」

「……わかった。伝えておこう」

「それと、一宮さんのベッドの下の他、数ヶ所に盗聴器が設置されているので、回収して彼に渡してください」

「盗聴器……！」

「俺おれが一宮さんの部屋に行ったときつけたんです。その頃ころは一宮さんが危険に思えたので、自衛のために」

「……そうか」

　一宮さんは怒らなかった。それよりそれほどまで警戒されていたことに対してショックを受けているように見えた。

「君たちは教官と戦うつもりなんだね」

「ええ、その通りです。でもそれには一宮さんの力が必要なんです」

　綾芽がじっと見つめると、一宮さんは目を逸そらした。

「ぼ、僕は……」

「勝算はあります。聞いてくれますか？」

　綾芽は語った。自らが構築した勝利の理論を。

「重要となるのが、候補生が反乱をしてくれるかです。そこで一宮さんの力が必要となります。あなたは傷心状態にあるのかもしれませんが、それでもまだ、私たちのリーダーなんです！　あなたが呼びかけてこそ、候補生たちは立ち上がる……！」

　そんな手を隠し持っていたのか──

　候補生は綾芽が説得すると言っていたが、それだけではやや弱い。なぜなら綾芽は病気を教官にあげつらわれたことで、皆に奇異の目で見られているかもしれないからだ。

　しかし一宮さんは違う。最初からリーダーとして君臨し、昨日のリンチの際にもはっきりと暴力を拒否している。結果、ボロボロの状態となってしまったが、候補生からの信頼という意味では一宮さん以上の人物はいない。まさに妙手と呼べる一手だ。

　綾芽が懸命に語っているのに、一宮さんは自らの手を見ているばかりだった。

「どうしてこちらを見てくれないんですか？」

「いや、あの……」

「もっとしっかり見てください。撃たれるとこうなるってわかりますから」

　一いちの宮みやさんは横目でちらりと綾あや芽めを見た。逃げ腰だが、一応目は向けてくれている。

「……僕は、君ほど強くない」

「怖いんですか？」

　挑発ではない。むしろいたわりの響ひびきがその声にはある。

「……怖いよ。怖いさ！　今でも震ふるえが止まらないよ！　だって銃を持った人間に対して何ができると言うんだい！」

「一宮さんは、何のためにここへ来たんですか？」

「もちろん、世界をよりよくするためだよ。国家公務員は自国の利益が第一だからね。天て子し峰みねならこの手で、世界中の苦しんでいる人を助けられると思って、それで……！」

「でも暴力があるとは思っていなかった、と」

「だって企業なんだよ！　こんなのおかしいじゃないか！」

「ふざけないで……！」

　綾芽はベッドに備え付けられているテーブルを叩たたいた。

「おかしいのはあなたですよ！　あなたが気がついていないだけで、この世は不条理な暴力だらけです！　そこから目を逸そらしていたら、何もできません！」

「理屈はわかる。だけど……！」

「まだあなたは十分に身体からだが動くじゃないですか！」

　怒りのあまり、綾芽は一宮さんの胸ぐらを摑つかんでいた。あまりに身を乗り出したことでバランスを崩し、綾芽はベッドから落ちた。

「おい、綾芽……！」

　無茶のしすぎだ。これでは傷が開いてしまう。

　駆け寄って抱だき起こそうとすると、綾芽は俺おれを杖つえ代わりにして自らの力で立ち上がった。

「私は今、自分だけじゃ立つことさえできません……！　でもまだ口は動く……！　頭は動く……！　あなたはどうなんですか……！」

「光こう明みよう寺じ、くん……」

「教官から目を逸らさないでください……！　今はまだ決断できないかもしれませんが、私と、私の仲間が、必ずあなたの背中を押します……！　だからそのときはみんなに檄げきを……！」

　限界が来たのだろう。綾芽はふらついたかと思うと、そのまま崩れ落ちた。

　俺は慌あわてて抱き止めた。綾芽の息が荒い。これは危険だ。

　そう思い、ナースコールに手を伸ばす。しかし綾芽の手が伸びてきて、制止した。

「ダメ。今呼んだら面会謝絶になっちゃうかもしれないじゃない……」

「しかしだな……」

「少し休ませて。すぐに回復するから」

「……わかった」

　一いちの宮みやさんはあまりの壮絶さに絶句していた。綾あや芽めがうっすらと目を開けた。

「一宮さん、私が言ったことをよく考えておいてください。もう、何も決めずにいることはできないところまで来ているんですよ」

　それだけ言って、綾芽は再び目を閉じた。
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「あった……」

　清きよ美みは学校の前に立っていた。学校は寮りようとまったく同じ造りで、そのボロさも雰囲気もほとんど差がなかった。隣には病院と公園があり、そんなところまで同じだった。

「本当にあったんだ……！」

　清美は興奮を隠せない。

　綾芽から聞いたときは半信半疑だったが、その予測がこれほど完かん璧ぺきだったとは……。

　清美の脳裏に、昨夜病室で綾芽が語った言葉がよみがえっていく。

『天て子し峰みねの支社は世界中にあるけれど、ここのような中核都市となると七つしかないわ』

　清美はその発言を聞いて、何とも思わなかった。そんなことは誰だれでも知っていることなのだ。

　だから綾芽は何かを意図して言ったのだろう。しかしそれが何なのか見当がつかなかった。

『じゃあ採用と試験はどうかしら？　採用は世界中で行っているだろうけど、こんな法律無視の試験、どこででもできると思う？』

『これは仮定になってしまうけれど、他の国の幹部候補試験もきっと私たちと同じようなことをやっているはずよ。これだけ手が込んでいるんだもの。おそらく万国共通。だとしたら幹部候補試験は──テシミネの領土である天子峰市で行わなければならない』

『そう。そしてこの都市は東南・東アジア・オセアニアの拠点。ということは、この都市に外国の候補生もいるはずなの。同じ境遇で苦しむ候補生が』

　これが綾芽の想定する『援軍』──

　同じ境遇だからこそ協力できる。例えば他の国の候補生がやってきて、教官と決戦が行われるから見に来て欲しいと言われれば行くだろうか？

　あたしなら行く、と清美は思う。どういう環境でやっているか見てみたいし、教官への対処方法など、様々な知識を得られるかもしれないのだから。

　一緒に戦って欲しいと言われればできないと言うだろう。だが見に来て欲しいならば問題無い。だから綾芽は『見せかけの援軍』と評したのだ。

　しかしその見せかけが大きい。数は教官へのプレッシャーとなるし、同じ境遇の仲間たちが見に来たとなれば、きっとみんな奮い立つだろうから。

　さらに綾あや芽めは語る。

『寮りようがある場所は、一いち一いち地区、一いち九く地区、九く一いち地区が怪しいわ。私たちが九く九く地区だから、遠目に設定されているはずよ』

『二人はまず九一駅に行って。順番は時計回りで、次は一一地区とするわ。それで寮の場所を聞くときには候補生のことだけじゃなく、寮の雰囲気も伝えて。おそらく寮は私たちのものと同じだと思うから、一緒に伝えるのは有効だと思うわ』

『このボロさには意味があるはずよ。街とのギャップを感じさせ、精神的に追いつめるとか、寒さや暑さで苦しめるとか。だから同じはずよ』

『おそらく日本語が話せない人が多いわ。だから清きよ美みさんには通訳をお願いしたいの』

　清美は呆ぼう然ぜんとするしかなかった。

　なんて頭のいい子なのだろう。知識であればあたしのほうが勝まさっているかもしれない。でも根本的な着眼点が違いすぎる。こういう子を本当に頭がいいと言うのだろう。

　綾芽、あんたは本当に凄すごいよ。あんたこそ上に立つべき人間だ。

　でも無茶はしないで。あんたは一人じゃないのだから。

「頼んだよ、少年」

　あたしでは、今の綾芽についていけない。でもあんたならついていける気がする。根拠はないけど、たぶんあんたも綾芽同様ギフテッドだから。かなり特殊なタイプだろうけれども。

　だからお願い。綾芽の力になってあげて。

「お姉さん、あの人なら話を聞いてくれる気がする」

　枝え流る夢むが袖そでを引っ張ったことで、清美は我に返った。

　少年の陰に隠れているが、この子も本当に凄い。結局この子の指定する人物に声をかけていくと、たった五人でここまでたどり着いてしまった。もし悪意を持つ相手であったなら、候補生だと悟られ、危害を加えてきたかもしれない。だがそんなこともなく、無事たどり着けた。

「任せて」

　清美は枝流夢にウインクをして、学校に入っていこうとする女性に話しかけた。
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　綾芽はしばらく眠っていたが、昼食が運ばれてくると目を覚ました。

　昼食を食べ終えた綾芽と話を再開していると、隼はや人とが姿を現した。

「プリンス隼人、ここに参上！　具合はどうだい、プリンセス？」

「随ずい分ぶん遅かったわね」

　綾芽は不機嫌モードだ。まあ、隼人と会わなければならないのでは仕方がないだろう。

「あ、いや、これでも頑張ったんだよ？　ほら、昨日から周囲の目が厳しくて、教官もイライラしてるし、あまり歩き回れなくてさ。そ、それにそう！　今日は配給当番でさ！　それでも君への愛で何とか乗り切ってきたというわけさ！」

「……まあいいわ。それでブツは？」

「も、もちろんあるさ！」

　ＰＣと盗聴器、それと一緒に頼んでおいたヘッドホン。無事手元に届いて一安心である。隼はや人とだけなら心配だったが、一いちの宮みやさんも関かかわっていたのがよかったのだろう。

「助かった」

　俺おれは素直な感想をつぶやいただけだったが、隼人は気に食わないらしく、

「ちっ、彼女と一緒にいるからって、いい気になるんじゃないぞ」

　と舌打ちして一宮さんに渡していた部屋の鍵かぎを返してきた。

　だが綾あや芽めの前ということに気がついたのだろう。一いつ瞬しゆんにしてさわやかスマイルに戻った。

「そうそう、一宮さんに聞いたよ。君は教官と戦うんだって？　ふふん、やはり僕の力が必要ということかな。いいよ、他ならぬ君の頼みなら仕方がない。たとえ血に飢うえた魔ま獣じゆうが立ちはだかろうとも、僕の愛で道を切り開いてあげようじゃないか！」

「邪じや魔ま。出てって」

「……ん？　あれ、よく聞こえないな……」

「邪魔だからさっさと行って。私は忙しいの」

「も、もしかして切り開いてあげるってのは押し付けがましかったかな？　あっはっは、そいつはごめんよ。僕のほとばしる愛がつい口を滑らせてしまったようだ。お口チャックマン！　ほら、これで大丈夫さ！」

「お前、凄すごい頭の構造をしているな」

「うるさいぞ、加か納のう弥や助すけ！　僕は綾芽さんと話しているんだ！」

　埒らちが明かないと思ったのだろう。綾芽は胸の前で両手を合わせ、身体からだをくねらせた。

「隼人さん、私、寮りようの様子が気になるなぁ。誰だれかが様子を探っていてくれないかなぁ」

「任せたまえ！　僕が行こう！」

　隼人は力強く胸を叩たたくと、勇ましく病室を出て行った。

「あいつ、わかってやってるのか？　それともやっぱり馬ば鹿かなだけか？」

「あー、考えたくない。放っておくわ」

　あれだけポジティブだと一種の才能かもしれない。試験の役に立つものとは思えないけれど。

　俺はＰＣを起動し、セッティングに入った。盗聴受信ソフトをとりあえず四つ同時に起動し、それぞれ周波数を合わせる。

「大丈夫だ。問題なくいける」

「じゃあ後はあんたとの打ち合わせだけね」

「何についてだ？」

「細かいことは後に回すけど、重要なのは伊い勢せが失敗したときのことよ」

　やはりそれが問題となってくるか。

「そのときあんたには、教官と直接戦ってもらうことになるわ」

「だろうな。他に戦える人物はいないしな」

「あんたが倒さなくてもいいのよ。ダメージを与えることで、みんなに勝てると思わせることが大事なの」

「かなり厳しいな」

　今まで喧けん嘩かをしたことなどほとんどないし、武道の経験もない。

「そうね。最悪のパターンになったとしたら、もうそこで退却したほうがいいわね」

「最悪のパターンとは、どんな場合を想定している？」

「教官が伊勢を無傷で倒し、候補生は意気消沈。しかも教官には銃が残っているって場合よ」

　だから銃に賞金をかけるよう頼んでいたのか。

「無傷はともかく、問題は銃だな」

「そう。銃を持った相手に立ち向かえる人間なんて、まずいないわ。候補生であれば、人数が弾数を遥はるかに超えていても無理ね。鉛弾を食らってもいいと考える候補生が弾数以上いてくれればいいんだけど……」

「ありえないな」

「それかこっちに銃があれば脅おどして行かせるって方法もあるけれど……」

「教官以上の恐怖を俺おれたちが作り出すのは現状不可能だろうな」

「そうなの。そのときの対策をあんたにも考えて欲しいのよ」

　かなりの難題だ。すぐには答えが出てきそうにない。

「わかった。ひとまずその問題は後回しにして、そこにたどり着くまでの打ち合わせをしよう」

「そうね」

　綾芽が候補生を説得すると言っても、忍び込むまでの道中が安全なわけではない。本来動いてはならない彼女を無事送り届けなければならないのだ、舞台まで。




　陽ひはすでに暮れ始めていた。

　打ち合わせはすでに終了した。武器とするため包丁も買ってきた。盗聴器をエルと枇び杷わ島じまさん、それぞれにも渡した。あらゆる可能性を考え、できる限りの手を打った。だから今はもう、パソコンから垂れ流される盗聴器からの音声を聞くだけとなっていた。

「綾芽、教官が銃を持っていたときのことだが」

「何か浮かんだ？」

「いや。でも俺が何とかする。逃げるには早い気がする」

「それだけじゃわからないんだけど」

「とにかく俺おれに任せてくれないか？」

　視線が交こう錯さくする。やがて綾あや芽めが肩から力を抜いた。

「わかったわ。あんたに任せる」

「ありがとう」

「あんたが諦あきらめないなら、私にも一つ考えがあるわ。うまくいく可能性はかなり低いけれどね」

「わかった。期待はせずに行動する」

　綾芽は何か考え込んでいたが、ふいに口を開いた。

「一つ教えておいてあげる。伊い勢せって、おそらく神こう戸べ一いち夜やと田た神がみ四し季きとは姉弟きようだいよ」

　姉弟か。それなら名前に数字が入っている特徴も納得がいく。

「どうして知っている」

「週刊誌だったと思うけど、執念の一族って書かれていた記事を覚えているの」

「……一族？」

「かつて天て子し峰みねに吸収された企業の一族の話よ。この一族は吸収されたことを恨うらみ、代々天子峰に人材を送り込んでトップを狙ねらっているそうよ」

　天子峰は今までに数多くの企業を吸収している。しかしそこまでやるとは尋じん常じようではない執念だ。権力とはそれほどまでに人を狂わせるものなのだろうか。

「内部から乗っ取るというわけか」

「そう。その一族の当主はとにかく子供をいたるところで作り、母親の苗みよう字じを名乗らせるの。そして生まれた順番の数を子供の名前に入れていく。その中で一番優秀な子供が次の当主となるの。そうすることでより強きを目指す一族らしいわ」

　なるほど、神戸十じゆう蔵ぞうにも数字は入っている。ならばかつて二十四使徒だった神戸十蔵は十番目の子供であり、おそらく伊勢さんたちの父親だ。

「でもおかしくないか？　おそらく二十四使徒まで行った神戸十蔵が当主だろう。母親の苗字を名乗るのなら、神戸一夜が同じ苗字というのは？」

「当主は神戸の苗字を継承すると考えるとどう？」

　二十四使徒になっている神戸一夜は、当主となる資格は十分にあるだろう。ならばその際、苗字が母親のものから当主を表す『神戸』に変わったと考えるのが妥だ当とうだ。

「なるほどな。ありがとう」

「いいわよ、別に」

「でも突然どうして教えてくれたんだ？」

「あんたが死にに行くような顔をしてたから」

　不ふ穏おん当とうな発言をしてくれる。

「死なないよ、俺は」

「……あんた変わったわね」

「そうか？」

　少なくとも自覚はない。

「そうよ。ここに来たばかりのあんたなら、今みたいな目、絶対にしなかった」

「お前のおかげかもな」

　綾あや芽めは水を飲もうとして吹いた。

「な、何言い出すのよ！」

「事実だからだ」

「……どういうこと？」

　上うわ目め遣づかいで恐る恐る聞いてくる。

「なぁ、俺おれたちは驚おどろくほど正反対だと思わないか？」

　綾芽は一いつ瞬しゆん目を丸くしたものの、すぐに真ま面じ目めな顔になってつぶやいた。

「ええ、思うわ」

「お前はどんなに取り繕つくろっても感情的過ぎる。頭は俺よりずっと働くのに、感情に任せて無茶ばかりする」

「あんたはどんなに取り繕っても感情が無さすぎるわ。頭は私よりずっと劣るのに、どんなときでも冷静さを保っている」

「お前はおそらく世界のすべてを恨うらんでいる」

「あんたはおそらく何も感じていない。他人にも、自分にも」

「なのに恨みきれず、守ろうとしたりする」

「なのに価値があると思い込もうとする」

「だからお前と俺は──」

「だから私とあんたは──」

「「どこか似ている」」

　彼女の頭はやはり大したものだろう。言葉の先を読みきっている。

「かつての俺はたぶん、お前の言う通りだった。でも今は違う。お前が命を賭かけて話をしているとき、何と言うか、心が揺れた」

「…………」

「そんなとき、空っぽな俺の心に、何かが流れ込んでくるんだ。俺はそんな自分をもっと見てみたい」

「私に自分を重ねているの？」

「それは違う」

　俺は明確に否定した。

「俺はサイボーグのようだと言われてきた。なら俺と正反対のお前は、誰だれよりも人間らしいだろう。そんな人間が、化け物の中でどこまでやれるか。ただ純粋にそれを見たいんだ。まったく逆の人間だから見たいと思ったのだろうし、俺おれに影えい響きようを与えているんだと思う」

「……そう。じゃあ、今度は私から一つ聞かせて」

「何だ？」

「あんた、私の病気についてどう思ってるの？」

　声が震ふるえていた。それほどこの話題は綾あや芽めの中で傷となっているのだ。

　それをあえて聞いてきたのには理由があるはずだ。ならば誠実に答えなければならない。

「別に、どうとも。まあ個人的には非常に参考になった」

「どう参考になったって言うの？」

「お前の無茶もそれがあったからなんだな、と納得した」

　綾芽の表情は暗い。どうやら望む回答ではなかったようだ。ならどう言えば良いだろうか。

「過去がわかると、その人の本質が見えてくるだろう？　例えばいじめにあった人間が立派になっていたら、たくさん努力したことがうかがえるし、苦しみを糧かてにできる人だとわかる。逆に『過去なんて関係ない。今が大事なんだ』なんて言う人間は、本質的に成長がない人間だと俺は思う。過去に目をつぶっているだけだからな。だから、お前は凄すごくいいと思うぞ」

「はぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　綾芽がとてつもなく大きいため息をついた。

「それでフォローしてるつもりなのよね？」

「これでも精一杯頑張ったつもりだ。気に入らないか？」

「気に入るとか気に入らないとかじゃなくて……ああ、もういい。十分わかったから」

　綾芽の顔から険しさが抜けている。どうもすっきりしないが、うまくいったようだ。

「……いいわ。あんたには特等席で見物させてあげる。観戦料は高いわよ」

「俺の命より安ければ」

「しょうがないからまけてあげる」

　約束の握手を交わす。これでまた、やるべきことが増えた。

「決めた。あんた、パソコンを持っていって。それでみんなの情報を把は握あくしつつ、必要があれば対応して。今のあんたなら、できるはずだから」

「それはお前がやるべきことじゃないのか？」

「正直に言えば、体力がどこまで持つかわからないの。だからあんたに頼むの。別に司令塔をやれって言ってるわけじゃないの。状況の維持と把握をして欲しいの。あんた得意でしょ？」

「……わかった。最善を尽くす。でもどうして今になって？」

「こういうのは、サイボーグには頼めないの。でも違うってわかったから。だから託すの」

　綾芽からパソコンを手渡される。なぜか今までよりずっと重い気がした。

「待たせたな」

　伊い勢せさんがノックもせず入室してきた。

「準備はどう？」

「上々だ」

　俺おれは伊勢さんに盗聴器を渡し、俺も一つを自分の胸ポケットに入れる。こうすれば音楽プレイヤーを持つ綾あや芽めとは相互通信ができる。

「綾芽、俺も行く」

　すでに面会時間の終了が近い。一緒に出たほうがいいだろう。

「わかったわ。また後で」

「ああ」

　もう言葉はいらない。俺は踵きびすを返すと、伊勢さんと肩を並べて外に出た。




　伊勢さんとは病院を出てからすぐ別れ、俺は寮りようの向かいにあるビルに入った。二階には喫茶店があり、寮を一望できる。ここからなら何かあったときに対応できるし、ＰＣを開いていても問題がないというわけである。盗聴も音楽を聞いているようにしか見えないだろう。

　盗聴器からの音声を聞きつつ、俺は作戦の概がい要ようをもう一度見直していた。




　午後九時………………病院消灯

　午後九時十五分………綾芽、病院を抜ける。俺はそれを迎えに行く。

　午後九時半……………伊勢さん行動開始。教官をおびき寄せる。

　午後九時半～…………俺は寮の安全確認を行い、候補生を集め、綾芽を寮へ。

　午後九時四十五分～…綾芽、候補生に演説。

　午後十時………………枇び杷わ島じまさん、エルが援軍を連れて到着。そのまま待機。

　午後十時～……………伊勢さんが教官へ奇き襲しゆう。援軍を見せる。




　やはり、人手が足りない。例えば俺が寮の安全確認を行っている間は綾芽の側そばに誰だれもいなくなってしまい危険だ。打ち合わせでは病院の茂しげみに隠れることになっているが、見つかった場合、今の綾芽ではどうにもできない。また候補生を集めるのに時間が掛かりすぎてしまった場合、説得前に教官とはち合わせになってしまうかもしれない。

　俺はこのことを綾芽に言ってみた。しかし回答は『これ以上人手はいらない』だった。

「どう考えても見つかる可能性が高いのは、隠れている私より寮に侵入するあんたのほう」

「伊勢が引きつけるポイントまでの距離を往復十分と仮定しても、時間は余るでしょ」

　などと理由をつけていたが、俺は何となく引っかかりを感じていた。

　人手が足りないことくらい、綾芽ならわからないはずはない。人手が本当にないのであればともかく、エルか枇杷島さんを早めに戻せば済むのだ。ではなぜそうしない？

　……そうか。綾芽はエルと枇杷島さんを助けようとしているのか。

　もし作戦が失敗した場合、再起不能になる可能性がある。助かるとすれば、援軍と一緒にいる人間だけだ。援軍といれば教官は手を出しにくいし、単純に教官との距離は遠いはずである。

　だがそれは綾あや芽めが勝率は低いと感じていることを証明している。勝ち目がなければ勝負自体をしないだろうから、おそらく五分五分といった見積もりか？

　だとしても解げせない。途中で失敗したら勝負にさえならないのである。

　……いや、綾芽の考えていることだ。さらにもう一歩先まで考えていると見るべきだろう。

　じゃあ人数を減らして綾芽はどう得をする。逆に人が多くて困ることは何だ？

「…………」

　わからない。得するようなことはないとしか思えない。

　ならば綾芽の想定している状況を考えてみよう。伊い勢せさんが教官を倒したり、あっさり反乱が成功したりすれば問題無い。やはり問題があるのは、最悪のパターンだ。綾芽はこう言った。

『あんたが諦あきらめないなら、私にも一つ考えがあるわ。うまくいく可能性はかなり低いけれどね』

　そもそも、なぜ俺おれに作戦を話さないのだ？　まあ俺も自分の案を隠しているから人のことは言えないのだが、何かしら理由があるはずだ。だがそこまではちょっと見通せそうにない。

　まあいい。その件は置いといて、思考を先に進めてみよう。

　綾芽の作戦が成功すれば、当然勝ちになるだろう。じゃあ失敗すれば？

　……ああ、そうか。ようやく見えてきた。

　きっと綾芽はすべて失敗した場合、自分を犠牲にするつもりでいる。

　この場合、枇び杷わ島じまさんがいたら台無しだ。綾芽を止めようとして全員が捕まる可能性がある。

　だが俺ならば自分を見捨てて逃げ切ってくれる。そう判断したのではないだろうか。それなら人手を減らした理由も納得だ。自分が犠ぎ牲せいになるとき、止める人間が少ないほうがいい。

　だとしたら、舐なめている。自分だけ犠牲になって他のみんなは助ける？

　やはりお前は甘い。大甘だ。そんなものに、俺は付き合ってやる義理はない。

　俺は時計を見た。時刻は八時半。

　まだ間に合うな……。

　俺は枇杷島さんに渡した盗聴器のボリュームを上げた。

「……どうやるかは来てもらえばわかるよ。悪い話じゃないと思うんだけど」

　どうやら枇杷島さんはちょうど説得の最終段階に入っているようだ。すでに二ヶ所での説得が完了していると思われるので、今は三ヶ所目ということか。二ヶ所以上が目標だっただけに、十分な成果と言えるだろう。

　ならば──

　俺は盗聴される覚悟で枇杷島さんに電話をかけた。二コール目で枇杷島さんは取った。

「……何？」

　最小限の言葉で出たのは天て子し峰みね本部の盗聴を警戒してのことだろう。

　電話やメールは重要な案件があったとき以外しないと決めていた。それだけに緊急の事態が発生したと勘かん違ちがいしたようで、枇び杷わ島じまさんの声には動揺が潜ひそんでいた。

「いえ。ただ切りがついたら、枇杷島さんにこっちに来てもらえないかなと思いまして」

「どういうこと？」

「綾あや芽めの隠し事、わかっちゃったんですよ。それで枇杷島さんに協力をして欲しいんですよ」

　なるべく作戦のことがバレないよう、それでいて最低限の意図は伝わるよう告げる。

　こっちに来て欲しい。綾芽。隠し事。協力。この辺りで気がついてくれ。

　少しだけ間があった。その後、枇杷島さんは楽しげにつぶやいた。

「面白そうだね。行くよ。でもエルちゃんはどうするつもり？」

「大丈夫ですよ、あいつなら。それにこれはＲ─15のパーティーなので」

「なかなか刺激的になりそうだね。じゃあどこで合流する？」

「またまたー。枇杷島さんならわかってるでしょう？」

　タイムスケジュールは枇杷島さんも知っている。ならば下手へたに場所を指定して特定されるより、タイムスケジュールに沿った場所へ来てもらったほうがいい。

「あたしとしたことが余計なことを聞いちゃったね。わかったよ。すぐに行くから」

「はい、待ってます」

「それと──ありがとう。誘ってくれて」

「いえ。ではまた」

　……よし。天子峰本部に盗聴されているだろうが、これなら何とか大丈夫だろう。

　綾芽、馬ば鹿かにするなよ。俺おれはお前を犠ぎ牲せいになんて、絶対にさせない。




　午後九時。病院の明かりが消えた。

　それを確認した俺は、パソコンを折りたたんだ。起動したままショルダーバッグに入れ、イヤホンは右耳にだけつける。ここからは盗聴器の音声調整に手間がかかるため聞き分けることは困難となるが、やるしかない。

「綾芽、これから迎えに行く。準備をしてくれ」

　胸ポケットに入れた盗聴器に向けて小声で話しかける。すぐに『了解』とだけ返事があった。

　何度も聞いた、レベルアップ音。文面は簡潔だった。

『ご武運を』

　ああ、いつもありがとな、Ｘさん。そう心の中でつぶやき、喫茶店を出る。店の窓からスパイがうろついていないか確認してあったが、一応周囲には警戒しつつ、病院の裏口に回った。

　裏口はすでに街灯がついているのみで、人っ子一人いなかった。警備員室もなく、柵さくも低いので楽々と乗り越え、非常階段へと向かう。そして綾芽の病室がある五階にたどり着いた。

　扉が開くか確認をする。予定通り、扉は問題なく開いた。

　病院の場合、消防法により外階段のドアは常時開けられるようにしておかねばならない。開けられることは、昨日枇び杷わ島じまさんが綾あや芽めの指示ですでに確認済みである。

　五分経たち、十分が経つ。しかし──綾芽はなかなか出てこなかった。十分くらいは許容範囲内と思いながらも、すでに九時半になりつつある。

　ふと、入り交じった盗聴音声の中に、綾芽の声があったような気がした。

　俺おれはパソコンを開き、綾芽の盗聴器の音量を上げた。すると看護師らしき声が聞こえてきた。

『駄だ目めじゃない。ナースコールしてくれなきゃ。あなたは重病人なのよ？』

『トイレくらい平気です。それよりどこかで火事があったみたいですけど、大丈夫ですか？』

『何かあれば連絡が入るわ。それよりあなたのほうが先よ』

　脱出中に捕まってしまったのか……！

　火事とは看護師を遠ざけるため、とっさに出た噓うそだろう。だがおそらくその噓は看護師にバレてしまっている。さすがの綾芽もあの体調では頭が鈍っているのか、状況を打開するようなうまい返答ができずにいる。

　ならば──

　俺は急いで市役所で取ってきた冊さつ子しの一つを取り出した。この冊子には消防署や病院の電話番号が書かれている。素早く広げ、ここの病院から一番近い消防署に電話をかける。

「今、八はち七なな公園にいるんですけど、ゴミが燃えてるんです！　急いで来てください！」

　火事の発生地は公園がいいと判断した。工場やビルでは天て子し峰みねだけにどんな防火装置が設置されているかわからない。公園ならばきっと噓が入り込む隙すきがあるに違いない。

「わかりました。すぐに向かいます」

　その言葉を聞いた俺は、すぐに電話を切り、今度は病院へかけた。

「八七公園で人が倒れているんです。どうやら火事に巻き込まれたみたいで……」

　そのとき、タイミングよくサイレンが鳴り響ひびいた。看護師の『了解しました』という言葉を聞きつつ、俺は盗聴器のほうにも耳を澄ましていた。

『光こう明みよう寺じさん、すぐにベッドに戻ってくださいね』

　よし、うまくいったようだ。病院への電話を切り、少し待つ。すると扉が開いた。

「綾芽……！」

「あんたがやってくれたのね。助かったわ……」

　そうつぶやくと同時に、綾芽の膝ひざが落ちる。俺は慌あわてて受け止めた。

「少し休むか？」

「大丈夫よ……。それより伊い勢せのほうはどう？　そろそろ動く頃ころだと思うけど……」

　時刻は午後九時半。大だい分ぶ手間取ってしまったようだ。

　そのとき、イヤホンから伊勢さんの会話らしき声が聞こえた。

『よう、クソ教官。オレは今、校門の近くにいるんだが、遊びに来ないか？』

　俺おれは伊い勢せさんに渡した盗聴器の音量を上げた。どうやら教官に電話をかけているようだ。

『てめぇなら歓迎してやるぜ。もちろん怖いなら来なくてもいいが──そのときは大事なおうちが火の海、なんてことになるかもな』

『チンピラ風ふ情ぜいが……！』

『おー、今日も風がつえぇな。いい放火日和びよりだ』

『そこにいろ！　逃げたらぶち殺すぞ！』

『殺されるのはオレじゃない。──てめぇだ』

　非常階段から寮りようを見ると、公園に繫つながる南門に人が立っているのが見えた。街灯の光が弱くてわかりにくいが、幸い目立つ金髪だったので、一目で伊勢さんとわかった。

　玄関に動き。人が五人、十人と集まっていく。それを見て、伊勢さんは公園へ向けて走り出した。

　すぐに動かなければならない。ここにいれば看護師に見つかる可能性があるし、俺は早く寮に見張りがいないか確認する必要がある。

「苦しくなったら言えよ」

「大丈夫よ」

　さっきよりは息が落ち着いてきたようだ。少し安心し、俺は綾あや芽めをおぶって、階段を下り始めた。綾芽は思ったよりずっと軽かった。

「……綾芽、お前って、見た目以上に胸がないな」

　ゴンッ、と後頭部に頭突きをされた。緊張を紛まぎらわそうとしたのだが、失敗したらしい。

「いや、背中の感触もあるが、お前が意外に軽かったから、そう思ったのであって……」

「ついに言ってはいけないことを言ってしまったわね……。死に方くらいは選ばせてあげるわ」

「胸なんてなくてもお前は美人だからいいだろ」

　そう言うと、首への絞めつけが急にやんだ。

「ば、ばっかじゃないの！　何言ってるのよ！　褒ほめたって見せてあげないわよ！」

「お前こそ何を言ってるんだ」

　まあ、綾芽にいつもの調子が戻ってきたのは良いことだ。今ならば聞いてもいいだろう。

「なぁ、綾芽。お前、今回の作戦で、エルと枇び杷わ島じまさんを助けようとしているだろ」

　綾芽は身体からだを硬直させると、首から手を外し、そっと俺の肩に手を戻した。

「……作戦を立案する上で私は、負けた場合のことも想定しておくのが、立案者の務めだと思ってる。それでもし、今回の作戦で誰だれが一番助かるべきか考えると、やっぱりエルちゃんだと思うの。だって一番幼くて、悪意がないもの。でもエルちゃんだけではやっていけないだろうから、もう一人必要。だとしたら清きよ美みさんが助かるべきだと思う。あの人は研究をしに来たのであって、私みたいに野心で来たのとは違うから。それってやっぱり、私のエゴだと思う？」

「俺おれはそれでいいと思う。俺が選んでも、その二人だったと思うから」

　俺は思う。やっぱりお前は甘いな、と。でも甘さとは悪いことばかりではない。そこが綾あや芽めの魅み力りよくでもある。そんなお前だからこそどこまで行けるか俺は見たいと思うのだ。

「ちなみにあんたは興味本位で来てるような馬ば鹿かだから、地獄まで付き合ってもらうわよ」

「構わないさ。どうせ俺は天国とやらに行けないだろうから。でも自殺者には付き合わないぞ」

「！」

　その反応、やはり綾芽は最悪の場合、自らを犠ぎ牲せいにするつもりだったか。

「綾芽、失敗したら、お前は逃げろ。俺が何とかするから」

「何をするつもりかわからないけど、それはこっちのセリフよ。どうせ私は逃げ切れないわ」

「大丈夫、逃げられるようにした」

「どういうこと？」

　階段が終わりを告げ、地面に降り立つ。するとそこに待ち受けていた人物がいた。

「よかった。遅かったから心配したよ」

「清きよ美みさん……」

　さすがだ。ちゃんと状況を判断し、的確な場所に来てくれた。これで今後がやりやすい。

「では枇び杷わ島じまさん、綾芽をお願いします。俺は寮りようを探ってきます」

「任せて。頼んだよ」

　俺はしゃがみ、綾芽を降ろそうとした。しかし綾芽は服を摑つかみ、降りようとしなかった。

「あんた、何をするつもりなの？」

「何、お前がやろうとしていることよりはマシさ」

　手が緩ゆるんだ隙すきに俺は綾芽を枇杷島さんに託し、走り出す。すべては勝利のために。




　寮内は拍子抜けするほど静まり返っていた。外にも敵の気配はない。これなら大丈夫だろう。

「玄関には誰だれもいない。俺は人を集めながら伏兵を確認する。そろそろ動き始めてくれ」

『了解。無理はしないで』

　これで枇杷島さんが綾芽を連れてきてくれるはずだ。後は──皆を集めるだけだ。

　俺は物陰に警戒しつつ、二階へ上がった。廊下に誰もいないことを確かめ、大きな声で叫ぶ。

「聞いてくれ！　綾芽からみんなに話があるんだ！　教室へ集まってくれないか！」

　廊下に声が反はん響きようする。だが反応は皆かい無むに等しい。

　みんな教官に怯おびえて部屋にこもっているのだろうか。想定内だが、よくないパターンだ。

「ちっ、綾芽くんの名前が聞こえたから出てきてみれば、加か納のう弥や助すけか」

　意外なことに真っ先に出てきたのは隼はや人とだった。

「おい、人を集めるのは綾芽くんの指示なんだな？」

「ああ、そうだが」

「ならしょうがない。手伝ってやる。どうすればいい」

　珍しく協力的だ。どういう心境なのだろうか。

「お前、俺おれの言うことを聞くのは嫌いやなんじゃないのか？」

「当たり前だ。だが綾あや芽めくんの話ならば別だ」

「そりゃありがたいが……」

　隼はや人とが手伝っても綾芽は何とも思わないだろう。

　ニュアンスで察したのか、隼人は思わぬことを口にした。

「ふっ、僕が手伝っても、綾芽くんは褒ほめてはくれないだろう」

「……わかっていたのか」

「だがそれがどうした。愛とは見返りを求めるものではない。僕は綾芽くんの表も裏も含め、すべてを愛している。彼女のためになるなら、貴様の言うことでも聞いてやろうじゃないか」

　初めて隼人をちゃんと見た気がする。

　隼人は馬ば鹿かかもしれない。だがそれなりの想おもいを秘めてここにいたのだ。

「じゃあ三階を頼む。俺は二階を回る」

「いいだろう」

　隼人は勇んで三階へ上っていく。俺は一いちの宮みやさんの部屋の前に立った。

　皆が出て来ない場合の対応はすでに綾芽と打ち合わせてある。鍵かぎはやはり一宮さんだ。

「一宮さん！　加か納のうです！　開けてください！」

　少し待つと、ゆっくりと扉が開いた。

　一宮さんの顔は憔しよう悴すいしていた。まだ結論が出ていないことは一目でわかった。

「一宮さん、みんなに教室に集まるよう呼びかけてくれませんか？　教官が怖ければ、俺に脅おどされたことにしてくれていいですから」

　綾芽から一宮さんに対しては逃げ道を用意しておくようにと言われている。

　言葉の選択が成功したのか、一宮さんは声に力こそないもののはっきりと言った。

「わかったよ。それくらいなら」

「この変態！　三階は女性のエリアよ！　来ないで！」

「いや、違うんだ、僕は──ぎゃぁぁ！」

　上が騒々しい。やはり隼人だけでは無理だったか。

「一宮さんは三階をお願いします。俺は二階をやりますので」

「わかった」

　信頼されている一宮さんならばどうにかしてくれるだろう。

「集まってくれ！　一宮さんも来てくれると言っている！　だからお願いだ！」

　一宮さんの名前はてきめんだった。一人が出て、二人が出ると、三つ四つと扉が開く。何人か部屋から出て来ない人もいたが、数分後には十五名ほどが教室に集まっていた。

　俺おれは玄関に向かった。するとちょうど綾あや芽めを背負う枇び杷わ島じまさんが入ってくるところだった。

「こっちです」

　時刻は九時五十分。枇杷島さんが来なければ、危険な時間帯になっていたところだ。

　教室に入ると、綾芽に視線が集中した。その瞳ひとみに輝きはない。まるで死人の群れのようだ。

「ここでいいわ」

「綾芽。このままのほうが──」

「いいの、清きよ美みさん。降ろして」

　無理やり降りようとしたせいでバランスを崩し、綾芽は床に落下した。

「綾芽、大丈夫!?」

「……平気よ」

　綾芽は枇杷島さんの手を取って立ち上がった。

　誰だれが見ても綾芽は瀕ひん死しだ。それだけに候補生たちに与えた衝しよう撃げきは小さなものではなかった。

　驚おどろき、啞あ然ぜんとし、その一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくに目が惹ひきつけられている。

　綾芽は教きよう壇だんに立ち、口を開いた。

「みんな聞いて。私たちはこれから教官を倒すわ」

「えっ！」

　動揺の声が広がる。綾芽は全員を見回し、続ける。

「詳しいことは話す時間がないけれど、教官を倒すことが昇格条件の一つと私は確信しているわ。だからみんなにも一緒に戦って欲しいの」

「そんな……！　教官を倒して昇格できるわけがないじゃない！　それに自分の言うことを聞いていれば昇格させてくれるって、教官が……！」

「黙りなさい！」

　綾芽の一いつ喝かつに、候補生たちは沈黙した。

「この教室内には教官のスパイがいるわ。私たちを騙だまし、ミスリードするための輩やからよ。今、この場で私の邪じや魔まをしようとするなら、そいつがスパイよ。そうじゃないなら黙って聞きなさい！」

　うまい。これでスパイの口を封じた。加えて黙らせれば誰もが自分で考えなければならなくなる。それは怯おびえた心を変えるのに必要な行為だ。

「今、伊い勢せが教官をおびき出し、攻撃しているわ。それで倒せるかわからないけど、弱らせることはできるはずよ。それに援軍も呼んだわ。もうすぐここに来るはずよ」

　ざわめきが広がっていく。綾芽はバンッと教壇を叩たたき、注目を集めた。

「さぁ、選びなさい！　私たちにつくか、教官につくか！　私たちに協力して昇格のチャンスを摑つかむか、それとも教官の奴ど隷れいに甘んじるか！　あなたたちはビルから飛び降りた候補生のはずよ！　ならば自分で決められるでしょう！」

　皆の目に生気が宿っていくのが見て取れた。

　そう、候補生は皆、それぞれの理由を抱かかえ、命を賭かけてきた人間なのだ。恐怖で一時的に錯さく誤ごに陥おちいっても、心の奥底には常人より遥はるかに熱いものがあるはずだ。

　綾あや芽めはその部分を的確に刺激した。もう一押しで覆くつがえるはずだ。

　そのとき、校庭の照明が点灯した。

　俺おれは片耳だけ盗聴しているため、点灯した理由を把は握あくしていた。だがイヤホンを外している綾芽には理解できていないはずだ。俺は綾芽に耳打ちした。

「綾芽、さっき教官がスパイを一人、こちらへ向かわせた。これはそのせいだろう」

「なるほど。こっちの反乱を予想して、暗くら闇やみを恐れたのね」

「どうする？　消しに行くか？　一人くらいなら俺でも何とかできるが」

「予測はしていたからこのままでいいわ。明るいなら明るいで利点はあるから」

「お前がそう言うならいいが……」

　綾芽は一同を見回した。

「裏切りを強制はしないわ。でもせめて、私たちの戦いぶりを見ていて。それが候補生としてここに来た、あなたたちの義務のはずよ」

　綾芽が崩れ落ちそうになったので、枇び杷わ島じまさんが受け止めた。そのまま綾芽の指示で枇杷島さんが背負い、教室を出ていく。候補生たちは迷っていたが、

「僕たちも行こう。それで決めよう。どんな選択をするか」

　と一いちの宮みやさんが言うと、重い足取りでついてきた。
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　月明かりに照らされる公園では教官──金かな山やま武たけ蔵ぞうとチンピラたちの戦いが続いていた。

　だがその勝敗はすでに明らかだった。

　チンピラたちのうめき声で充満している。まだ圧倒的多数で取り囲んでいるが、もはや武蔵に向かおうという者はほとんどいなかった。

「仲間の仇かたきだ！　死ねや、このハゲ頭！」

　背後の草むらから口にピアスをした男が飛び出してきて、金属バットを振り下ろす。

　武蔵は鼻で笑った。

「クズが」

　武蔵は金属バットを片手で悠ゆう々ゆうと受け止め、素早く男の腕を折った。

「ぎゃあああぁぁあぁ！」

「うるせぇ！」

　苦しむ男の膝ひざを思い切り踏みつけて関節を潰つぶす。

「うああぁぁぁ！」

「鉄板入りのブーツだ。効くだろう？」

　男は泡を吹いて失神した。武たけ蔵ぞうは天に向けて銃を放った。

「どけ、ゲロカスども！　俺おれ様の一メートル以内に入ったらぶち殺すぞ！」

　チンピラたちはお互いに顔を見合わせると、我先にと散っていった。

　武蔵は薄暗い公園内を見渡した。

　十五名連れてきて、現在動ける候補生は十一名。ちっ、四人もやられたか。

　武蔵はメールをチェックした。総務部から重要な情報は随ずい時じ知らされるようになっている。

　総務部からのメールは特に見るべきものがなかったが、寮りように残してきたスパイからのメールには見逃せない情報があった。

「光こう明みよう寺じ綾あや芽めが教室に候補生を集めている、だと……？」

　このタイミングで候補生を集める。なるほど、狙ねらいは──反乱か。

　これがやつらの本命か。光明寺綾芽が伊い勢せ七なな彦ひこと連絡を取っているだろうことは予測していたが、まさか協力する関係になっていたとは……やってくれるじゃねぇか。

　まあすぐに無む駄だな足あ搔がきということを教えてやろう。骨の髄ずいまで。

「おい、お前」

　武蔵はスパイで無事だった者を選び、命じる。

「先に行って校庭の明かりをつけてこい」

「わかりました」

　候補生全員が敵となろうと恐ろしくはないが、闇やみ討ちには警戒する必要がある。正面から戦えば負けはないのだ。ならば明かりがあったほうがいい。

　要は恐怖を刷り込めばいいのだ。反乱を起こそうなんて考える不届き者には自分の知り合いが目の前でやられる様を見せつけてやろう。それでもう一度恐怖を思い出すがいい。

「おい、行くぞ」

　候補生を引き連れて道を戻っていく。

　伊勢七彦が挑発をし、その後消えたのは、何かを仕掛けるためだとわかっていた。憎らしいのは公園に候補生を連れていく以外の選択肢を無くしたことだ。

　候補生を連れていかない選択肢もあったが、そのときこそやつの思いのままとなっただろう。おそらくやつは一人で来たときの仕掛けも用意していたはずだ。かといって追わなければ隙すきをついて寮に火を放たれることは目に見えている。一部候補生に追わせる手もあったが、候補生だけでは返り討ちに遭あうだけだ。これらの材料をやつは昨日の放火で見せつけている。

「負けられるか……負けられるかよ……！」

　幹部である者が幹部でない者に負ける。天て子し峰みねにおいてこれ以上の屈くつ辱じよくはないのだ。

　照明のついた寮が見えた。今のところ気配はないが、ここが一番の問題だ。

　伊い勢せ七なな彦ひこが狙ねらってくるのはおそらく校門か、寮りようの玄関。この辺りでの奇き襲しゆうがもっとも臭くさい。

「おい、俺おれ様の周りを固めろ」

　武たけ蔵ぞうは候補生に命じ、人ひと壁かべを作り上げた。

　これで直接攻撃は不可能だ。後は長距離からの攻撃だが、まずないだろう。ライフル等を手に入れていれば危険だが、銃器を手に入れるのは難しく、殺しては意味がないことにも気がついているはずだ。矢などの類たぐいなら十分に防ぐことができる。

　──さぁ、どこからでもかかって来い。

　そう思いながら武蔵は南門を越えた。

　玄関のところに人だかりが見える。先頭に立つのは──光こう明みよう寺じ綾あや芽めか。

　まともに立つことすらできていない。瀕ひん死しのくせに頑張ってやってきたというわけか。無む駄だな足あ搔がきをしやがる。

「光明寺綾芽！　最初の血祭りは貴様か！」

「残念だけど、血祭りになるのはあんたのほうよ」

「ほう、誰だれがやるってんだ？　お前か？　それとも後ろでぶるぶる震ふるえてる臆おく病びよう者ものどもか？」

「違うわ。私と、私の仲間たちよ！」

　綾芽は手を振り上げた。それが合図となり、どこからともなく集団が姿を現した。




「オセアニア地区、グラハム・キューエル以下十七名！　光明寺綾芽との盟約により馳はせ参じた！」

「東南アジア地区、シャムスル・アスタマン以下二十二名！　見物させてもらうぜ！」

「東アジア地区、ガリドマグナイ・アマル以下十三名！　ここに参上だよ！　やっほ～！　見てる～、お兄さ～ん！」




　各地区からの参戦者は声を張り上げ、圧力となって一帯を覆おおう。

「お、おい……」

「やべえよ……」

　側そばにいる候補生に動揺が広がっている。

「くそっ……！」

　末恐ろしいガキどもだ。だがまだ負けたわけじゃない。他地区の候補生は命まで賭かけてこないはずだ。ならば目の前のやつらを蹴け散ちらせば黙るに違いない。

「いい度胸だ！　全員まとめて相手してやらぁ！」

「いきがんなよ。駆く逐ちくされるぜ？」

　背後から声がした。武蔵が思わず振り返ると、候補生の一人がスプレーを持っていた。

　顔に吹きかけられる。すると次の瞬しゆん間かん、猛もう烈れつな痛みが全身に走った。

「ぐおおぉぉぉ！」

　スプレーを持った候補生が髪に手をかけた。カツラが取れ、本来の髪色が明らかになる。

　その色は金。そんな候補生は一人しかいない。

「オレお手製の毒だ。効くだろ？」

「伊い勢せ七なな彦ひこか……！」

　二十四使徒、神こう戸べ一いち夜や。その腹違いの弟が不敵に笑っていた。
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　おおぉぉ！　と他地区の見物者から雄お叫たけびが上がった。

　俺おれは攻撃の瞬しゆん間かんを、はっきりと見て取った。

　伊勢さんのトドメ。それは変装による奇き襲しゆうだったのか──

　教官は警戒すればするほど身の周りを固めるだろう。そうすると、外部からの奇襲は通じない。効くとすれば今のような内部からの攻撃だけだ。

　なるほど。チンピラに任せて自分が逃げたのは、変装して候補生たちに紛まぎれ込むためだったのか。明かりの少ない公園なればこそ可能になる手段だ。

　公園では服装ぐらいしか敵と味方を見分けるものはなく、誰だれと戦っているかなどで判断するしかないだろう。戦っている場所もバラバラだから変装した後、チンピラを殴なぐっていればいつの間にか候補生と認識される。

　また伊勢さんの変装というのが効果的だ。伊勢さんのトレードマークは金髪と特攻服であると誰もが認識している。それだけにその固定観念から抜け出せない限り、変装は見破れない。

　それだけでも十分に有効だったが、さらに援軍の登場で教官の意識は綾あや芽めに割さかれた。これだけ注意を逸そらされては、さすがの教官も一撃を食らわずにはいられない。

「弥や助すけ先せん輩ぱい！」

「わかってる」

　俺は走り出した。

　教官には大きなダメージを与えた。だがまだ拘こう束そくしたわけではないのだ。今が追撃をかけるチャンスだ。ここで勢いに乗じれば必ず候補生は反乱を起こしてくれる。

　伊勢さんは落ちていた銃を見つけると、踏みつけて破壊した。よし、これで大きな脅きよう威いが除かれた。

　続けて伊勢さんは教官の腹を蹴けり上げた。

「おねんねにはまだ早いぜ！」

　しかしどうしたことだろうか。蹴った本人である伊勢さんのほうが驚おどろいて下がった。

「ちっ、やっぱり防弾チョッキを着てやがったか。しかも防ぼう刃じんと防電まで施ほどこされてやがるな」

　あえて武器に毒を選択したのは、それらを見越してのことだったのか。

「じゃあこれならどうだ？」

　伊い勢せさんは教官を羽交い締めにし、首に腕を巻きつけた。

「クソが……！」

「くたばりやがれ……！」

　教官はまだ苦しんでいる。いける──

「なんてな」

　教官はにやりと笑うと、伊勢さんの頭を両手で摑つかみ、思い切り頭突きを食らわせた。

「ぐはっ──」

　伊勢さんの頭から血が飛び散った。

　百九十センチに届かんばかりの大男からの頭突きとなれば、致死ものである。伊勢さんは寸前のところで僅わずかに頭を捻ひねっただけまだ軽傷で済んだようだった。

「てめぇ、どうして……！」

「あいにく俺おれ様は毒に対して訓練を受けていてな。ある程度耐性があるんだな、これが」

「馬ば鹿かな……！」

「だがまったく効かねぇってわけじゃなくてな。てめぇの毒、滅め茶ちや苦く茶ちや痛かったぞ！」

　懐ふところから予備の拳けん銃じゆうを取り出した教官は、伊勢さんの足に向けて銃弾を放った。

「ぐぁあぁぁ！」

「ひゃははは！　いい声で鳴くじゃねぇか！」

「クソったれ……！」

「クソはてめぇだろ。クソはクソらしく、その辺に転がってろ」

　丸太のような足が振り上げられ、伊勢さんを蹴けり上げた。メキッ、と気色の悪い音がした。

　伊勢さんが弾はじき飛ばされ、植木にめり込む。教官は様子をうかがっていたが、伊勢さんは起き上がらなかった。

「ははっ！　勝った！　勝ったぞ！」

　一人歓喜に打ち震ふるえる教官に対し、候補生たちは意気消沈していた。

　最悪の状況だった。援護に行く前に伊勢さんはやられ、銃は一丁破壊できたものの、未いまだ隠し持っていた一丁がその手にある。

　各地区の参戦者も押し黙り、綾あや芽めの背後にいる候補生たちも皆うつむいていた。反乱が起きる気配は、微み塵じんもない。にもかかわらず、声を上げる者がいた。

「まだ終わってないわ！」

　綾芽だった。その身は半死半生。しかし瞳ひとみに絶望の陰りはない。

「光こう明みよう寺じ綾芽か……！　てめぇ、本当に死にてぇみたいだな……！」

「みんな、騙だまされないで！　教官はついてくれば昇格させてやると言っていたけれど、それは噓うそよ！　今なら伊い勢せの毒が効いているわ！　みんなでかかれば勝てるわよ！」

　策が一つあると言っていたが、それがこれなのか？　だとしたら無む謀ぼうだ。綾あや芽めの言っていることは事実かもしれないが、伊勢さんがやられたところを見た候補生が動くとは思えない。

「はははっ！　何を言い出すかと思えばそんなことか！　俺おれ様は約束を守る男だぜ？　素直なやつはちゃんと昇格させてやるよ。なぁ、お前もそう思うだろ？」

　教官が横にいた候補生の肩に手をかけると、候補生は怯おびえながら首を縦に振った。

「ほら、みんな俺様のほうが信用できるってよ。それとも噓だっていう証拠でもあるのか？」

「……あるわ」

「何？」

　綾芽が音楽プレイヤーを取り出した。そういえば昼間、随ずい分ぶんと使い方を聞いてきていた。それがこの状況を想定したときのためであれば、綾芽のやろうとしていることとは──

　綾芽はボリュームを最大にすると、再生ボタンを押した。

『教官には統制する権限はあっても、昇格させる権限はないわ。そもそも人事評価は禁きん門もん室しつと言われる独立組織が一手に担になっていて、教官には評価に関する権限がないのよ』

　副教官の言葉が一帯に広がる。確かにこれは──完かん璧ぺきな証拠だ。

「わかった？　副教官が噓をつく意味なんてないわ。だから噓をついているのはそこの男よ。みんなは騙だまされているの。ついていったって、何一つ得はないわ」

「お、おい、これって……」

「あぁ！　なに動揺してんだ！　あんなの作り物に決まってるだろ！」

　教官が候補生の胸ぐらを摑つかむ。だが彼らの視線から疑いは消えない。

「くそがっ！」

　教官は候補生を投げ捨てた。

　なるほど、これが綾芽の策か。教官が昇格に関係ないとわかれば、不満は募る。。しかも綾芽は先ほど教官を倒すことが昇格条件の一つとも伝えている。その信しん憑ぴよう性せいがここで深まり、皆に反乱の意識が芽生えるというわけか。

　綾芽の行動で、教官はたとえこの場を切り抜けられても、いずれ後ろから刺される可能性が高くなった。だからこそ、教官はこの場で何としても自らの潔白を主張しなければならない。今後、四六時中狙ねらわれてはさすがに防ぎきれないだろうから。

「ふざけんじゃねぇ！　俺様の言っていることが信用できないのか！」

「はいはい、口だけ口だけ。それとも私のように証拠でもあるのかしら？」

「貴様……！　もう許さねぇ！　戯たわ言ごともそれまでだ！　殺してやる！」

　教官が怒りを込めて一歩踏み出す。

　暴力ですべてをうやむやにするつもりか。やはり言葉でどうにかなる輩やからじゃなかったようだ。

　俺は教官の進路に立ちふさがった。

　今ならまだ距離がある。ならばすぐに綾あや芽めを逃がし、俺おれが時間を稼かせげば……。

「弥や助すけ先せん輩ぱい、どいて」

　その瞬しゆん間かん、綾芽が動いた。綾芽の動きに、一同が声を上げる。

「あああぁぁ！」

「綾芽……お前──」

「ば、馬ば鹿かな……！」

　地に伏せ、額を地面に擦こすりつけている。つまりこれは……土下座だ。

　意外すぎる行動に誰だれもが声を失っている。そんな中、綾芽は平然と言う。

「すみませんでした。お願いですから殺さないでください」

「ふっ……ふざけるなっ！」

　当然だ。ここまでして許してくれるはずがない。

　俺は慌あわてて綾芽に駆け寄った。

「綾芽、そんなことしてる場合じゃない！　種はまいたからもういいだろ！　お前は逃げろ！」

「大丈夫よ。教官は私たちを殺してはいけないのだから」

「なに……！」

　教官の表情は読み取りにくいが、少し動揺しているか？

「私が死んでいないのがいい証拠よ。それに伊い勢せもそうだし、初日にクレームをした日ひ野のさんのときもそう。三度も続けば偶然じゃない。そういう条件が教官には課せられているのよ」

　確かにそうだ。伊勢さんのときなどは殺しても言い訳できそうだ。なのに足を狙ねらっていた。

「ざけんな！　せっかく生かしておいてやったっていうのに調子に乗りやがって……！」

　教官がにじり寄る。綾芽が言っていることが正論としても、このままじゃやばい。

「綾芽！　殺さずに人を苦しめる手段はいくらでもある！　逃げたほうがいい！」

「私の予測では拷ごう問もんの類たぐいも禁止ね。暴力は構わないけど、それは昇格への壁かべとして行うものだけ。候補生の可能性をむやみに摘んではいけない。そうですよね、教官？」

「この馬鹿が！　んなもんあるわきゃねーだろ！　殺さなかったのはたまたまだ！　殺したって指導上の過あやまちってやつだ！　誰も文句は言わねぇ！」

「謝っているのに殺すのは、故意の過ちになるのでは？」

「それがどうした！　今はてめぇをぶち殺すのが先決だ！」

「──勝った」

　綾芽は小さくつぶやくと、持っていた音楽プレイヤーをこっそりと背後に置いた。

「清きよ美みさん、教官にバレないよう逃げて。それを副教官に渡せば、私たちの勝ちよ。あんたは私が逃げるのを手伝って」

　そうか……！　それが真の狙いか──

　教官は言った。『今はてめぇをぶち殺すのが先決だ！』と。これは『教官は候補生を殺してはいけない』という権限逸脱を故意に犯そうとした証拠となる。

　無論この権限逸いつ脱だつは綾あや芽めの推測にすぎないが、今までのやり取りからして、おそらく正しい。

　権限逸脱の証拠は物証が一番だ。実際綾芽はそれを誘っていた。だが教官も馬ば鹿かじゃない。暴力に訴えようとしてごまかした。だから綾芽は弱点をついた。それが『教官は候補生を殺してはいけない』という条件の周知だ。これが候補生に知られれば恐怖感が薄れる。それは恐怖で統制する教官にとって致命傷となりかねない。その上でこの一言を引き出したというわけか。

「まったく、あんたが余計なことをしなければ確実に勝ってたのに……」

　その一言で俺おれは理解した。綾芽は俺の性格まで読み切って作戦を立てていたのだ。

　綾芽は当初、人手を少なくし、俺と二人の状況でこれをやろうとしていたはずだ。となれば音楽プレイヤーを持ち出す役割は俺がやるしかなかった。当然、俺は綾芽を見捨てるか否いなかで迷うだろう。だが俺はおそらく、音楽プレイヤーを持って逃げた。そうしなければ綾芽の努力が無に帰すことを悟り、二人一緒にやられるくらいなら、教官を倒したほうがいいと判断するからだ。そういった情より論理を優先する俺の思考パターンを読み切っての作戦だったのだ。

　もちろん俺だって、事前に知っていれば違う作戦にするよう言う。だから黙っていた、か。

「悪かったな。でも俺は、判断が間違っていたとは思ってない」

　そういった論理は、俺が枇び杷わ島じまさんを呼んだことで破は綻たんした。

　枇杷島さんがいることで、綾芽が犠ぎ牲せいになろうとすればもめて全員が捕まる可能性が高い。だが逆に、俺が綾芽を運ぶことで全員が助かる可能性もある。

　それでいいじゃないか。お前だけが犠牲になるよりよっぽどマシだろ？　なぁ、綾芽。

　枇杷島さんは綾芽を支えるそぶりをしながらジーンズのポケットに音楽プレイヤーを忍ばせた。そして教官に怯おびえるフリをして、徐々に距離を取る。そのまま密ひそかに他の候補生たちの中に紛まぎれ、走り出すタイミングをうかがう。

「おい、てめぇ……どこへ行くつもりだ！」

　──勘かんづいた！

「散って！」

　綾芽が叫ぶ。これは合図だ。俺は綾芽を抱だきかかえ、北門めがけて一いち目もく散さんに逃げ出した。

「てめぇらは逃げんなよ！　待ちやがれ！」

　やばい。俺たち以外で逃げているのは隼はや人とくらいなものだ。他の候補生は教官の脅おどしで立ち止まってしまった。これでは注意が逸それない。

　教官は一直線にこちらへ向かってくる。ここまで執しつ拗ように狙ねらわれては、綾芽を抱かかえている以上、逃げるのは不可能だ。唯一の救いは枇杷島さんがすでに北門を抜けようとしていることか。

「隼人、後は頼む！」

　俺は綾芽を降ろすと、懐ふところから包丁を取り出し、駆け出した。綾芽を逃がすにはこれしかない。

「かっこつけてるつもりか？　馬ば鹿かか、てめぇは」

　教官が走りながら銃を放ってきた。にもかかわらず、銃弾は的確に俺おれの腹を撃ち抜いた。

　俺はバランスを崩し、地面に転がった。

　くそっ、これじゃ足止めどころか、時間稼かせぎにもならないじゃないか。

「待て……。お前の相手は俺が……」

　横を走り抜けようとする教官の服を摑つかもうとするが──届かない。教官は一気に距離を詰め、綾あや芽めを抱かかえて逃げ出そうとする隼はや人とに追いついてしまう。

「ひぃぁぁ！」

　あまりの恐ろしさのためか、隼人は腰を抜かし、その場で尻しり餅もちをついた。そんな隼人に教官は唾つばを吐きかけ、綾芽の前に立った。

「おうおう、あそこまでやって逃げられると思ったのか？」

「……いえ」

　綾芽はすでに覚悟してしまっている。ダメだ。まだ諦あきらめるな。手はまだ……俺にある。

「やたら最初に走り出したやつを気にしてたな。何を隠している」

「清きよ美みさんは友達だから」

「そんな建前聞いてねぇんだよ！」

　教官は綾芽の胸ぐらを摑んで持ち上げた。綾芽の表情が激痛で歪ゆがむ。

　早く助けなければと思い、俺は立ち上がろうとするが、思うように力が入らない。

「あ、綾芽くんを離せ！　ぼ、僕が相手になってやる！」

　抵抗したのは隼人だった。しかし腰が抜けているため、立ち上がることすらできていない。

「いい度胸だな。死ぬか？」

「あぁ、それだけは勘かん弁べんしてください！　でも綾芽くんも許してください！　お願いします！」

　滅め茶ちや苦く茶ちやな論理である。だがそのおかげで俺が立ち上がるだけの時間ができた。

「うぜぇんだよ！」

　教官は隼人を蹴け飛とばして突き放すと、銃口を向けた。

　これはチャンスだ。背中ががら空あきとなっている。今なら──

「てめぇもな」

　教官は首を反転させ、銃弾を放った。弾は俺の太ももを貫通した。

「くそっ……、気がついていたのか……」

「雑魚ざこのくせに俺様を舐なめてんじゃねぇよ」

「やめなさい！」

　綾芽の悲痛な叫びが耳を貫つらぬく。教官は警戒し、綾芽の首を左腕で絞め上げた。

「救急車をすぐに呼んで。そうしたら、なぜ清美さんを逃がしたのか、教えるから」

「ほぅ……。そうくるか。そうだな、それなら考えてやってもいいな。だがてめぇが言うのが先だ。じゃなきゃわかってるな？」

　拳けん銃じゆうが再び隼はや人とに突きつけられる。綾あや芽めは──観念した。

「清きよ美みさんには先ほどの会話を録音したものを渡したわ。でももう遅いわよ。清美さんは離れているだろうから」

「てめぇ……内部告発するつもりだったか！」

「そう、だからもう、私たちの勝ち。今離してくれれば、多少処分が軽くなるように働きかけてもいいんだけど、どう？」

「交こう渉しようなんてできると思ってんのか？　まだてめぇらは勝ったわけじゃねぇぞ」

　間接的に教官は『候補生を殺してはいけない』という条件を認めたようなものだが……だからといってこの場を打開するには至らない。教官は携帯を取り出し、どこかにコールを始める。

「何をするつもり？」

「てめぇら仲がいいんだろ？　てめぇの命をチラつかせたら、あの女はどうするだろうな」

「させないわ。そんなことになるくらいなら、自分で死んでやる」

「じゃあぐちゃぐちゃ言ってねぇで、今死ね！　すぐ死ね！」

「待って！」

　この声は──

「おっと、呼ぶ前に来ちまったな」

　逃げたはずの枇び杷わ島じまさんが北門に立っていた。

「清美さん、どうして……！」

「さっきの会話を録音したプレイヤーはあたしが隠したよ！　その場所はすでに副教官に伝えた！　でもあたしたちを逃がしてくれたら、隠し場所を教えてやってもいい」

　教官の頭に皺しわが走る。髪がないだけに、脳が表面上に現れたかのような禍まが々まがしさだ。

「ふざけんな！　てめぇが噓うその場所を教える可能性があるだろうが！　今すぐてめぇが持ってこい！　話はそれからだ！」

「いいの？　こうしている間にも副教官が取りに向かってるよ」

「あぁ？　なら今すぐ殺してやろうか！　一人殺すのも二人殺すのも変わらねぇんだぜ？」

「ぐっ……」

　まずい。交渉は教官のほうがうまい。このままでは押し切られる。

　教官が『候補生を殺してはいけない』としても、追い詰められたら何をするかわからない。内部告発されるくらいなら殺してもみ消してやると考えてもおかしくはないだけに、脅おどしの言葉には十分な迫力がある。

「おい、お前ら！　あの女を捕まえろ！」

　教官が手下の候補生に指示を出す。南門にいた彼らは北門にいる枇杷島さんに向かって駆け出した。

　枇び杷わ島じまさんが捕まったら終わりだ。教官はどんな拷ごう問もんをしてでも吐かせるだろう。

「清きよ美みさん、私はいいから早く逃げて！　弥や助すけ先せん輩ぱいは私が命にかえても助けるから！」

　ダメだ、綾あや芽め。それじゃダメなんだ。お前は犠ぎ牲せいになんかなっちゃダメだ。

「待て！」

　俺おれは叫んだ。幸いにも教官の側そばまで来ていた候補生たちは立ち止まった。

「そんなことをしたって昇格できないぞ。それより一緒にぶちのめさないか？」

　立ち止まった候補生に語りかける。精一杯の感情を込めたつもりなのに、周囲の反応は最低と言っていい。何を言っているんだとばかりに呆ぼう然ぜんとするだけだ。

「時間がねぇんだ。死んでろ」

　銃弾が再び腹部に当たり、俺は膝ひざをついた。

「はははっ！　とんだ馬ば鹿かがいたもんだぜ！　加か納のう弥助と言ったか？　クソ度胸だけは認めてやるよ！　だがこれが俺様に逆らったやつの末路だ！　わかったらさっさと捕まえ──」

　俺は力を振り絞り、立ち上がった。撃ち抜かれた右足は思うように動かず、ひょこひょこと歩くことしかできない。それでも何とか立つには立てた。人間やればできるものだ。

　教官が絶句している。立ち上がるとは思ってなかったか？　残念だったな。

「弥助先輩！　もういいから！　早く逃げて！」

　綾芽が悲痛な声を上げる。俺は肩をすくめ、口の端を吊つり上げた。

「違うだろう、綾芽。ピンチにこそ好機はある。だからこれはチャンスなんだ」

　現に初めて教官が恐れを見せた。これをチャンスと言わずして何と言うんだ。

「もうやめろよ……勝てないんだよ……」

　誰だれかがつぶやいた。

「見てられない……！」

　玄関にいる候補生たちからもそんな言葉が聞こえた。

　さぞ恐ろしい光景に映っているだろう。こんな姿、ゾンビにしか見えないだろうから。

　だが、それでも俺はやめない。この無様な行動こそが、俺の策だから。つまりは──玉ぎよく砕さい戦法。こんな戦法、綾芽に知られたら絶対に反対するだろうから言えなかったのだ。

　俺には、こうすることしか勝つ方法が浮かばなかった。俺には、こうすることでしか皆の奮起を促うながせないんだ。まったく馬鹿な頭だ。でも綾芽が犠牲になるよりずっといい。

「お兄さん！　ダメだよ！　死んじゃうよ！」

「やめて！　加納くん！　もういいから！」

　エルや枇杷島さんの声も俺を止めるものにはなりはしない。ただ教官に向かって突き進む。

「おい、止まれよ……！」

　俺は笑った。鬼のように君臨する教官が焦あせる姿は、おかしみに溢あふれていた。

「止まれ！」

「その必要はない。止めたいなら……ここを狙ねらえばいい」

　俺おれは額を指差した。

　お前は本当に殺せるのか？　天て子し峰みねのルールに背そむけるのか？

　実力がなければ降格されるだけだが、ルールに背いたとき、天子峰はきっと許さない。市役所にいた受付嬢ですらあれほど恐れていた。今のところ証拠は言葉だけだからまだ言い訳ができるし、寮りよう内ないにいるからおそらく禁きん門もん室しつも不ふ干かん渉しよう。だが俺を殺したらどれほどのことになるか、わかるだろう？

「どうしたんだ？　撃てばいいだろう」

「ざけんじゃねぇ！」

　銃声が鳴り響ひびいた。しかし──撃ち抜かれたのは右腕だった。

「予想通りだったな。あんたの持つ銃は五連発だ。だからもう弾はない。包丁はもう持つことができそうにないが、銃弾すべてと引き換えなら──悪い取り引きじゃない」

「ば、化け物だ！」

「うわ、あぁ、ああああぁっぁぁ！」

「おい、待ちやがれ！」

　教官の周囲にいた候補生たちが逃げ出した。よし、これで枇び杷わ島じまさんの危機は去ったはずだ。

「くそっ！」

　教官は怒りに任せて銃を投げ捨てた。

　弾の補充が怖かったが、自分から捨ててくれるとは幸いだ。もしかしたら弾を持っていなかったため、使えないと判断したのかもしれない。

「何なんだよ……何なんだよお前……！　痛くねぇのかよ！」

「別に痛くないな」

「噓うそついてんじゃねぇよ！」

「噓じゃない。俺は生まれつき……痛覚がない」

　皆、凍りついたように声を発することができずにいる。

　見慣れた光景だ。誰だれもが俺の身体からだのことを知ると、得え体たいの知れないものを見る目をするのだ。

　気持ちが悪いと思うのは理解できた。だから俺はいつも、非難する気が起こらない。

「それに痛みがないせいか、どうも俺には感情が鈍いところがある。嬉うれしいとか、悲しいとか、イマイチ実感が湧わかないんだ」

「なんだよそりゃ……。サイボーグか、てめぇは……」

「ああ、その通りだ。俺は先天的なサイボーグだ」

　痛みがなく、感情がほとんどない人間。それに比べれば、マンガやアニメで活躍するロボットのほうがよっぽど人間に近い。

　でも──

「変われるかもしれないと、最近気がついたんだ……」

　そう、二人の少女によって。

「俺おれはここに来て、二つのことをしたいと思うようになった……。一つは見守ること……。誰だれにも好意を持てなかった俺が、誰かを愛いとおしいと思い込み、慈いつくしんだらどうなるだろうかと思った……」

「お兄さん……！」

　エルが走ってくる姿が見えた。その瞳ひとみから涙が滝たきのように流れている。

　おいおい、危ないじゃないか。お前は離れていろよ。

　でも……そうか。心配してくれているんだな。俺なんかを。

　俺は精一杯笑顔を浮かべて応こたえた。
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「もう一つは見続けること……。人間からかけ離れた俺が、誰よりも人間らしいやつの側そばにいたらどうなるだろうと思った……」

「く、来るな……！　こいつを殺すぞ！」

「弥や助すけ先せん輩ぱい！」

　綾あや芽めは首を絞められながらも、はっきりと目を見開く。

　わかってる。自分のことは気にするなって言いたいんだろ？　まったくいつもいつも無茶をして。だけどお前はどれだけ言っても聞かないんだろうな。

　俺おれは頷うなずくことで伝わっていることを示した。

「だから俺はあんたを倒す。生きて次のステージに行く。これは俺の生まれて初めての望みなんだ。お前なんかに、邪じや魔まはさせない……！」

「どういうことだ！　こんなこと聞いてねぇぞ！」

　教官が半狂乱となって叫ぶ。その隙すきをついて、俺は少しずつ距離を縮める。

　全身から血は流れ、コンクリートに赤い染しみが残っていく。

　あと少しなんだ。保もってくれ、俺の身体からだよ……。

「来るな！　来るんじゃねぇ！」

　教官が後ずさる。

　やばい。もう少しなのに。逃げられたら追う手段がない。

　教官は恥も外聞も捨てて背を向けた。だが走り出そうとした瞬しゆん間かん、何かにつまずいた。

「あたっ！」

　そこにいたのは腰を抜かしている隼はや人とだった。綾あや芽めが教官の手が緩ゆるんだ隙をついて脱出する。

「あ、あのですね、わざとではなく、逃げようとしてもできなかったからで……」

「このゴミが……！」

　怒りが頂点に達した教官は隼人を持ち上げ、拳こぶしを振り上げた。

「綾芽くぅぅん！　僕がぁぁ、愛に生きたとぉぉぉ、覚えておいてくれぇぇ──」

「つかまえた」

　隼人に気を取られていた隙に距離を詰めた俺は、教官の手を摑つかみ取った。

　ついにここまで来た。あとはこれを発動するだけだ。

　教官が青ざめる。

　やはり気がついたか。平素の教官ならここに至るまでに気がついただろう。しかし動転が教官を盲目に変えたのだ。

　俺は綾芽が教官に撃たれた際に使用したスタンガンを拾い、了解を得て受け取っていた。

　スタンガンは電流が弱いため、水さえ通らない。そのため直接身体に接触させなければ効果はない。しかしそのまま手に持っていれば教官が警戒して近寄らせないのは明白だった。

　俺は隠すため、ヘッドホンを使って配線を延ばし、本体はポケットに、起動スイッチは左手の中に潜ひそませた。導線は身体を伝わせ、電極は左手の親指と人差し指に取り付けた。包丁を右手に持ったのは、左手をやられないためのおとりだ。

　そんな工夫の果てにたどり着いた至近距離。この瞬間を逃しはしない。

「あんたも道連れだ」

「くそがああぁぁあぁ！」

　バチッ──と鈍い音がすると、俺と教官は石像のように固まった。
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　一いちの宮みや忠ただ志しはずっと事の成り行きを見つめていた。そして聞こえた。弥や助すけの気持ち、すべてが。

　教官に立ち向かっていく弥助を見て、忠志は涙が止まらなかった。

　ギフテッド。神から与えられし者。だが彼は神から与えられるどころか、誰だれもが当たり前に持っているはずのものが奪うばわれていた。

　いや、だからこそか。

　持たないがゆえに与えられたギフテッド。遥はるかに凌りよう駕がした力を持つ者との差を無にする冷静さ。それは人間である以上持ってしまう弱点を完全に埋める、恐るべきギフテッドだ。

　なのに彼の姿は、なぜこうも悲しいのだろうか。人間なのに人間とあまりにかけ離れている。その様は、まるで人間になる方法を求めてさまよう人形のようだ。

　そのとき、綾あや芽めの語っていたことが脳裏によみがえった。

『教官から目を逸そらさないでください……！　今はまだ決断できないかもしれませんが、私と、私の仲間が、必ずあなたの背中を押します……！　だからそのときはみんなに檄げきを……！』

　もう、背中は十分に押されていた。

「みんな！」

　忠志は涙を拭ぬぐって呼びかけた。

「僕は怖かった！　あの教官が！　でも、もう僕は恐れない！　その気がある者は僕に続け！」

　忠志は先頭を駆け出した。

「うあぁあぁぁぁ！」

「おおぉぉおぉおぉ！」

　みんながついてきてくれていることは、背後を確認するまでもなくわかった。

　弥助が崩れ落ちていく。そのとき一いつ瞬しゆん見えた横顔は、笑っているように見えた。
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　俺おれは夢を見ていた。幼い頃ころの夢だ。

　五歳まで両親は俺の身体からだに異常があることに気がつかなかったらしい。きっかけはジャングルジムから飛び降りたせいで骨折したのに、痛がらず平然としていたことだと言っていた。

　両親は何とかしようとあちこちの病院に連れて行ってくれた。しかし成果はゼロだった。

　やがて二人は疲れ、喧けん嘩かが増えていった。離婚したのは六歳のときだった。

　父親に引き取られたが、それからのほうが楽だった。父親は俺を避けるようになり、金だけ置いて仕事に打ち込んだ。

　父親は母親に関かかわるものすべてを捨てた。しかしただ一つ、母親が作った枕まくらだけは捨てられなかった。よく覚えていないが、俺が初めて強く抵抗したらしい。父親もその枕がないと寝てくれないので折れたようだ。そしてその結果、まるで呪のろわれているかのように、今もまだこの枕がなければ疲れ果てるまで眠れないでいる。

　学校では不気味がられた。しかし変な干かん渉しようがないだけ楽だと俺は考えていた。

　母親と会うことはなかった。あるとき父親に聞いたところ、違う男と新たな人生を歩み始めているとのことだった。

　それらの思い出をすべて、俺は悲しいと思わなかった。悲しいことらしいとは知っていたが、ふうんと思っただけだった。

　そんな日常。変わるのは周囲だけ。ただ時間だけが過ぎ、死までの時が減っていく日々。

　飽あいていた。生きることに。そう、だから俺は──

　………………

　…………

　……

　俺は窓からくる暖かな風で目を覚ました。状況を把は握あくするべく周囲を見渡す。

　時刻は昼だろうか。場所は病室の一室。身体中に包帯が巻かれている。あのまま倒れ、病院に運ばれたのだろう。

　そのときドアが開いた。

　エルだった。目が合うと、エルは手に持っていた花か瓶びんを落とした。

「おい、ちゃんと掃除しておけよ」

　声が聞こえていないのか、エルは固まったままだ。やがて目から涙が溢あふれていき、

「お兄さぁぁぁん！」

　と叫んで胸に飛び込んできた。

「ううっ……よかったよ……」

「悪いが状況を説明してくれないか？」

　そう頼んでもエルはしばらく泣いていたが、落ち着くとゆっくり語り出した。

「お兄さんが倒れてから一ヶ月が過ぎたの」

「……思ったより時間が経たっているな」

「救急車で運ばれたとき、心臓が止まってたんだよ！」

「ああ、昔の夢を見たと思ったが、そのせいか」

「そのせいかじゃないよ！」

「まあ目が覚めたってことは助かったんだろ？」

「そうだけど。でも相当運がよかったって」

「どうも悪運が強いらしいな」

「ホントだよ」

　エルは泣き笑いを浮かべた。

「あれからどうなった？」

「教官は袋ふくろ叩だたきにされて、副教官から上にへっぽこだと伝えられて、それで終わり。そうそう、これ見て！」

　エルは自分の携帯電話をかざした。

「ランクＪ……？」

「そう、下級幹部補Ⅲ種だって」

「出世、したんだよな？」

「うん！　もうボク、候補生じゃないよ！」

「下級とⅢ種って何だ？」

「下級は幹部でも上に立つ幹部じゃなくて、幹部の手足になる幹部だよ。上級はリーダー候補で、中級は参さん謀ぼう候補か、上級下級どちらがいいか不明の人だったかな？　Ⅲ種は功績の数で、Ⅳ種が一番下なんだって。Ⅰ種で功績挙げると幹部になるんだよ」

「他の人は？」

「直接聞くといいよ。数日中に来てくれると思うから」

　エルが連絡してくれたらしい。まず現れたのは枇び杷わ島じまさんだった。

「あんた、無茶をしすぎ。まったく、心配かけるんじゃないよ。あんたは勘かん違ちがいしてそうだから言っておくけど、無茶をするのがかっこいいわけじゃないんだからね」

　再会して早々お説教してきた割に、枇杷島さんは涙目になっていた。

「あたし？　あたしは中級幹部補Ⅱ種。研究畑を志望したら優遇してくれてね。まだ希望通りの研究とまでは言えないけど、危険のない充実した日々を送っているよ」

「おめでとうございます」

「ありがとう。あんたのおかげだよ」

　そして握手をして別れた。

「やぁ、意識を取り戻したって聞いてね」

　次にやってきたのは一いちの宮みやさんだった。

「今回のことで僕はリーダーにふさわしくないと思い知ったよ」

　一宮さんは中級幹部補Ⅳ種だと言った。

「加か茂もさんは辞めたよ。才能はあったと思うんだけど、ね」

「そうでしたか」

「今度僕は、幹部の補佐でパラオに行くんだ。パラオを知ってるかい？」

「太平洋に浮かぶ小さな島国ですよね。確か凄すごく親日の国だったような」

「合ってるよ。仕事は発展のお手伝いなんだけど、現地調査に産業構築、インフラ整備などとなかなかに大変そうだよ」

「でも辛つらいとは感じてないようですね」

「そりゃあれだけの経験をしたからね。好みの仕事でもあるし」

「よかったですね」

「君には勇気づけられた。ありがとう。君の今後の健闘を祈ってる」

「ありがとうございます」

　伊い勢せさんは面会の終了時間ギリギリに駆け込んできた。

「よう。聞いていたより元気そうじゃねぇか」

「身体からだはほぼ回復してるので、今リハビリ中なんです」

「なるほどな」

「伊勢さんも昇格したんですよね？」

「上級幹部補Ⅰ種だ。今はな──」

　もう面会は終わりなんですが、と看護師が伝えてきた。すぐ終わらせるよと伊勢さんは返して、話を続けた。

「まあ、仕事の話は今度にするぜ。それよりお前に調査を依頼していた人物の件だけどな……」

「腹違いの兄弟なんですよね」

「どうして知ってるんだ？」

「綾あや芽めがとある一族の記事を週刊誌で見ていて、もしかしたらって」

「あの嬢ちゃん、マジ油断ならねぇな」

　伊勢さんはため息をついた。

「田た神がみ四し季きってのは、オレの母親代わりみたいな人でな。本当によくしてくれた。でも一いち夜やの野郎が四季姉ねえに幹部候補生を勧めやがってな。実際幹部まで行ったみたいなんだが、突然死んだって連絡が来た。それが去年のことだ。オレにはどうしても四季姉が死んだとは思えねぇ。だからオレは候補生になり、四季姉に関する情報を集めてたんだ」

「……どうして今いま頃ごろ俺おれに？」

「オレが幹部になったら、マジで手伝って欲しい。すべてを教えるだけの価値がお前にあるって確信したから明かしたんだ」

「……わかりました。外せないものがなければ手伝います」

「ああ、頼むぜ」

　その後すぐ伊い勢せさんに電話がかかってきた。どうやら今やっている仕事で急用ができたらしい。伊勢さんは慌あわただしく病室を飛び出していった。

　綾あや芽めは来ていたらしい。らしいというのは、そのとき寝ていたからだ。ただ彼女が何て言っていたのか、夢うつつで聞いた気がする。

「何なのよ。せっかく忙しい中、来てあげたっていうのに。ほら、私、幹部になれたの。今回の候補生では私だけなんだって。でもあんたにおいしいところ持っていかれたせいか、何か納得いかないんだよね。だから愚ぐ痴ちを言いにきたっていうのに……って聞いてないか」

　綾芽は咳せきを一つすると、柔らかな声でつぶやいた。

「本当にありがとう。あんたがいてくれたから、今回のことが成し遂とげられた。だ、だから、ここ、これはただのお礼なんだからね」

　頰ほおに何かやわらかい感触がした気がするが、はっきりとは覚えていない。

「もう時間がないから、また。早く元気になりなさいよ。あんたのための特等席は用意してあるんだから」

「綾芽くん、来ていたんだね！」

「げっ、どうしてあんたがここに」

「君がいると聞いて駆けつけてきたのさ！」

「あんたも幹部補になったんでしょ。何か仕事したら？」

「君の特等席はすでに用意してあるんだよ」

「なっ、何でその言葉を──」

「ほぇ？　何かおかしかったかい？」

「うるさい！　馬ば鹿か！　死ね！」

　最後がコメディだったのは、綾芽が出てくる夢にふさわしいとそのとき思ったものだった。だがこのことをエルに話したら、事実綾芽は上級主しゆ査さで、隼はや人とは下級幹部補Ⅱ種だそうだから、もしかしたらこれは現実だったのかもしれないと思ったわけである。

　隼人がよく幹部補になれたなとつぶやいたら、エルは裏話を語ってくれた。

「実はあのお兄さん、ビルを飛んでないんだって」

「じゃあどうして候補生になれたんだ？」

「何でもコンクリートが磨すり減るほど頭を擦こすりつけて懇こん願がんしたらしくて。あまりの情けなさから合格になったんだって」

　そう言って、エルは爆笑した。

「それ、ありなのか？」

「ある一定のレベルを超えると、情けなさも才能って考えてるんだって。考えてみればあのお兄さん、何だかんだいって教官が寮りように泊まる情報をくれてるし、パソコンとか持ってきてくれたし、教官とのバトルに参加して、最後に教官をつまずかせて時間稼かせいでるでしょ？　それに怪け我がも合格者の中じゃボクと清きよ美みお姉さんの次に軽かったんだって。運いいよね～」

「確かに運だけはいいな。そのくせに結構役に立ってる気がするからむかつくな」

「幹部でもどうしても落ちこぼれる人が出るから、ああいう人材って逆に貴重らしいよ」

「ああ、エリートを集めても一割は落ちこぼれるってやつか。命を賭かけさせる割にそういうところは押さえているんだよな、天て子し峰みねって」

「だよね～」

　毎日エルが見舞いに来るので聞いてみた。

「お前、仕事は？」

「やってないよ。それでも年収三千万あるのでした、いぇい！」

　ブイサインをかます。

「それだけあればお母さんを何とかできるんじゃないか？」

「……お兄さん、知ってたんだ」

「寝言が聞こえたんだ。悪い」

　いいの、そのうちゆっくり話そうと思っていたから──と言い、エルはにっこりと笑った。

「やっぱ天子峰ってネームバリュー凄すごいよね～。この年でウン千万って借金できちゃったけど、手術できることになったよ。しかも天子峰の最先端の病院で」

「よかったな」

「うん！」

　その笑顔は今まで見たエルの笑みでもっとも輝いていた。

「でも一年以内に実績挙げなきゃ降格だって～。ボク、この前の試験でも実績的には結構ギリギリだったからやばいんだよね～」

「だから仕事をしろと」

「いろいろ誘いは来てるよ。でもお兄さんが回復してから一緒に仕事をするの。ボクが一人でやって成功する気しないし」

「滅め茶ちや苦く茶ちや人頼みだな」

「お兄さん、何だかんだ言って出世させてくれたじゃん。次も期待してるよ」

「好きにしろ」

　また……よろしくね、とつぶやくエルの目には涙が浮かんでいた。




　目覚めてから一週間後。リハビリを終えた俺おれは寮りように戻ってきていた。

　真っ直すぐに教官室へ向かう。そこに呼び出されていた。

　パソコンに向かっていた男の顔を見て、俺は思わず息を吞のんだ。

「久しぶりだね、弥や助すけくん」

「本ほん郷ごうさん……。まさか……！」

「うん、ぼくが本当の教官だ。教練課中級係長、それが僕の役職さ。まあまあ、座って」

　目の前にいるのは紛まぎれもなくオタクの本郷さんだ。なのに本当に同一人物なのかと思うほどさわやかだった。

「まずは君に感想を聞いておこうか。どうだった、金かな山やまくんは？　なかなか手て強ごわかったかい？」

「ええ、そうですね。正直死にかけましたし」

「じゃあ君は金山くんと今回昇格した綾あや芽めくん、どっちが格が上だと思う？」

　格が上とは抽象的な質問だ。まあ素直に答えればいいだろう。

「綾芽ですね」

「同感だ。二人の間には天と地ほどの差があるだろうね。ななっちなんかと比べても、金山くんは格下だっただろう。でもあれだけ苦戦した。理由はわかるかい？」

「……立場と暴力、ですか？」

「やっぱり君はいいセンスを持っているね。金山くんの特性はあの暴力性と狂気だ。その力は立場が下の者には無類の力を発揮する。だが立場が上となった綾芽くんに、金山くんは二度と勝てないだろう。でも幹部以下の者を統制するにはうってつけの人材だとは思わないかい？」

　確かに。烏う合ごうの衆を集めたとき、ああいった人がいるだけで大だい分ぶ違うだろう。そういう仕事をさせれば、きっと教官は綾芽よりずっといい働きをするに違いない。

「だから能力で上回る綾芽や伊い勢せさんが協力したにもかかわらず辛しん勝しようだった、と」

「そう。そして同時に、それが金山くんの限界でもある。彼の力は幹部の一番下である主しゆ査さだからこそ遺い憾かんなく発揮できるものだ。逆に綾芽くんやななっちにとって、役が不足していた。だからいい勝負になったんだ。地位によって求められるものは変化し、人にはそれぞれ見合った地位がある。それは相性にすぎない。そのため能力や地位が下だからといって、見下してはいけない。人を見下す理由なんて、実はこの世に何一つないんだよ。そのことをよく覚えておいて欲しい。それがぼくからのアドバイスだ」

「ありがとうございます。でもみんなにそのアドバイスを？」

「君とななっちだけだよ。二人はぼくを差別しなかったし、もっと上に行きそうだからね」

「だとしても、その頃ころには本郷さんはもっと上にいるでしょうね、きっと」

「それはどうかな。でも覚えておくよ。君がぼくをそういう風に見てくれたことを」

　自信を持ちながらも謙けん虚きよな語り口。やはりこの人は出世する人だと思う。

「そうだ、この試験についても多少解説をしておこう。候補生試験は一種のロールプレイングだ。管理された情報と極限の環境下で目的を見失わず、正答を導けるかを見ている。その中の一つが教官と候補生のハンデキャップ戦なんだ」

　一つ、ということは、やはり昇格条件は複数あったのか。

「ハンデキャップ……？」

「彼は主しゆ査さでも下級だよ。加えて恐怖で統制しろと指示が出ていた。だから統率が下手へただっただろう？　でもまあ、ぼくなら同じ条件でも、もうちょっとうまくやるけどね」

　下級主査は、幹部の最低ランクだろう。その教官をハンデキャップがあるとはいえ超えれば幹部となれる、とはわかりやすい。もちろん教官より優秀という体裁は整える必要はあっただろうが、会社としては、力を合わせて教官の暴力を超えれば十分だったのだろう。

「それでお助けプレイヤーも一人入れられている。ぼくは見ての通りの顔だからね。ほとんど相手にされない。これはね、人を見る目を試しているんだ。えり好みしないで情報を集めればいいことがあるようにされている。一番うまく活用したのはななっちだったね」

「もしかして一いちの宮みやさんや枇び杷わ島じまさんの預金情報は……」

「そう、ぼくが教えた」

　ああ、これで納得した。一宮さんや枇杷島さんが特別給をもらっていたなんて、本人が漏もらさなければ内部の人間しか知るはずがないのだ。

「他の国だと宗教狂いだったりホームレスだったりと、いろいろらしいよ」

「じゃあホントはオタクじゃ……」

「あ、それ元々ぼくの趣味だから」

「そうですか」

　本ほん郷ごうさんは引き出しから携帯を取り出した。

「君の新しい携帯だ。情報は更新してある」

　個人情報画面にする。ランクはＨとなっていた。

「中級幹部補Ⅰ種。それが天て子し峰みねの君に対する評価だ」

「ありがとうございます」

「それでこれからの仕事なんだけど、選択制になっててね。携帯に入ったマニュアルに詳しく書かれているからよく読んでおいて。わからないことがあったら人事にメールするといい。アドレスはすでに登録されているから」

　俺おれは頭を下げ、教官室を後にした。




　教官室を出て携帯を見ると、ざっと見ただけでも開放された権限は候補生のときと比べものにならなかった。これはまたじっくりと分析する必要がありそうだ。

　しかし俺が中級幹部補Ⅰ種か……。ということは、今回の昇格を上位から見ると、こうなる。




・光こう明みよう寺じ綾あや芽め……上級主しゆ査さ（唯一の幹部昇格）

・伊い勢せ七なな彦ひこ　……上級幹部補Ⅰ種

・加か納のう弥や助すけ　……中級幹部補Ⅰ種

・枇び杷わ島じま清きよ美み……中級幹部補Ⅱ種

・六ろく条じよう隼はや人と　……下級幹部補Ⅱ種

・黒くろ田だ枝え流る夢む……下級幹部補Ⅲ種

・一いちの宮みや忠ただ志し　……中級幹部補Ⅳ種




　課題が『目的を見失わないか』『目標を見つけられるか』『目標を達成できるか』の三点と考えると、評価の仕方が見えてくる気がする。

　一番重要なのは『目標を達成できるか』なのは間違いないだろう。Ⅰ種からⅣ種の差は最後の作戦での貢献度で見ればおおむね納得の行く査定だ。

　ではエルと枇杷島さんの差はどこでついたのだろうか。最後の作戦でのエルと枇杷島さんの功績の差はあまりない。枇杷島さんは音楽プレイヤーを隠したが、結局教官に押し切られそうになり、策を弄ろうした効果がなかった。むしろ仲間を危機に陥おちいらせたとも取れ、功績とするには厳しい。無論処ところ々どころのポイントで役目を果たしていたが、それはエルも同じだ。となると二人の差は、『目的を見失わないか』『目標を見つけられるか』を自力でこなしたか否いなかであり、これが中級とされる条件ではないだろうか。一宮さんが中級であるところを見ても、その可能性は高い。

　そうなると、一宮さんがエルより評価が低いのが問題だ。一宮さんは序盤からリーダーとなって候補生をまとめ、教官を捕まえる最後の一押しもしている。これは十分な功績であり、エルより評価が高くてもおかしくない。途中でへたれたことがマイナスだったのだろうか？

　……いや、違う。これが石いわ刀と昴すばるが入社式で言っていた『心』の評価だ。

　今回の昇格が成し遂とげられたのは、綾芽の力が大きい。ある意味、綾芽について行けば勝ち馬に乗れたのだ。そして勝ち馬を選ぶのも勝ち馬から選ばれるのも各個人の心次第。極端なことを言ってしまえば、綾芽に気に入られれば無能力者でも昇格できたのではないだろうか。その無能力者は綾芽の精神面で力になっているのだから、それが十分な功績となる。

　隼人の高評価はそこにあるに違いない。隼人だけは一貫して綾芽を選んでいた。嫌われても何だかんだ言って綾芽の力になっていたのは事実だ。隼人が綾芽に惚ほれたのは偶然かもしれないが、『綾芽だった』ことに価値があったに違いない。

　エルは俺おれを選んだ。そして俺は勝ち馬である綾芽を選べる人間だった。一宮さんは結局誰だれも選ばなかった。この差がエルと一宮さんの差なのだ。隼人の場合は教官を転ばせたことが決め手になったことと、勝ち馬そのものである綾芽を選んだことでエルの上となった。そういうことか。

　誰だれを選ぶかで『人を見る目』を、その人と関係を築けるかで『心』を見ていたと考えると、心の評価の基準は明確だ。建前で心を評価すると言っていたわけではなかったとは、天て子し峰みねを甘く見すぎていたかもしれない。

　最初の試験といい、見られているのは内面の要素が多い。年齢などが関係無いはずである。

　この評価は今回の試験に関するものだけで、今後変わってくる可能性が高い。特に綾あや芽めと伊い勢せさんの差は僅きん差さに見える。もし伊勢さんが奇き襲しゆうで教官を倒していれば、評価は逆になっていただろう。

　俺おれは自分の分析に満足し、歩き出した。とりあえず急な用事はないし、まずは外で待っているエルとご飯でも食べながらこれからのことを話し合うことにしよう。そう思い、玄関を出た。

　すると前方から一人の少女が歩いてくるのが見えた。その瞬しゆん間かん、目が釘くぎ付づけとなった。

　美しい少女だった。ゆったりとウェーブした髪が愛らしく風になびいている。右手には白い手袋。アフリカの民族衣装と思われる色鮮やかなワンピースは異国情緒に溢あふれている。中でも目立つのは真っ白な髪で、歩み寄る姿には宮殿にいるかのごとき高貴さがあった。

　しかし瞳ひとみを離せなかったのは風ふう貌ぼうのせいではない。その空気だ。

　何だろう、この違和感は。空気が澄み過ぎている。老いることもなく、穢けがれることもなく、彼女の周りだけ時が止まっているような──そんな錯さつ覚かくを覚える。

　俺おれは歩み寄ってくる少女に見覚えがなかった。しかし彼女は明らかにこちらを凝ぎよう視しして向かってくる。彼女は目の前で立ち止まると、スカートの裾すそを持ち上げ、優ゆう雅がにお辞儀した。

「お久しぶりですね、加か納のう弥や助すけさん」

　そのとき、彼女の持っていた缶コーヒーが目に入った。

「まさか……」

「そう、これは粋いきな遭そう遇ぐうへのお祝いです。もちろん楽しい会話での歓待も期待していますが」

「公園で会った……」

「ええ、そうです。あのときの私です」

[image: ]

　やはりあの中性的な少女だ。缶コーヒーを持ってくるのは彼女以外にいないと思っていたが、あのときは男ものの服を着て、雰囲気も今のような愛らしい感じではなかった。この変わりようはどういうことなのだろうか。

「以前はコメの私だったので、驚おどろかれるのも無理はありませんね」

「……コメ？」

「喜劇コメデイの略です。ちなみに今の私は悲劇トラジデイのトラです。友人からはコメスバ、トラスバという風に言い分けられています。あ、スバというのは、私が昴すばるという名前だからです」

「昴、だって……？」

　天て子し峰みね関係者でその名を持つ者と言えば、知っているのはたった一人しかいない。

「自己紹介が遅くなりました。私は石いわ刀と昴。天子峰コーポレーションアフリカ支社長です。新参者ですが、一応七賢人の末席に名を列つらねています。入社式のときに挨あい拶さつをしたのですが、覚えておいででしょうか？」

「────」

　言葉が出ない。これほど地位の高い人間がおいそれと会いに来るなんて、常識外れにも程がある。

　それにこの柔らかな物腰。彼女の語り口を聞いているとそのまま引き込まれそうになる。

　男装時も桁けた違ちがいのカリスマ性だった。二人のカリスマ。それが七賢人、石刀昴の真の姿か。

　そういえば手袋が白だ。公園では黒だった。これはトラとコメの差だろうか。

　俺は深呼吸を行い、平常心を取り戻した。

「もちろん覚えています。あのときは顔が見えなかったので、気がつきませんでした」

「私のほうが年下なのですから、敬語は使わないでくれると嬉うれしいです」

「ちなみにおいくつですか？」

「敬語」

「……いくつなんだ？」

「十五歳です。私のことは気軽に、昴と呼んでくださいね」

　二つも年下か。顔だけ見れば納得できるが、かもし出している雰囲気は聖人レベルだ。誰だれがこんな怪物を十五歳と思うことができるだろうか。

　ふと、頭の中でピースが繫つながった。この口調、あの文面と同じじゃないか。

「ああ、俺おれにメールを出していたのは、お前だったんだな」

「あ、気づいてもらえました？　コメスバは無ぶ粋すいだと言って嫌いやがっていたんですけど、私としては陰ながら応援したいと思いまして。もちろんヒントを出すのは自じ粛しゆくしましたけど」

　俺のアドレスを入手できたのも、動向を把は握あくできたのも当然だろう。七賢人なのだから。

「どうしてそこまで俺に」

「実は弥や助すけさんにお願いがありまして」

　上うわ目め遣づかいで可愛かわいらしく小首を傾かしげた、お願いポーズ。当然、嫌な予感は全開だ。

「何かな？」

「よろしければ、私の部下になってもらえませんか？」

「七賢人直属で？　俺はまだ幹部補だけど」

「正確には私の側近の部下です。弥助さんにはいずれ私の右腕になって欲しいと思っています」

　先ほどの流れからすれば予測の範囲内だが、七賢人がまだ幹部にもなれていない、しかもたった一度しか会ったことのない男を直接勧誘してくるなどありえるのだろうか？

「どうしてそんなに俺のことを買ってるんだ？」

「最初に注目したのは履歴書であなたの特性について知ったときです。その後直接会って、私に必要な人物であると確信しました。私はまだ七賢人になって半年のため、信頼のおける部下が少ないのです。なので階級が低くても信頼できる人物を育てていきたいと考えています」

「しかし俺なんかより、ずっと有能な人はいるだろうに」

「自己評価が低いようですね。あなたは有能ですよ。特にその冷静さは希け有うな能力です。私個人としては、あなたの冷静さと深い人間愛を両立させているところが気に入っています」

「人間愛？　それは勘かん違ちがいだろう。俺がそんな大層なものを持っているわけがないじゃないか」

「自覚がないだけですよ。……ふふ、まあそれはいいです。ではあなたにわかりやすく言いますと、私の部下は勇敢でよく忠義を尽くしてくれるのですが、私のことになると冷静さを欠く弱点がありまして。その点あなたは誰だれよりも冷静で、分析を得意としています。どうです？　私にはあなたが必要だと思いませんか？」

　筋は通っている。それに彼女を前にすれば忠誠を誓いたくなる気持ちはわかる。感情が薄い俺でさえそう思うのだ。普通の人ならどれほどその魔力にかかってしまうだろうか。

「お兄さ～ん！」

　声に振り向くと、エルが校門から駆けてくるのが見えた。手にコンビニの袋があるところを見ると、待っているのに飽あきて買い出しに行っていたらしい。

　俺が昴すばるにエルのことを紹介しようと思ったとき、空からヘリコプターの音がした。しかも音は段々と大きさを増し、一直線に近づいてくる。

　校庭の砂が舞い上がる中、地上数センチのところで浮かんだままヘリの扉が開いた。

「弥や助すけ先せん輩ぱい！」

「綾あや芽め……！」

　彼女は腕から血を流していた。

「どうしたんだ！」

「話は行く途中にするから！　とにかく手伝って！　エルちゃんも！」

「お兄さん！」

　俺おれが昴すばるに視線を向けると、彼女は肩をすくめてみせた。

「先約があったのならしょうがありませんね。でもまた来ます。私、狙ねらった獲え物ものは逃がさないタイプなんです」

「すまない」

「謝らなくて結構ですよ。なぜならあなたは、いずれ私の下もとに来ますから」

「未来のことはわからないよ」

「いいえ、断言します。あなたは私の下に来ます。これは運命なのです」

　そう言って、昴は嗤わらった。

　まったく七賢人とはどこまでも底を見せない化け物だ。そしてそこをとりあえず目指す少女が今、目の前で助けを求めている。

　ああ、面白い。面白いじゃないか。

　俺は笑みを浮かべ、伸ばされた綾芽の手を摑つかみ取った。










　あとがき




　どうも、二に丸まるです。この本を手に取っていただいた方、誠まことにありがとうございます。

　初めての本であるため、当然のごとく嬉うれしいのですが、同時に漠ばく然ぜんとした不安を感じたりする辺り、我ながら小心者だなぁと思っていたりします。




　それとは逆に、出版を決めた電でん撃げき文庫は、剛ごう毅きと言わざるをえません。

　明らかに長いページ数、大量に残された伏線、切り詰められた改行、ヒロインの設定、男率の高さ、登場人物の多さ、造語の少なさ、神話の引用でもない一つの英単語タイトル、超能力も魔法もなしの心理戦……などなど、賞も取っていない新人に現在のライトノベルの潮流から全力で逆走させてくれたその暴挙精神は、正気の沙汰とは思えな清すが々すがしいほどであります。

　どう考えても博打ばくちです、本当にありがとうございました。




　さて、作品に少し触れますと、『ギフテッド』はアメリカなどで実際に使われている言葉で、端的に言えば天から与えられた資質を持つ人のことです。以前、別の私の作品を読んだ先せん輩ぱいから『お前の作品の登場人物は頭がいい奴やつばかりだな』と言われ、ならいっそ滅め茶ちや苦く茶ちや頭がいい人ばかりが出る作品を書こうと思ったところが、この作品の原点です。

　ただそのまま随ずい分ぶん放置していたのですが、あるときスタンダールの「赤あかと黒くろ」の漫画版を読み、サクセスストーリーを書きたいと感じたことが先の原案と繫つながり、この作品にいたります。




　私は数多くの作品からたくさんの喜びや感動を得てきました。その何万分の一でも良いので、この本を読んでくれた方々に同じような感情を抱いだいていただければ幸いです。




　最後に、お世話になった人たちに感謝の言葉を。

　編集者の西にし谷たにさん、いつも的確なアドバイスありがとうございます。本を出せたのは西谷さんのおかげです。イラストのりょう＠涼りようさん。自分の小説に絵がつくなんて初めてで感激です。美しいイラストをありがとうございます。しゅたはいつも真っ先に小説を読んでくれてありがとう。やる気に繫がってるよ。森もり先輩には一人称と三人称の書き分けもできなかったクソ下手へたくそな頃ころから評価してもらい、感謝の言葉もありません。ここまで来られたのは先輩の存在があったからです。そしてタカ。君と出会わなければきっと小説を書いていなかったと思う。君と出会えて本当によかった。

　もうページいっぱいですか。また会えるかは売上次第で。また会えますよね、西谷さん？


二丸修しゆう一いち
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二に丸まる修しゅう一いち

岐阜生まれ。東京に７年いたものの、今は岐阜県在住。電撃文庫より「いないよりマシ」と極めて高い評価を受けてこのたびデビュー。特技は車酔い。座右の銘は「ここは俺に任せろ！お前たちは先に行け！」。
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イラスト／りょう＠涼りょう

初めまして、りょう＠涼と申します。熊本に住みつつ絵描きやっとります。今回初めてラノベのお仕事をさせて頂きました。何卒よろしくお願いします。
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ギフテッド








二に丸まる修しゅう一いち
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